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序章「出会い」







　その男と初めて出会ったのは、十二か、十三のころ。

　正確な日付は覚えていないが、ある任務を果たした後のことだった。

　孤こ児じだった俺おれを拾い、兵士に仕立てあげ、「ヴェアヴォルフ」に入れた者たち。

　生きるために、死なないために、言われたことは全すべて果たした。

　辛つらい訓練も、過か酷こくな訓練も、非人道的な訓練も、全てこなした。

　殺せと言われた相手は、容よう赦しやなく殺してきた。

　それなのに、俺は、殺されかけていた。

「このガキは危険だ！」

　少しよう佐さだったか中ちゆう佐さだったかはわからないが、肩かたに星が沢たく山さん付いている軍人たちが、椅い子すに縛しばり付つけられている俺を指さし、まるで獣けものを見るように怒ど鳴なっている。

　獣を見る？

　何を今いま更さら。

　ヴェアヴォルフ――「人の皮を被かぶった狼おおかみ」相手に、今更何を言うのか。

「上官や友軍を、躊ちゆう躇ちよなく殺すとは……」

「それで自分だけ生きて帰ってくるのだから、とんでもない外げ道どうだ」

　呆あきれ果はてている軍人たち。

　彼かれらは、ヴェアヴォルフの指揮官たち。自分の飼い主だ。

「今後、同様のことがあると厄やつ介かいだな」

「ああ、番犬は鎖くさりに繋つながれてこそ意味がある。ましてや狼だ、いつ手を噛かまれるかわかったものではない」

　彼らが、自分を〝殺処分〟しようとしているのがわかった。

　なぜこんな目に遭あわねばならないのか。

　自分は、命令を果たしただけなのに。

　抵てい抗こうする気も、抗こう弁べんする気も起きなかった。

　それどころか、どこか、それが自然の成り行きだと思っている自分がいた。

　親を亡なくし、生きるすべを無くし、野の良ら犬いぬのように路地裏で寝ね起おきしていた。

　なんの因果か、軍に拾われ、兵隊として訓練を受けたが、きっとそれすらも、間ま違ちがいだったのだろう。

　自分はさっさと、死ぬべき人間だったのだ。

　観念した――というのとは、やや異なる。

　正しく言うならば、もう、抗あらがうことに疲つかれたのだ。

　ガチャリと、上官の一人の、拳けん銃じゆうの撃鉄を引く音が響ひびく。

　ああ、自分は処しよ刑けい場じように送られる資格すらないのだ。

　この防音だけはしっかりとした部屋で、犬のように処分されるのだ。

　頭に、銃口が押おし付けられる。

　数秒後に迫せまる死を前にしながらも、どこか、他た人にん事ごとのような感覚が拭ぬぐえない。

　こんな時に涙なみだの一つでも流せたならば、こんな目には遭わなかったのかもしれないなぁという、そんな思いがあったくらいだった。

「待ち給たまえ」

　その時、突とつ如じよ、部屋の扉とびらが開き、その男が現れた。

　自分に銃口を突つきつけている男たちより、星の数の多い飾かざりをつけていたその男が現れた途と端たん、室内にいた軍人たちは、全員滑こつ稽けいなまでに慌あわてて敬礼をして出で迎むかえる。

「彼かね？　例の少年というのは」

　男は、二十歳はたちになったかそこらくらいの若さだったが、その場にいる者たちの誰だれよりも堂々と、そして悠ゆう然ぜんとした振ふる舞まいをしていた。

「はっ！　今丁度、処分しようとしていたところであります！」

　自分の上官の一人が、手に持った銃じゆうを示し、そう言った。

「なぜかな？　彼は任務を果たした、命令を実行した。何か問題でも？」

　男の口調に、特に激しい感情は感じられなかった。

　近いもので言うならば、いつもは紅茶を出だす使用人が今日に限ってコーヒーを出した理由を尋たずねるような……そんな、当たり前の疑問を、責めるでもなく咎とがめるでもなく、ただ自然に問いかけるような口ぶりだった。

「このガキは危険です。命令さえあれば、躊躇なく仲間すら殺す……人間じゃない。ただの機械です！」

「そうです！　放っておけば、いずれ害となります。今のうちの処分しておくほうが得策です！」

　好き勝手口にする上官たちを前にしても、なんの感かん慨がいもわかなかった。

　好きに言えばいい。好きにすればいい。

　この先の展開も予想がつく。

　現れたこの男は、きっとこう言うのだ。

「ああ、そうか。なら仕方ないな」と――

「ああ、そうか。なら仕方ないな」

　やはり、そう言った。

　自分という人間は、二言三言のやり取りでどうとでもなるものなのだと、改めて痛感する。

「た、大佐……!?　なにを!?」

（ん………？）

　うつむき、目を伏ふせている間に、何が起こったのか。

　顔を上げた時には、銃声が二発、轟とどろいた。

「がっ………!?」

「ぐはっ!?」

　弾だん丸がんは、自分の体に穿うがたれたのではない。

　ついさっきまで、自分を悪あし様ざまに罵ののしっていた上官たちの眉み間けんに叩たたきこまれていた。

　銃を放ったのは、大佐と呼ばれたその男。

　人二人を殺した後だというのに、なんの感慨もないような、穏おだやかな顔をしている。

「命令さえあれば人を殺す？　機械のように人を殺す？　素す晴ばらしいじゃないか。理想的なヴェアヴォルフだ」

　その場にいた他の兵士たちは、皆みな驚おどろきにかたまり、凍こおりついている。

「いずれ害となる？　馬ば鹿からしい……道具も技術も人間も、使いようだ。自分が無能だと叫さけんでいるようなものだと気づけない馬鹿こそ、害になっても得にはならない」

　ワイルティア公国軍の象しよう徴ちよう的てき名銃、ワルサーＰ38を、ホルスターに戻もどし、その男は、ゆっくりと近づいてきた。

　そして、まるでプレゼントの入った箱のリボンを解くように、拘こう束そくされていた俺のベルトを外した。

「安心し給え。君は私が使いこなしてあげよう。君は私の命令に従い、それを忠実にこなせばいい」

　そう言うと、俺を立たせ、そして、手を伸のばしてきた。

　それが、握あく手しゆを求められたのだと気づくまで、わずかに時間を必要とした。

　ヴェアヴォルフには、とんと縁えんのない行動だったからだ。

「あらためて……よろしく、私の名は、マクシミリアン・ゲーニッツだ」

　それでも、恐おそる恐る手を伸ばすと、男は強く握にぎりしめた。

「ルート……ランガートです……」

　奇き妙みような感覚が俺の中にあふれた。







一章「王都潜入」







　オーガンベルツの感謝祭が過ぎてから、三日がたった。

　小さなパン屋、トッカーブロートの扉には「CLOSED」の看板が、未いまだにかけられたままである。

　強面こわもてだが腕うでは良いと評判だった店主が、その人生の全てを賭かけて営んでいた店は、輝かがやきを失い、暗く、寂さびしい世界と成り果ててしまっていた。

「ルート……あ、あのさ……その……元気出せよ。なんか、その食わないと……」

　火が消えたように活気を失った店内。

　窯かま場ばに、一人うなだれる店主ルートに、見習い店員ミリィが声をかける。もう三日も火が入れられず、いつもは汗あせばむほどの熱気のある窯場も物悲しいまでに寒々しい景色となっている。

「すまない、ミリィ、一人にしてくれないかな……？」

　それだけいうと、ルートは再びうなだれる。

　なにをするでもなく、ただ、もう三日も、こんな調子だった。

（どうすればいいんだよ………）

　ルートの落ち込む姿を前に、ミリィはただ、自分の無力を嘆なげいた。

　三日前の夜、なにがあったのか、彼かの女じよは詳くわしいことは知らない。

　だが、ハイドリゲという名の、ルートを襲しゆう撃げきに現れたはずが、いっしょにパン焼きの手伝いをすることになった青年が死んだことと、そして、この店の看かん板ばん娘むすめである銀ぎん髪ぱつの少女がいなくなったということは知っている。

　スヴェンがいなくなっただけで、トッカーブロートは死んだような姿を晒さらしていた。

「くそっ！」

　窯場を出て、ガランとなった店内を眺ながめ、ミリィは口惜くやしげに吐はき捨すてる。

　いつもなら、棚たなには幾いくつものうまそうなパンが並んでいる。

　いつもなら、そのパンを求め、老ろう若にやく男なん女によのお客さんが楽しそうに笑っている。

　その景色が大好きだったのに。

　このまま、何もかも終わってしまうのだろうか。

　そんな不安が頭をよぎる。

「そんなわけない！」と、即そく座ざに否定するが、何をどうすればいいか、幼い少女にはわからない。

　ただただ、悔くやしさに唇くちびるを噛むことしかできない。

　カランカランと、店の扉のベルが鳴る。

「！」

　もしかして、スヴェンが帰ってきたのかと、ミリィは期待を込めて目を向ける。

「その様子じゃ……まだ、帰ってきてないみたいだね、スヴェン……」

　しかし、現れたのは銀髪のウェイトレスではなく、この店の常連にして、ときに店の手伝いもする少年、ジェコブだった。

「うん……」

　悲しげにうつむくミリィ。

「スヴェン……どこ行っちゃったんだろう……マレーネも、詳しい事情は知らないみたいだし……」

　いつもは快活な笑え顔がおが売りのジェコブも、眉間にシワを寄せている。

　ハイドリゲの葬そう儀ぎを始めとした事後処理のたぐいは、彼と――正しくはジェコブの母であるシャロデと――丘おかの上の教会のシスター、マレーネが行った。

　店員の一人が、祭りの日に現れた野盗の類たぐいに殺されたと、表向きは、そういうことになっている。

　今のところ、鉱山や役場といった、日ひ頃ごろ商品を納めている所には、諸もろ々もろの都合もあって一時納品を延期させてもらっている。

　しかし、それもそう長くは保たない。

　早く業務を再開しなければ、大した資本力もないトッカーブロートは、休業が明けることなく、廃はい業ぎようすることになるだろう。

「なにかあった……のは間違いないよね。ケンカとか、そんな話じゃないだろうし……なによりあのハイドリゲって人のこともある。もしかして……」

　十歳さいとは思えないほど知ち恵えが回るジェコブである。

　細かな事情は知らずとも、情じよう況きよう証しよう拠こから、最悪の事態だと推測した。

　そしてそこから導き出される、最悪の答えも。

「んなわきゃねーだろ！」

　しかし、それを即座にミリィは否定する。

　彼が導き出した答えは、「二度とスヴェンは戻ってこない」――それは、まさしく正確な推論だった。

　彼女は、ルートに言ったのだ。

「これ以上お仕えできない」と。

「忘れてください」と。

「お然さらばで御ご座ざいます」と――

　告げられたルートは、ただ失意の底にいた。

　彼の中で、スヴェンの存在は、それだけ大きなものになっていたのだ。

　他の誰にも、補えないくらい。

「ジェコブか……」

　のっそりと、ルートが窯場から現れる。

　やってきた来訪者を、ミリィと同じく、彼もスヴェンかと思ったのだろう。

　僅わずかに芽生えた期待が裏切られたような、重い顔をしている。

「ルート、あのさ……その……どうすんだよ……？」

　心配そうに、ジェコブは問う。

　このままではいけない、それだけは確かなことだった。

　店を続けるにしろ、スヴェンを連つれ戻すにしろ、動かねばならない。

　窯場でうなだれ続けていて、変わることなど何もない。

「悪い……二人とも、今日は帰ってくれないか……」

　そんなジェコブの言葉を聞いても、ルートは動かない。

　ルートは笑うのが苦手である。

　嬉うれしいという感情は、もちろん存在するが、それを表に出すことができない。

　下手に笑おうとすれば、顔面の筋肉がこわばり、女子供は泣き出し、大の大人でも逃にげ出す。

　それでもジェコブは、その奥おくにある喜びを察することができる数少ない一人だ。

　その彼でも、今のルートの眼めの奥には、ひたすら、深い絶望の色しか見えなかった。

「しばらく、来なくていいよ……ごめん」

　そう口にすることだけが、今のルートの精せい一いつ杯ぱいだったのだろう。

「ルート………」

　何も言えず、ただ、拳こぶしを固めることしかできないジェコブ。

　ミリィ同様、親友と思っている相手に、なにもしてやれない無力さをかみしめていた。

　カラン……

　その時、またしても店の扉が開く。

　すがるような思いで、ジェコブとミリィは目を向ける。

　だがやはり、そこにいたのはスヴェンではなかった――が、現れたその少女を見て、ジェコブは驚おどろきに目を見開いた。

「ルート・ランガート元大たい尉い殿どの……ですね」

「君は……」

　現れたのは、銀髪のウェイトレスではなかった。

　赤あか髪がみ、赤眼、纏まとう服まで真っ赤な少女が、そこにいた。

「スヴェンの……妹さんかなにかかい？」

　思わず、そう問いかけてしまうほど、よく似ていた。

　特に、目元などそっくりである。

「姉妹という概がい念ねんも、実感も、私にはありませんが……まぁ他人ではないですね」

　そこにいたのは、レベッカ・シャルラハート……スヴェンと同じく、王立兵器開発局を仕切る、希代の天才科学者ダイアン・フォーチュナーが作り上げた、人間型猟りよう兵へい機きである。

「あなたに、要よう請せいが………」

　一歩、店内に歩を進めるレベッカだったが、そこで、ガクリと膝ひざを突く。

「ちょ……!?　お姉さん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　慌ててジェコブが駆かけ寄よる。

　ジェコブとレベッカは、初対面ではない。

　以前、親衛隊により誘ゆう拐かいされたジェコブを、弾丸を食くらいながら、文字通り体を張って助けたのが、レベッカなのだ。

　トッカーブロートの業務用トラックにも、その時のささやかな礼として、ジェコブの描えがいた、「赤い天使」のマスコットキャラとして残っている。

「さすがに、ベルンから二日間走り通しは堪こたえます………」

「ベルン!?　そんなとこから来たの!?　走って!?」

　驚きの声を上げるジェコブ。

　ワイルティアの首都、王都ベルンから、トッカーブロートのあるオーガンベルツまで、直線距きよ離りで二百キロである。

　汽車でも半日はかかる道程を、少女の脚あしのみで走破したと言っているのだ。

「他に術すべが……王宮に行けるならばそうしたかったのですが、あの所属不明機が……川をひたすら潜もぐり続け、下水から市外に出て……そこからひたすら……」

「なに言っているかよくわからないけど、なんかすごい冒ぼう険けんの果てにここまで来たんだね!?」

　ジェコブには、レベッカのここまで来た経けい緯いはわからない。

　開発局が襲撃された夜、ダイアンにより王宮の軍司令部への救きゆう援えん要よう請せいを言付かったものの、その途と中ちゆうで謎なぞの〝三体目〟の人間型猟兵機の襲撃を受け、運河に落とされたことなど、想像もできぬ話であった。

「と、とにかく、水でも……」

　詳しよう細さいはわからないが、ともかく、すごくがんばってここまでやってきたのだけは理解したジェコブは、水を汲くんでこようとするが、その手をレベッカが握る。

「大だい丈じよう夫ぶです……そんなものより、一つお願いが……」

「なに!?　なにか欲ほしい物あるの？」

「抱だきしめていいですか？」

「え？」

　返ってきた答えの意味がわからぬまま、呆ぼう然ぜんとしているジェコブを、間かん髪はつ容いれずに抱きしめるレベッカ。

「ちょっ!?　えっ!?　ええええっ!?　お姉さん!?」

　日頃、十歳の少年とは思えぬほど、「ませている」という言葉も追いつかないほど、可愛かわいい女の子が大好きなジェコブではあるが、それでもいきなり、スヴェンにも匹ひつ敵てきする美少女に情熱的な抱ほう擁ようをされれば、パニックにもなろうという話だった。

「ありがとうございます。癒いやされました」

「い、いえ……どいたしまして……」

　冷静に礼を述べるレベッカに、顔を真っ赤にして、いつもよく回る舌を半分も動かせないまま、ジェコブは返す。

「君……やっぱスヴェンの妹さんだろ……？」

　その光景を見て、呆れ半分で尋ねるルート。

「ですから私たちにそういう概念はないと……なにかお心当たりでも？」

「い、いや……」

　思わず、口元に手を当て、ルートは目をそらした。

　スヴェンがこの店に来た初めての日、彼女も同じように、間髪容れずに情熱的な抱擁を自分にしてきたのだ。

「まぁ、それはともかく……やはり、スヴェルゲン――あなた方が、スヴェンと呼んでいる者は、奪うばわれた後のようですね」

「君は……なにを知っているんだ……？」

「あなたが知らなければならないこと、知らなくていいこと、知りたいこと……まぁ様々ですが、まずこちらの質問にお答え願えますか？」

　突如現れた紅あかい少女に、ただただ困こん惑わくするルート。
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　そんな彼に、レベッカは詰つめ寄ると、じっと目を見て尋ねる。

「あなたは、スヴェンを取り戻したいですか？」

「――――！」

　今のルートにとって、なによりも重大な質問を、レベッカは投げかけた。

「すでにお察しのことと思いますが、スヴェンは、現在ゲーニッツ中ちゆう将じようの元にいます。彼かの男が、酔すい狂きようだけで小こ娘むすめ一人を手中に入れたいと思わないのは、あなたはよくご存じですよね？」

　まるで、計器の表示のように、冷れい徹てつとも思える口調で、レベッカは問いかける。

「ああ……なんせ俺は、あの男の部下だったからな」

　ルートは、先のエウロペア大戦で「白銀の狼」と恐れられた猟兵機パイロットである。

　だがそれは、大戦後半での彼。

　前半の時期では、その存在自体が秘ひ匿とくされた特務部隊〝ヴェアヴォルフ〟である。

　その〝ヴェアヴォルフ〟の指揮官が、ゲーニッツであった。

「今、王都は混乱の中にあります。それを引き起こしたのはゲーニッツ中将。おそらく、スヴェンはその計画に必ひつ須すな存在であるがゆえに連れて行かれた……これがどういうことか、おわかりですね？」

「ああ……」

　ゲーニッツがなにを企たくらんでいるのか、ルートにはわからない。

　しかし、スヴェンを連れ戻そうとするなら、ゲーニッツの野心の全てを阻はばむ必要があるというのは、理解できる。

「それを踏ふまえた上で、もう一度お聞きします……スヴェンを取り戻したいですか？」

　レベッカの問いかけは、最終確かく認にんである。

「この先に進めば、生命の保証はできない」という、確認。

　一いつ介かいのパン屋として、血なまぐさい世界を捨て、平へい穏おんに生きるのならば、選んではならない道。

　だから、スヴェンは去り際ぎわに言ったのだろう。

「わたくしのことは忘れてください」と。

　ルートを誰よりも愛し、誰よりもその身を案じていた者だから。自分を追えば、「最愛の主」と慕したった者の命が危あやうくなるとわかっていたから。

「俺は……」

　わかった上で、ルートは答える。

　たった一人で誰も食べてくれないパンを焼く日々。

　その暮らしに、光を差してくれたのは、彼女だ。

　スヴェンは最後に言った。

「自分がいなくとももう大丈夫だ」と――

　だけど、そんなのは問題ではない。

「スヴェンと……もう一度、パン屋がしたいんだ」

　トッカーブロートには、彼女が必要なのだ。

　抜ばつ群ぐんの接客能力を持つから？　敏びん腕わんな営業力を有するから？　いざとなれば自分以上の戦せん闘とう能力の持ち主だから？

　違ちがう！

「スヴェンは……うちの看板娘なんだ！　いなきゃ、一日だって営業出来やしないんだ！」

　自分が人生を捧ささげると誓ちかったパン屋には、スヴェンという少女の存在が不可欠。

　それが、ルートの答えだった。

「了りよう解かいしました。それでは、早さつ速そく参りましょうか」

「参る……どこにだい？」

　ルートの返答を、どこかわかっていたような顔で聞きながら、レベッカは答える。

「王都ですよ。親衛隊がクーデターを起こした街、ゲーニッツの支配する魔ま都とに成り下がった、ベルンです」







　王都ベルン――その中央にある王宮にて、騒そう乱らんが起こっていた。

　王立兵器開発局が占せん拠きよされたその翌日、夜明けを待って、親衛隊は王宮を武装占拠する。

　理由は、開発局と正規軍一部将校が結けつ託たくし、クーデターを企んだというもの。

　王宮守護は親衛隊の管かん轄かつ、ろくな抵抗もなされぬまま、ワイルティア公国の中ちゆう枢すうはゲーニッツのものとなった。

「閣下、すでに皆みな様さまお集まりです」

　王宮の絨じゆう毯たん敷じきの廊ろう下かを歩むゲーニッツに、親衛隊大たい尉いデルズが報告する。

「そうか、待たせては失礼だからね。早く行こうか」

　言いつつも、ゲーニッツの口調に、焦あせりはない。

　それどころか、少しくらい待たせたほうがちょうどいいと言いたげに、余よ裕ゆうに満ちている。

「あの、閣下……一つお聞きしてよろしいでしょうか？」

　歩きながら、デルズが問うた。

「開発局を占拠した後、お姿が見えませんでしたが……どちらに行かれていたので？」

　親衛隊の作戦において、開発局占拠は全てに優先する目標だった。

　なにせ、現段階で王都を掌しよう握あくしている大義名分は、開発局による反乱なのだから。

　無論、真実は異なるが、そんなことはどうでもいい。

　名分と名目さえ成り立てば、物事は動く。

「そうである」という現実さえあれば、事実などどうでもいいのだ。

　しかし、その開発局を占拠して後の、もっともデリケートな時期に、ゲーニッツは丸一日姿を見せなかった。

　それを、デルズは訝いぶかしんだのだ。

「それを、君に話さなければならない理由は？」

　咎めるでもなく、ただ純じゆん粋すいに疑問を返すように、ゲーニッツは言う。

「も、申し訳ございません！」

　しかし、ただそれだけで、答えとしては十分だったのか、デルズは真っ青な顔で背筋を伸ばす。

　親衛隊は、ゲーニッツの意志を忠実に実行することを求められる。

　脳が命令を下した以上、手や足はその先に何があろうが、命令通りに動くように、彼らもまた、ゲーニッツの言動に疑問を持つことは許されない。

「結構」

　許すでもなく、責めるでもなく、それだけ返すと、ゲーニッツは廊下の先にある、豪ごう華かな装飾の施ほどこされた扉の前に立つ。

　同時に、左右に立つ衛兵たちが、うやうやしくその扉を開いた。

「お待ちしておりましたよ、陛下」

　そこは、王宮内会議場。

　本来なら、国民に選ばれた議員による議会が選出した政府閣かく僚りようが集まるべき場所。

　だが、今日そこにいたのは、ワイルティア公国でも指折りの名門貴族たち――貴族会議と呼ばれる者たちだった。

「気が早いですよ、ヴィッテルス宮きゆう中ちゆう伯はく。私は、ただの、一軍人に過ぎません」

「ああ、そうでしたな。今はまだ……」

　ヴィッテルスと呼ばれた、六十をとうに越こしたであろうでっぷりと太った男が、ぐふぐふとおかしそうに笑う。

　それに合わせるように、会議場に集まった十二人の貴族たちも笑い出す。

　彼らは、ゲーニッツの支し援えん者しやたちである。

　王宮に巣食う貴族勢力の後ろ盾もあって、ここまで早く、親衛隊は制圧に成功した。

「いやはやしかし、君のおかげで、ワイルティアは正しい秩ちつ序じよに戻る」

「全くだ、ビストのやつめ、悪あく習しゆうを残していってくれたものだ」

　口々に貴族たちが恨うらみ言ごとを、ビストなる人物に向ける。

　ビストとは、十五年前に死去した、ワイルティアの宰さい相しようの名である。

　この会議場の壁かべにも、本来なら彼の肖しよう像ぞう画がが飾られているが、死してなお彼を恨む貴族たちが命じ、すでに撤てつ去きよされている。

「雑民共を要職に据すえ、政治の場にまで参加させるとは、正気の沙さ汰たではない」

「ましてやドガ族にまで融ゆう和わ政策を行ったからな。とんだ売ばい国こく奴どよ」

　宰相ビストは、ワイルティアの国父とさえ讃たたえられる名宰相である。

　彼の手しゆ腕わんによって、ルフトザンド藩はん国こくと呼ばれていた小国は、現在のワイルティアになるまでに成長し、階級を問わない積極的な徴ちよう用よう政策により、富国強兵が進められ、先の大戦で勝利する原動力となった。

　だが、それは裏を返せば、それまで貴族たちが有していた、軍事、政治、経済に至る利権を奪い取ったということでもある。

「ビストによって乱されたワイルティアの伝統と格式が、ようやく蘇よみがえるのだ。今日は誉ほまれ高たかき日になるだろう」

　それ故ゆえに、彼らはゲーニッツに賛同した。

　自分たちが望む、旧体制への回帰を望んで。

「ご安心ください、貴族会議の皆様」

　うやうやしく、ゲーニッツは丁てい寧ねいに彼らに告げる。

「本来国とは、王が頂点に立ち、貴族が支えることで成り立つもの……その道理を失った現状を打破する我らにこそ、大義があると存じております」

　右手を胸に添そえての、古式ゆかしい、貴族的なお辞じ儀ぎをする。

（滑稽な者共だ……）

　頭を垂れながら、ゲーニッツは嗤わらう。

　彼らがゲーニッツのクーデターに与くみしたのは、様々事情はあろうが、一言で言うならば「面子メンツのため」である。

　自分たちが下と思っていた庶しよ民みん層に、自分たちが独どく占せんしていたものを奪われ、あげく自分たちが有していた時よりもうまく用いられた。

　その事実を認め、受け入れることを、「恥はじ」と、「負けた」と思ってしまえば、このような者たちに成り下がってしまうのだろう。

（時代遅おくれの粗そ大だいゴミ……まだ、ヒルデガルドのほうがいくらか救いはあるな）

　つい先日まで、姿を偽いつわり、行動を共にしていた少女を思い出す。

　彼女はまだ、幼さゆえの未熟さと考えることもできたが、この貴族たちとなるともうダメだ。時代の変へん遷せんを読めない、時代遅れの老害である。

（しかし、ゴミにも使いようはある）

　ゲーニッツには、一つの、信しん仰こうにも近い信条があった。

　それは、「この世には無価値なものなどない。価値を見いだせない者がいるだけだ」というものだった。

　老人たちによって結成された貴族会議は、時代遅れの旧態依然としたものである。

　だが、彼らにはそれなりの資金力と、なにより権けん威いがある。

　くだらないものではあるが、そのくだらないものをありがたがる者もいる。

　そんな者たちを扇せん動どうするのに、非常に使い勝手のいいゴミなのだ。

（さて……材料は揃そろった……あとは……ふむ）

　王都封ふう鎖さは、最終手段にも等しい。

　ステージに全すべてが揃った以上、いよいよ彼は、目的を実行しようとしていた。







　王都ベルンへのルートは、大きく分けて三つ。

　軍および政府が用いる航空便を用いての空路、王都中央を流れるセフィラ河に繋がる水路、そして街かい道どうもしくは鉄道を使用しての陸路である。

　オーガンベルツからだと、駅のある近きん隣りんの街まで向かい、そこから鉄道で半日。

　それが、最も一いつ般ぱん的てきな経路である。

「元大尉殿、よろしければどうぞ」

「あ、ありがとう……」

　ベルンへと向かう長ちよう距きよ離り列車の車内。

　レベッカは先の停車駅で購こう入にゆうした瓶びん入りの飲料水を、座席にいたルートに手て渡わたした。

　二人は今、スヴェン奪だつ還かんのために、ベルンへと向かっている真っ最中であった。

「あのさ……できれば、その、〝元大尉殿〟ってやめてくれないかな？　ルートでいいよ」

　ただでさえ堅かた苦くるしいしゃべり方のレベッカに、堅苦しい事この上ない呼ばれ方をされるのは、なんとも居い心地ごこちの悪い話だった。

「拒否します」

　しかし、ルートの要求はいともあっさり拒きよ絶ぜつされる。

「私がファーストネームのみでお呼びする相手は、お二人だけと決めていますので。あしからず」

「こだわりがあるんだね……」

　スヴェンによく似た雰ふん囲い気きを持っているが、どこか決定的なところで違うように感じる。

「ちなみに、それは誰？」

「お答えする義務が？」

「ごめんなさい……」

　思わず謝あやまってしまうルートだった。

「お一人は、私の主です」

「あ、答えてくれるんだ？」

　もしかして話したいのかと疑うほどに、さらりと答えてくれた。

「もう一人は、ジェコブくんです」

「へくしょん！」

「ん？」

　レベッカが答えた途と端たん、どこかからくしゃみが聞こえた。

「お気になさらず」

　どこかで聞き覚えのある声に、ルートが後部座席に目を向けようとするが、その前にレベッカに制される。

「ちなみに……なんで、そんなにジェコブを気に入っているんだい？」

「……………………」

　じっと押おし黙だまっているレベッカ。

　今度は答えてもらえないかと、ルートは返答をあきらめかける。

「二時間ほど猶ゆう予よをください。まとめます」

「そこまで熟じゆく慮りよが必要なのかい!?」

　至し極ごく冷静な表情で返された突とつ飛ぴな言葉に、思わず突っ込んだ。

「膨ぼう大だいなデータをまとめるには、相応の時間が必要です」

「ぼ、膨大って……」

「ジェコブくんの愛らしさを端たん的てきに表現することは、私の処理能力をもってしても至難の業です」

「え～っと……う～んと……」

　ただひたすら戸と惑まどうルート。

　レベッカは、自身の詳細を、ルートには語っていない。

　ただ一つ明確なこととして、ルートがスヴェンを取り戻す――すなわち、ゲーニッツの野望が阻そ止しされることが、自分の所属する組織にとってプラスになる、とだけ明かした。

　本来なら、こんな不確かな相手の話に乗るのは、危険極きわまりない、避さけるべき話である。

　少なくとも、彼かれが兵隊であった時ならば、罠わなであることを疑うことから始めた。

　しかし、以前の事件で、ジェコブを身を挺ていして助けてくれたという事実。

　そしてなにより――

（やっぱ、似てるんだよなぁ……こういうところ……）

　性格は真逆だが、根っこのところでスヴェンと同じものを持つレベッカを、信用できると、理り屈くつではなく、本能で感じてしまった。

「そうだ、あなたも飲みますか？」

　ルートにそんな風に思われているなど、気づいているのか気づいていないのか、レベッカは無表情に、買ってきた飲料水の瓶を、ボックス席の向かいにいる者に突つき出だす。

「いや、いい……」

　か細い声で答えたのは、ヒルデガルド・フォン・ヘッセン――親衛隊中尉である。

　先の一件で、ルートたちを狙ねらおうとして返かえり討うちに遭あい、パン屋の下働きとなり、その上で心境に大きな変化をもたらした。

　狭きよう量りような貴族の価値観から、一歩足を踏み出すことができた彼女だったが、その直後に叩たたきつけられた、あまりにも残ざん酷こくな現実に、その心はへし折られてしまっていた。

「ゴメン、ヒルダ……こんなところにまで、連れ出して……」

「気にするな……勝手に利用すればいい。そういうのは慣れてる」

　ひねくれた声で、吐き捨てるようにヒルダは言う。

「…………………」

　その姿に、ルートは、ひどく悲しみを覚えた。

　無理も無い話である。

　もともとヒルダは、ひねくれ者ではあった。

　しかし、そのひねくれが、ようやく良い方向に向かおうとしたところで、ハイドリゲの死、そしてゲーニッツの裏切りに直面したのだ。

　十五の少女の心では、受け止めきれないのも無理は無い。

（そもそも、俺おれになにか言う資格なんてないな……）

　車窓に映る自分の姿を見て、ルートは思った。

　ルートの格好は、いつものパン屋の作業着ではない。

　親衛隊用の制服である。

　ヒルダも、レベッカも、それを着用している。

　現在王都は、親衛隊によって戒かい厳げん令れいが敷しかれ、事実上封鎖されている。

　この列車も、王都直前の駅で検問が行われ、乗客の大半は下車を強制されるだろう。

　そこを突とつ破ぱするには、親衛隊を装よそおうしかない、という作戦なのだ。

「服、キツイでしょうが、我が慢まんしてください」

　息苦しげなため息を吐くルートに、レベッカが言った。

　もともと制服を持っていたヒルダとは別に、ルートとレベッカが着ているものは、以前のジェコブ誘拐事件の際、ヒルダ率いる部隊が拠きよ点てんとしたワイルティア正規軍トラード基地に残されていたものを失敬した。

「ああ」

　ワイルティア人の平均的体型よりも大おお柄がらなルート。

　着ている制服は、詰め襟えりを留めれば、やや息が苦しくなるが、彼の息苦しさは、それが理由ではなかった。

　現在ルートがまとっているのは、親衛隊の制服だけではない。

　ゲーニッツが独自行動をする際、身分を偽るために使っていた〝伍ご長ちよう〟の仮面。

　ルートはそれをかぶっていた。

「さすがに、三人中二人が、正規の軍ぐん籍せきを持っていないと怪あやしまれますから」

　親衛隊として検問を突破するためには、元から親衛隊所属だったヒルダはともかく、ルートは怪しまれる。

　それにくわえて、「白銀の狼おおかみ」として、知る人ぞ知る、軍内では有名人である。

　仮面を被かぶれば、〝伍長〟の軍籍を偽れる上に、顔まで隠かくせて、一石二鳥であった。

「わかってる。わかってるよ……」

　だが、この仮面を被っていた男に、心に深い傷を付けられたヒルダにとっては、見るのも悍おぞましいものだろう。

　それすら利用している自分に、どうしても嫌けん悪お感かんを覚えずにいられなかった。

「ボクの軍籍……まだ残っているのかな……」

　ポツリと、ヒルダがつぶやく。

　ゲーニッツが彼女を起用していたのは、「貴族という体面に固こ執しつする者に己おのれを虐げさせることによって、自らの戒いましめにすること」と、本人は言っていた。

　だがそれだけではないだろう。

　自己の隠おん密みつ作戦をバレにくくするため、ヒルダを利用していた。

　そして、その目的が果たされた今、彼かの女じよは用済みとなった。

「中将閣下は、ボクをいらないと言った……なら……」

「それは大丈夫でしょう」

　その疑問に、レベッカが答える。

「ゲーニッツは、今とても多た忙ぼうです。というより、親衛隊全てが大おお忙いそがしです。そんな中で、あなたの軍ぐん籍せき抹まつ消しようの手続きを行う余裕はないでしょう」

「そうか……もうボクは、そこまでの価値もないか」

　顧かえりみられることもない、完かん璧ぺきに、ゴミとして扱あつかわれている自身の状じよう況きようを察して、ヒルダは、自じ嘲ちよう的てきな笑えみを漏もらす。

「なぁ、ルート・ランガート……お前は、元ヴェアヴォルフなんだよな」

「ああ……」

　ヴェアヴォルフ――ヒルダより軍人として遥はるかに完成されていた、〝人狼〟のハイドリゲですら、不適合とされた特務部隊。

　その選せん抜ばつ試験は、それまでともに訓練を耐たえた者同士で殺し合いを行い、生き残った者が合格となるという、それだけでも狂きよう気きの部隊である。

「中将閣下は、随ずい分ぶんお前にご執しゆう心しんだったな」

　ヒルダとは真逆に、軍を抜ぬけて二年、ヴェアヴォルフを辞してからならばさらに時を隔へだてていながら、ゲーニッツは「私のところにもどれ」と言い残していった。

「どんな関係なんだよ……ただの、部下と上官って感じには見えなかった……」

　その質問は、ヒルダからすれば、ゲーニッツからも「求められる存在」であるルートへの、わずかに揶や揄ゆを秘ひめたものだったのだろうが、本人が思っている以上に、彼には答えにくい質問だった。

「ただの、部下と上官だよ……ただ、あの男の命令を、俺は他ほかのやつよりも忠実にこなせただけだ」

「有能だったんだな」

「違う」

　それは、謙けん虚きよや謙けん遜そんなどではなかった

「……むしろ、忠実にこなせる方がおかしいんだ」

　ルートは、ぎゅっと、拳を握にぎった。

「ゲーニッツがどんな男か……君は知っているか？」

　マクシミリアン・ゲーニッツ……今回起こった事件――いや、もしかして、ずっと前から、様々な形でルートとの因いん縁ねんをもった男。

「先の大戦で、作戦立案において抜群の功績を残されたんだろう……？　確か、西部戦線において」

「まぁね」

　ゲーニッツの一いつ般ぱんにおける理解は、「有能な作戦指揮官」である。

　年ねん齢れいはまだ三十を上回ったかどうかという頃ころでありながら、中将にまでのし上がったのは、ワイルティアが戦意高こう揚ようも兼かねて、有能な将官の積極的な昇しよう進しんを推すい奨しようしていたからだけではない。

　戦術家として、桁けた外はずれに優ゆう秀しゆうな男なのだ。

「ゲーニッツの戦術は、的確なんだ。アイツに匹敵するのは、ワイルティアじゃ、正規軍元げん帥すいのエルヴィン閣下くらいだろうな。だから……恐おそろしいんだよ」

「……？」

　ルートの言葉に、ヒルダは不思議そうな顔をする。

「それは……目的のためなら、手段を選ばないとか……そういう話か？」

「違う……そんなものじゃない」

　目的のためなら手段を選ばない、使い古されたセリフである。

　だが、「手段を選ばない」という段階で、その人間の頭の中には「選んではいけない手段」と「選んでも良い手段」が選せん択たく肢しとして浮うかんでいる。

「目的のために、最も効率のいい方法を、思いついてしまえる人間なんだ。そういう意味では、天才ってやつなのかもしれない」

　ゲーニッツはそんな男ではない。

　そもそもそんな選択肢を作らない。

　最も効率のいい作戦から順に、頭に浮かび上がる、そんな男なのだ。

「命を数として割り切れるという点に関しては、アイツ以上のヤツは見たことがない」

　その最たるものが、「ラプチュリカ殲せん滅めつ作戦」だった。

「ラプチュリカって街があってな……アイツは、進軍のために、その街を地図から消し去った」

　反ワイルティア勢力が多く存在し、ワイルティア軍の侵しん攻こうの妨さまたげとなったこの街に対して、ゲーニッツが下したのは、街の住人全てを皆みな殺ごろしにする、いわゆる鏖おう殺さつ作戦だった。

　兵士やレジスタンスだけではない。女子供、老人、あらゆる非戦闘員を巻き込んで、警告抜きの攻こう撃げきを加えた。

　死者は数十万とも言われているが、正確な数字はわかっていない。

　なにせ、列車砲ほうに焼しよう夷い弾だん爆ばく撃げき、毒ガスまで使用しての徹てつ底てい的てきな皆殺し作戦だったのだ。

　原形を留とどめない死体も、数えきれないほどだったという。

「俺もその作戦に参加していた。まともな軍人なら、命を賭かけてでも命令を拒絶するようなそんな作戦で、アイツの言うとおりに働いていたんだ」

　その殲滅戦で、ルートは己の行った非人道的行こう為いに心を病やみ、しばらくの間、兵士として使いものにならない状態になった。

　今でも、その後こう遺い症しようは残っている。

　笑えなくなったのが、それである。

「あの男に、有能だと思われても、俺は一つも嬉うれしくない……むしろ、ヒルダ？　君のほうが、まだずっと幸福だと思う」

「なんだと……？」

　いらないと言われた自分の、どこが幸せなのだと、ヒルダは睨にらむような目を向けた。

「ハイドリゲが言ってただろ？」

〝人狼〟ハイドリゲは、死ぬ直前、「アンタは軍人に向いていない」とヒルダに言った。

「なにかに向いてないっていうのはね、別の可能性があるってことの裏返しなんだ。だからあの男は、君を守ろうとしたんだろう」

　ハイドリゲは、望まぬ〝人狼〟としての生き方以外を、選べないと思い込んでいた。

　その彼からすれば、まだ別の道を歩めるヒルダを、放っておけなかったのだろう。

「俺は兵士の可能性を拒絶して、パン屋になりたいと思った。今でも、不安なときはある。自分にそんな資格はあるのかと、向いてないんじゃないかと、しょっちゅう思うよ」

　ルートは、周りから勤勉と生き真ま面じ目めの権ごん化げのように思われている。

　実際、客が誰だれも来なかった時期に、それでも毎日必死にパンを焼き続け、少しでも美味おいしいパンを作ろうとしていた。

　そうしないと、不安でしょうがなかったからだ。

「そんなキミを、また軍人として利用してしまうことは、心から、悪いと思っている……こんなこと言えた義理じゃないけど……全部終わったら、君は一度、自分の生き方を、しっかりと、考えなおしてほしい」

　ヒルダはまだ十五歳さい。

　その歳で、自分が「こうである」と、決めつけてしまうのは、あまりにも早過ぎると思ってしまったのだ。

「……うん」

　少しだけはにかみながら、ヒルダはうなずいた。

　ヒルダは天あまの邪じや鬼くなひねくれ者である。

　そのひねくれが、ようやく良い所に曲がったところで、彼女の心はへし折られた。

　――と思われたが、それでも完璧に折れきってはおらず、ほんのちょっとだが、再び、良い方向に伸のび始めようとしていた。

　ぐぅ……

「あ………」

　そして、その新たな変化を告げるように、ヒルダの腹の虫が鳴った。

　彼女はハイドリゲが殺されたあの夜以降、トッカーブロートの屋根裏に篭こもり、ろくに食事も摂とっていないまま、連れだされたのだ。

「どうぞ、用意しておきました」

　まるで全てを見通していたように、紙かみ袋ぶくろを渡わたすレベッカ。

　彼女が前の駅で購入していたのは、水だけではなかった。

　大きなパンに、ハムとチーズを塊かたまりで、さらにスープの缶かん詰づめと、食料品もどっさり買い込んでいた。

「この先は体力仕事になります。食べて、しかり体調を整えてください。目的地まで時間もありますし、睡すい眠みんもとっておいてください。兵士の義務です」

　兵士にとって、食事や睡眠は数少ない楽しみであるが、同時にそれもまた仕事である。

　適切な睡眠と食事を取り、作戦行動に支障をきたさないようにする――それを、「兵士の義務」と呼ぶのだ。

「気が利きくなぁ……えっと、シャルラハートさん……」

　全て見み越こしていたようなレベッカに、感心するルートとヒルダ。

「………申し訳ございませんが、私のことは〝レベッカ〟とお呼びください。私、セカンドネームは特定の方にしか呼ばれたくないのです」

「あ、そう……えっと、レベッカさん……」

　怒おこっているわけではないが、決して譲ゆずれないこだわりを告げられ、おとなしく従う。

「それにしても……たくさん買ったなぁ……」

「四人分あります」

「四人？」

　ここにいるのは、自分とヒルダとレベッカの三人である。

「もう一人は誰の分だい？」

「私は、飲食は遠えん慮りよしています」

「……ん？」

　レベッカは人間型猟りよう兵へい機きである。

　人間と同じ食事を必要としない――という事情をルートは知らないが、それを踏まえた上で、なら残り二人分は誰のものだという疑問がうかぶ。

「というわけなので、お二人もご一いつ緒しよにどうですか？」

　その疑問に答えるように、レベッカは背後の席を振ふり返り告げる。

「げっ！　バレてたの!?」

　驚おどろきの声を上げる、後部座席の乗客……ジェコブとミリィだった。

「ジェコブ!?　それにミリィも、二人ともついてきたのか！」

　驚きの声を上げるルートに、ジェコブはバツの悪そうな顔で笑う。

「へへへ……小こ遣づかい全部はたいて、切きつ符ぷ買った」

　二人は、保護者であるマレーネやシャロデとともに、駅まで見送りに来てくれたのだが、途と中ちゆうで姿が見えなくなったと思ったら、こっそり自分たちも乗車していたらしい。

「なんてことを……この先の検問は、子供だからって容よう赦しやしてくれるようなものじゃないんだぞ！　そもそも、危険なところに行くというのに……」

　呆あきれ果はてるルートに、ジェコブは申し訳無さそうに、だが譲れないという思いもこめて返す。

「でもさ……僕ぼくらもやっぱ、心配なんだよ……スヴェンは、ルートの店の看かん板ばん娘むすめだけどさ。僕らの、友達でもあるんだよ……？」

　スヴェンという少女が、オーガンベルツに残したものは、ルート一人にではなかった。

　ジェコブも、ミリィも、決して少なくない思いを、スヴェンに抱いだいているのだ。

「邪じや魔まにならないようにするからさ！　だから、その……行けるとこまででいいから、僕らも、連れてってよ……ミリィもなんとかいいなよ。ミリィ？」

「はっ、ゴメン！」

　ミリィの目は、レベッカの持つ食べ物の入った紙袋に釘くぎ付づけになっていた。

「ミリィ……」

　さすがに呆れるジェコブ。

「しょーがねーじゃん!?　ずっとなんも食べてなかったんだから！」

　人一倍食くいしん坊ぼうであり、それが高じてパン職人を目指しているところもあるミリィである。空腹は彼女の最大の敵だった。

「どうぞ、お召めし上がりください。あ、リンゴもありますよ？　食べます？」

「食べます!!」

　レベッカが紙袋から出したリンゴを、元気いっぱい声を上げて受け取るミリィ。

　リンゴは、彼女の大好物なのだ。

「まいったな、こりゃあ……」

　帰れと言っても、今さら帰る気などないだろうし、そもそも帰しようがない。

「大だい丈じよう夫ぶです。問題はありません、むしろ、都合がいい」

　困こん惑わくするルートに、レベッカは表情を変えずに告げる。

「都合がいい？」

　奇き妙みような物言いをする赤あか髪がみの少女に、ルートは不思議そうな顔をした。







　数時間後――ルートたちの乗る汽車は、ベルンの入り口となる駅、プロムナに到とう着ちやくした。

「こっちは仕事でこの荷を今日中に運ばなきゃいけないんだぞ！」

「一体どうなってるんだ！　説明しろ！」

「責任者出せー！」

　ベルンはワイルティアの首都、経済、物流の中心でもある。

　そこが突とつ如じよとして封鎖され、あぶれた人々でごった返していた。

「ひどいねこりゃ……」

　その人の多さに、圧あつ倒とうされるジェコブ。

　プロムナはそれほど大きな駅ではない。

　足止めを食らわされた人々は駅舎に収まりきらず、周辺に黒山の人だかりを作っていた。

「検問を行う！　全員、列車から降りろ！」

　そしてルートたちが乗っている列車にも、親衛隊の兵士たちが乗り込んできた。

「さて、始まりましたよ……申し合わせていたとおりに、お願いします」

「任せろ」

　一号車から順順にめぐり、乗客たちを問答無用で客車から追い立てる親衛隊の兵士が、ついに、ルートたちがいる客車にも現れる。

「オイ、お前ら………ん？」

「なんだ？」

　現れた兵士たちにヒルダは不ふ機き嫌げんな声と顔で応じる。

「親衛隊のヒルデガルド・フォン・ヘッセン中ちゆう尉いである！　何事か！」

「これは……失礼いたしました！」

　ヒルダの階級章にある星の数を見て、慌あわてて姿勢をただす兵士たち。

　軍隊組織において、階級は絶対である。

　たとえ相手が年とし端はもいかぬ小こ娘むすめのヒルダであろうとも、自分たちより一つでも階級が上であれば、相応の態度を取らねばならない。

「現在、車内の検問中でありまして……その、王都は今、戒厳令が敷かれており、内外の行き来は制限されているのです」

　しどろもどろな声の兵士たち。

　彼らの階級は兵長かそこら、ヒルダは中尉であり、将校になる。

　それに加え、「フォン」の称しよう号ごうは貴族を表す。

　ただでさえエリート意識の強い親衛隊においては、より強い威い光こうを発するのだ。

「そうか……で？　ボクらもダメなの？」

「いえ、問題ありません。失礼しま――」

　した、と言ってその場をあとにしようとしていた兵士たちだが、ルートを見て言葉を止める。

「ああ、そいつは、前の戦争で傷を負ってるんだ」

　今のルートの姿は、仮面を被った、〝伍長〟の姿である。

「許可は得ているぞ。なにか問題が？」

「はぁ……」

　兵士たちが、困惑の表情を浮かべる。

「疑うなら、本部に問い合わせればいい……ただし、こいつの仮面は、中ちゆう将じよう閣下が直々に許可を出されたものだ」

「ゲーニッツ閣下が!?」

　兵士たちにとって、雲の上の人物の名前が出てきたことに、さらなる驚きよう愕がくが襲おそう。

「今、王都は大忙しらしいじゃないか……そんな時に、面めん倒どうくさい問い合わせをされれば、本部は怒るだろうな。お前らにも面倒くさいことがなければいいがなぁ」

　やや、意地の悪い笑みを浮かべるヒルダ。

（演技上手うまいなぁ……っていうか、こっちも地だったかな？）

　いろいろと心境に変化はあったが、つい数ヶ月前には、猟兵機でルートたちを追い回した過去を持つ少女である。

　ややサディスティックなところも、彼女の一部なのだろう。

「ど、どうする……？」

「ま、まぁ……大だい丈じよう夫ぶか……」

　兵士たちが、ぼそぼそと小声で相談している。

　法や軍規は守らねばならない。

　しかし、守ったところでなにも利益がないどころか、不利益をかぶらされる恐れがあった時。その厳正さは失われる。

「了りよう解かいいたしました。問題ないと、思われます」

　事なかれ主義が責任感を凌りよう駕がした――と思われたが、それだけでは済まない問題も残っていた。

「おいガキども！　なんだお前らは、さっさと降りろ！」

　兵士たちが、後部座席のジェコブたちを見つけ、怒ど声せいを上げた。

「待て！　そいつらはボクらの連れだ！」

「はぁ？」

　慌ててヒルダが声を上げるが、途端に兵士たちが怪け訝げんな顔をする。

「なぜ、こんな子どもたちを連れているんですか？」

「それは……任務上の、機密だ……」

　とっさに、それらしい言い訳をするが、それは藪やぶ蛇へびだった。

（まずいな……）

　心中で、ルートは漏らす。

〝伍長〟の仮面ならともかく、彼らの役目は、「王都内に不ふ審しん人物を入れるな」である。

　たとえ子供であろうが、例外は適用されない。

　詳しよう細さいは明かせないが任務だというのなら、本部に問い合わせる必要が出てくる。

　こちらに関しては、事なかれでは通らないのだ。

（本部に連れん絡らくされれば、俺たちのこともばれる……どうする……！）

　ヒルダの目は、焦あせりから泳いでしまっている。

　先さき程ほどまで、上官ということで畏い縮しゆくしていた兵士たちも、怪しみ始めていた。

（強行突破……できるか？　ここを出たとしても駅舎にも兵士は控ひかえているだろうし……）

　ルートがそう考えた時、レベッカが声を上げる。

「無礼者！」

（え？）

　それまでじっとだまり、軍ぐん帽ぼうを深くかぶっていた赤髪の少女が立ち上がると、激しい声で兵士たちを威い嚇かくする。

「この少年が何者か、貴官らはわかった上で言っているのだろうな？」

　ルートが聞いても思わず背筋を伸ばしてしまいそうな、少女の外見にそぐわない、威い厳げんすら感じる堂々としたしゃべり方だった。

　あえて言うならば、彼の元上官、ソフィアに似ている。

　一般兵でもなく、ヒルダや自分のような尉い官かんでもなく、佐さ官かん相当の高級軍人を思わせる。

「だ、誰なのですか……？」

　その威厳は、疑問をいだきかけた兵士たちすら圧倒していた。

「ヨゼフ・シャイロック……名前くらいは聞いたことがありませんか？　ビリオンズ商会の会長。この方は、その御ご令れい孫そんです」

　ビリオンズ商会――ワイルティア最大の軍産複合企き業ぎよう。

　その資産と企業力は、一国に匹ひつ敵てきすると言われている。

「なっ……ま、まことですか!?」

　驚く兵士たち。

「見ればわかるでしょう！　この聡そう明めいそうな目、知性をたたえた雰囲気、誰がどう見ても一ひと廉かどの者と思うでしょう。お父上によく似ている!!」

「そ、そうなんですか……？」

　熱を込めて語るレベッカに、また別の意味で圧倒される兵士たち。

　ジェコブの祖父が、ビリオンズ商会会長シャイロックであることは事実である。

　そして、ルートたちは知らないが、その息子むすこでありジェコブの父である、ブリッツドナーは、レベッカのかつての主である。

「し、しかし……ビリオンズ商会は……正規軍派だったと……」

　兵士の一人が、困惑しつつ言葉を漏らす。

　ビリオンズ商会は確かに、軍と強いつながりがあるが、それは正規軍との話。

　親衛隊とは、以前の事件のこともあり、対立していると言っていい。

「ふふ……あなた方、なにもわかっていませんね」

「え？」

　しかし、レベッカは慌てるどころか、むしろ不敵にほくそ笑む。

「だからですよ。あなた方は、シャイロック会長がなんと呼ばれているか、ご存じで？」

「た、確か……銭ぜにゲバシャイロック……」

　ジェコブの祖父、シャイロックの評判は悪い。

　軍ぐん需じゆ産業の経営者ということもあって、「死の商人」呼ばわりされているところもあるが、そのなりふり構わぬ経営戦略から、「死体から金歯を抜いて売りさばいている」とまで噂うわさされているくらいである。

　無論、それらの大半は誤解と偏へん見けんからくるもので、真実は大きく異なるのだが、重要なのは事実ではなく、現状、目の前の兵士たちはそれを信じているということだ。

「時代の趨すう勢せいは、もはや正規軍でなく親衛隊……シャイロックほどの男なら、敏びん感かんにそれを感じています。ですから、中将閣下に近づくため……」

　そこで、再びにやりと笑い、レベッカはジェコブを見る。

「まさか……人ひと質じちということですか……？」

「ええ、自分の孫を差し出す……これほどの恭順の証あかしはないでしょう？」

　ゴクリとつばを飲む兵士たち。

「なるほど……その護送任務でしたか……」

「他言は無用ですよ。本部ですら把は握あくしていない、極ごく秘ひ事じ項こうです。もしこれで、予定がずれたりしたら……」

　そうなれば、その責任は目の前の兵士たちがおっかぶる。

　再び、責任感よりも事なかれ主義が頭をもたげたのか、兵士たちは改めてうろたえる。

「か、かしこまりました……任務、お疲れさまです！」

「わかってくださればよろしいんです」

　言うと、レベッカは作り笑いを浮かべる。

（すごいハッタリだな……）

　仮面越ごしに汗あせが滲にじみそうになっていたルートだったが、レベッカのみごとな口八丁に、ただただ感心していた。

（スヴェンも口の回転はすごかったけど……やっぱよく似ているなぁ）

　彼は知らない話だが、人間型猟兵機の、表向きの開発理由は、「諜ちよう報ほう任務」である。

　そのため、いかなる人間にも対応できるような交こう渉しよう術じゆつのたぐいは、基本システムに組み込まれているのだ。

「あの～……あと、ちなみに、そのお孫様のおとなりにいるのは……？」

「え？」

　兵士の目が、ジェコブの隣となりのミリィに移る。

　なんと言ってごまかそうかと、戸惑うミリィだったが、彼女が言葉を漏らすよりも先に、レベッカは言った。

「ああ、従者です。下女です。召めし使つかいです」

「あ、なるほど」

　こちらはあっさり納なつ得とくし、かくして検問の突破は成功した。




「アタシって……そんな召使い顔かなぁ……」

　再び動き出した汽車の車窓に、顔を映しながら、ミリィはつぶやく。

「前にあのねーちゃんとパーティー出た時も随分な言われようだったしなぁ」

　以前、ミリィはなりゆきで貴族たちが多く参加するパーティーに出席したことがあるのだが、その際も、かたっぱしから「召使いの娘むすめですか？」と言われた。

「育ちが悪いのは認めるけどさ」

「まぁまぁまぁ」

　なんとなく納得行かないという顔のミリィを、ルートが慰なぐさめる。

「なんとか上手く行ったな……はぁ……疲つかれた……」

　なれない芝しば居いに、精神的に疲ひ労ろうしたのか、ヒルダはがっくりとうなだれている。

　そして――

「申し訳ありませんでしたジェコブ様。やむにやまれぬ事情があったとはいえ、目の前でお祖じ父い様さまを貶おとしめるような発言の数々……なんとお詫わびすればよいやら……」

「いえいえいえ、大丈夫だから。わかってるから……あとあの、もうちょっと距きよ離りを……」

　祖父であるシャイロックを侮ぶ辱じよくしたことを、ジェコブに鼻がくっつきそうな距離まで顔を近づけて詫びるレベッカ。

「この度たびの無礼、どのようなことをされても受け入れる所存です。どうぞ、好きなようにお仕置きをなさってください！」

「いや、ホント、大丈夫だから」

　色々問題はあるが、容姿だけなら間ま違ちがいなく美少女であるレベッカに迫せまられ、日ひ頃ごろよく回る口はどこに行ったのか、ジェコブはしどろもどろになっている。

「そうはまいりません！　あの……なんでしたら、ちょっとくらいいやらしい系のお仕置きでも、むしろ望むところなのですが？」

「すいません！　僕、まだ子どもだからそういうのわかんない！」

　耐え切れずに、真っ赤な顔で叫さけぶジェコブ。

「アイツ……迫られると弱いタイプなんだな……」

　そんな光景を、呆れた顔で見ているミリィ。

「う～ん……あーゆーとこも含ふくめて、やっぱスヴェンに似ているな」

　ここにはいない銀ぎん髪ぱつの少女の日頃の言動を思い出すルート。

　スヴェンも、日頃はどちらかと言えば冷静で、論理的な方なのだが、いかんせんルートの事となると、見境をなくす。

　レベッカにとっては、ジェコブがそれに相当するのだろう。

「さて、王都には入れるみたいだけど、これを脱ぬぐにはあともう少しかかりそうだなぁ」

　カンカンと、ルートは自分がかぶっている、金属製の仮面を叩たたく。

　どうにも、息苦しさもあるが、元かぶっていた者のイメージもあってか、呪のろいのアイテムのような嫌悪感を覚えてしまう。

「いえ、結構ですよ。もう外していただいて」

　ところが、ジェコブへの謝罪を終え、再び冷静沈ちん着ちやくな顔に戻もどったレベッカが言った。

「え……？　でも、この先にも親衛隊が詰つめている場所は多いわけだし……」

　市街地の、落ち着ける場所に行くまで外せない、そう思っていた。

「いえ、この汽車が次に停まるのは、ベルン中央駅です。おそらくそこには、プロムナとは比べ物にならない検問が敷かれているでしょう」

　さすがに変装とハッタリと口八丁では躱かわせない。

「王都内部に入れたらこっちのものです。しかし終点まで行けばゲームオーバーです。なので途中下車をします」

「途中下車って……この先に停車駅は……」

　言いながら、ルートは最悪の予想をする。

「まさか……？」

「この先に、一級河か川せんバルパト川があります」

　川かわ幅はばも広く、深すぎず浅すぎず、橋から川かわ面もまでも、それほど高くない。

「待った待った待った!?」

「ジェコブ様と、お友だちの小娘は私が面めん倒どう見みますのであとはお願いします」

　言っている間に、列車はバルパト川にさしかかろうとしている。

　到とう達たつまであと一分もないだろう。

「え、なに？　ルート、なに慌ててるの？」

　ジェコブたちは、なにが始まろうとしているのか、わかっていない。

　当たり前の話である。

「さて、では参ります」

　レベッカは窓をあけると、両りよう脇わきにジェコブとミリィを抱きかかえる。

「しばしご容赦を、水を飲まないようにお気をつけ下さい」

「え、なになになに!?」

「う、うわぁああ～～～！」

　言うやいなや、高速で走る列車から踊おどりだし、川に飛び込んでしまった。

　それほど高くないといっても、ビルの三階分くらいには相当する。

「ああもう！　無む茶ちやするコだなぁ！」

　ルートはかぶっていた仮面を脱ぎ捨てると、ヒルダを担かつぎ上げる。

「な、なんだ!?　ランガート、一体どういうことだ!?」

「説明は後だ！　しっかり捕つかまってて！」

　説明もそこそこに、ルートも走行中の列車を飛び出し、川に飛び込んだ。

　しばし、無人の客車の中に、汽車の走る音が響ひびく。

「…………………」

　そこに、一人の男が、隣の客車から現れ、車内をぐるりと見回す。

　先の検問で、ルートたち以外の乗客は降ろされ、残っていたルートたちも強制途中下車をしてしまったため、車内には誰もいない。

　残されたのは、レベッカとヒルダのかぶっていた軍帽、ジェコブやミリィが食べ残したリンゴにパン、そして、ルートが脱ぎ捨てていった〝伍ご長ちよう〟の仮面。

「ふふふ……」

　現れた男は、落ちていた仮面を拾い上げると、楽しそうに笑った。




　一方、ルートたちが通りすぎた、プロムナの駅舎。

　列車の検問を行った、親衛隊の兵士たちは、一いつ旦たん交代となり、休きゆう憩けいを取っていた。

「この封ふう鎖さ、いつまで続ける気かねぇ」

「知らねぇよ。中将閣下の深遠なる御み心こころが、俺おれらなんかにわかってたまるか」

　休憩所に入り、保温用ヒーターに置かれたポットから、時間が経たちすぎて酸味とえぐ味みしか残っていないようなコーヒーを注ぐ。

「俺ら一兵士は、黙だまって言うとおりにしてればいいんだよ」

「あの、ビリオンズ商会の孫を護送してるってヤツらのこと、報告しなくて大丈夫かな？」

「かまわねーだろ、上の方々のご都合を、下手に文句つけたらめんどくせぇ……ぐえ、このコーヒークソ不味いな……ミルクもうちょっと入れてくれよ」

「あんまり使い過ぎるなよ………ほら」

　粗そ悪あくな合成ミルクを注ぎ、口当たりだけでも軽くする。

「まぁしかし、ヘンな日だったよなぁ。同じ列車で、極ごく秘ひ任務のヤツが二組もいたなんてさ」

「まったくだ。しかも片方は、アプヴェーアの捜そう査さ官かんと来たもんだ……おっかねぇおっかねぇ」







二章「魔女からの言伝」







　王都ベルンは、大きく分けて三つの区画に分かれている。

　王宮などを中心とした、行政機関が集まる中心区。大企業の本社や貴族の邸てい宅たくが軒のきを連ねている円周区。

　そして、一いつ般ぱん庶しよ民みん層の集合住宅がひしめき合う最外区の三つである。

　このようになったのは、ベルンがまだ、その母体となる、現在のワイルティア圏けん内ないの一地方小国家、ルフトザンド藩はん国こくの中心地であった頃から、時間をかけて広がっていった経けい緯いからである。

　基本的に、中心の王宮に近い場所ほど上流とされ、貴族たちにとっては自宅から王宮が見えるかどうかが、一種のステイタスとなるが、そんなものに価値を見み出いださない者もいる。

「いいか！　問屋や卸おろし業ぎよう者しやが倉庫に溜ため込んでいる在庫を全部押おさえろ！　金はいくらかかっても構わん！」

　最外区の一角にあるオフィスで、ヨゼフ・シャイロックが檄げきを飛ばす。

　現在王都は親衛隊によって封鎖され、まさに戦場に近い事態となっているが、ここビリオンズ商会は、一足早く戦争状態となり、社員たちが不ふ眠みん不ふ休きゆうで走り回っていた。

「いいか！　食料品だけじゃねぇ！　医薬品に生活必ひつ需じゆ品ひん！　紙おむつに粉ミルクに生理用品！　片かたっ端ぱしから買かい占しめろ！」

「へい!!」

　シャイロックの命令に、一いつ斉せいに返す社員たち。

　百万都市ベルンが封鎖されて三日。わずか三日、されど三日である。

　膨ぼう大だいな人口を支える物流が途と絶だえたことで、徐じよ々じよに、物資不足となり始めていた。

「他ほかの業者が妨ぼう害がいしてきたり、品を横取りしようとしてきやがったら、全力で追おい払はらえ！　チンピラども！　テメェらの出番だ。励はげめよ！」

「へいっ!!」

　そして、ビリオンズ商会の荒あら事ごと担当な荒くれ男たちも応じる。

「集めた品は、ビリオンズ商会の店で、あくまで定価で販はん売ばいする!!　非常時こそ商売人の腕うでの見せ所だ！　兵隊共の小こ競ぜり合あいで、俺らのシマを荒あらさせるな!!」

　シャイロックは、騒そう動どうが起きた一日目から、商会の社員を総動員して、各種物資の確保に走らせた。

　物流が止まったベルンにおいて、発生するのは、悪徳業者による買い占めや売うり渋しぶり。

　人の弱みに付け込んで、暴利を貪むさぼろうとする外げ道どうが跋ばつ扈こする。

　その結果引き起こされることは、適正に流せば十分行き渡る量がありながら、奪うばい奪われあう、ケダモノの世界である。

「軍の連中が徴ちよう発はつ令とか出してきても無視しろ！　責任は俺が取る!!」

「人は一皮むけばケダモノ。故ゆえに、その皮を一生剥はがさせないようにする」という信念を持つシャイロックは、その事態を阻はばむべく、ビリオンズ商会の総力を上げ王都内部の物資流通ラインを死守していた。

　そのためならば悪評など厭いとわぬとばかりに、陣じん頭とう指揮を取っていたのだ。

「会長、お客様が……」

「ああん？」

　秘書から来客を告げられ、途と端たんに不機嫌な顔になるシャイロック。

「今の状態見て分からねぇのか！　そんなことしてるヒマはねぇ[image: ]」

「も、申し訳ございません！」

　一代にして、世界屈くつ指しの大企業を作り上げたシャイロック。

　齢よわい六十を超こす老境でありながら、そのあふれだす獅し子しの如き気き迫はくに、秘書は震ふるえ上あがる。

「さっさと追い返せ!!」

　混乱に乗じて、人の弱みにつけ込む者は山ほどいる。

　この三日の間だけでも、揉もみ手でを作ってニヤつき笑いでやってきた者がどれだけいたか。

「ただ、あの、けったいなことを申しておりまして……」

　それでも、一応とばかりに、現れた者たちのことを秘書は報告した。

「どんなだ？」

「はぁ……自分は会長の孫だと……」

「なに？」

　怒ど気きすらはらんでいたシャイロックの声が、止まる。

「オーガンベルツから来たと言ってますが……まったく、バカなことを言いますよね。すぐに商会の若い者に命じて追い払はらって――」

「連れて来い」

「は？」

　意外な返答に、秘書は自分の聞き間違いかと、思わず問いなおす。

「いいからさっさと、俺の仕事部屋に案内しろって言ってんだバカヤロウ!!」

「は、はいいいい!?」




　ビリオンズ商会、シャイロック執しつ務む室しつ――

「まさか、爺じいちゃんとこに来るなんてなぁ……」

「王都ベルンにおいて、今考えられる中で、最も安全な場所ですので」

　感心するジェコブに、レベッカは落ち着いた声で説明する。

（なるほど……そこまで考えていたのか……）

　そして、こっそりついてきたにもかかわらず、ジェコブたちを「むしろ好都合」と口にしていた紅あかい少女の思おも惑わくを知り、ルートも感心する。

　軍需産業も手がけているとはいえ、ビリオンズ商会はあくまで民間企業である。

　いかな親衛隊といえども、相応の名分がなければ、力ずくで同行するということはできない。

　確かに、最も安全な場所といえよう。

「ん……？」

　ズカズカズカと、廊ろう下かを踏ふむような足音が響く。

「ジェコ～ブ！　おじいちゃんだよ！　なんだなんだ……心配して来てくれたのかい？　おじいちゃん嬉うれしいなァ！」

　と思った次には、扉とびらを勢い良く開けて現れたシャイロック老が、満面の笑えみでジェコブを抱きしめる。

「あ、あは、あはは……あ～……爺ちゃん……元気だった……？」

　熱ねつ烈れつな歓かん迎げいに、やや引き気味になりながらも、ジェコブは応じる。

　世間一いつ般ぱんには血も涙なみだもない鬼おにの商人と言われているシャイロックの、孫煩ぼん悩のうっぷりは凄すさまじいものがある。

　そんなシャイロックに協力を求めるとしたら、孫のジェコブの同道は不可欠なのだった。

「ん……？　なんだ、オメェも来てたのか、パン屋」

「どうも、お久しぶりです」

　今いま更さらながら、ルートの存在に気づいたシャイロックに、会え釈しやくするルート。

「そんで……なんとも、珍めずらしい面つらが揃そろってるな」

　シャイロックの目がすぼまる。

「う………」

　その視線の先にいたヒルダは、バツが悪そうな顔でうつむいた。

　彼かの女じよが、シャイロックと、彼かれが溺でき愛あいする孫のジェコブを誘ゆう拐かいした一件から、まだ数すうヶか月げつも経っていない。

　その時に、ヒルダはシャイロックを散々なじり、暴行まで加えたのだ。

「ま、今はそれは置いておくか」

　だが、そこで感情に任せて復ふく讐しゆうを働くほど、シャイロックも狭きよう量りようではない。

　孫のジェコブに、一廉の男と認めているルート、なにより、その誘拐事件の際に、体を張って自分たちを助けたレベッカも同席しているのだ。

　彼らとともにここに来ているという段階で、相応の事情があると推察した。

「話を聞かせてもらおうか。今の王都に、ただの物見遊ゆ山さんに来たってわけじゃあなさそうだしな」

　数分後――ルートたちは、シャイロックにここ数日起こった事態のあらましを説明する。

　ヒルダの変化、〝人じん狼ろう〟ハイドリゲ、ゲーニッツの暗あん躍やく、そして連れ去られたスヴェン……

「なるほどなァ……あの嬢じようちゃんがな。一番、隙すきがなさそうに見えたが……世の中、分からねぇもんだ」

　全すべての話を聴きき終えたあと、シャイロックは深く思案するように、口元に手を当てる。

「んで、パン屋。オメェはどうするんだ？」

「スヴェンを、連れて帰りたいです」

「んなこたぁ分かってる。どうやってってことさ」

　ソファーから立ち上がると、シャイロックは執務室の窓の前に立つ。

　外に見える景色、昼日中でありながら、大通りを歩く人の数はまばらである。

　最外区といえども、「世界の中心」と言われたベルンではありえない光景だ。

　これも、親衛隊による外出制限がかけられたからである。

「相手はあのゲーニッツだ。オメェが前の戦争じゃ知られたヤツでも、パン屋風ふ情ぜいが勝てる相手じゃねぇだろ」

「ですから、正規軍司令本部に向かおうと思っています」

　ゲーニッツの王都封鎖は、名目上は、反ワイルティアの武装勢力が潜せん伏ぷくしているため、その捕ほ縛ばく並びに王宮守護を理由に動いている。

　しかし、そんな武装勢力など最初から存在せず、でっち上げである。

　軍司令部が動き、エルヴィン元げん帥すいが公王の承しよう認にんを得れば、即そく座ざに瓦が解かいする。

「悠ゆう長ちような話してんなぁ、パン屋……」

「え？」

　しかし、その思惑を聞いて、シャイロックは呆あきれたような声を上げる。

「ゲーニッツはとっくに王宮を勢力下に置いた。軍司令部は事実上凍とう結けつ状態。元帥サンも、動くことはできない」

「なんだって!?」

　王宮を警護するはずの親衛隊が、王宮を攻せめ取とったと知らされ、ルートは驚おどろく。

「まともな戦せん闘とうにもならなかったらしい。ま、ろくな戦力はなかったろうが……それでも、ここまであっさり陥かん落らくしたのは、背後で貴族会議が糸を引いていたからだろうな」

「貴族会議？」

「時じ代だい錯さく誤ごの老人会だ。現政治体制からハブられた、大貴族どもよ」

　名門、名家とは対照的な、移民出身の成り上がり者であるシャイロックは、憎にく々にくしげに語る。

「連中の目的は、公王を担ぎ上げ、百年前の政治体制……貴族による合議制に戻すことだろうな」

「ゲーニッツは、それに協力したってことか……？」

　自分で言いながら、ルートは釈しやく然ぜんとしなかった。

　そんな小さな野望で、あの男が納得するとは、どうしても思えなかったのだ。

「このまま行けば、エルヴィン元帥が処しよ刑けいされる恐おそれすらある……でもそんなことすれば、各地の正規軍が黙っちゃいない」

　元帥エルヴィンのカリスマは、正規軍において絶大である。

　不ふ遜そんな話だが、めったに表に出てこない公王を遥はるかに凌しのぐと言われている。

「即座に、ベルン奪だつ回かいの部隊が押おし寄よせる……そんなことになれば……いや――」

　そんなことを、ゲーニッツが想定に入れてないわけがない。

「この現状すら、アイツの計画通りってことなのか……？　なにが目的なんだ……一体……」

　ルートには、ゲーニッツの思惑を推測することもできなかった。

　しかし、かの男の恐ろしさは身を以もつて知っている。

　貴族会議を利用し、王都の動乱を利用し、王室すら利用し、その果てになにかをなそうとしている。そして、それは粛しゆく々しゆくと進行しているのだ。

「鍵かぎは、スヴェンが握にぎっています。逆に言えば、スヴェンがいなくなれば、全てが瓦解する。そういうことです」

　そんなルートの思考を読んだように、レベッカは言った。

「なぁ紅い嬢ちゃん……レベッカ、だったよな？　一つ聞いていいか？」

「なんでございましょうか、シャイロック様」

　問いかけるシャイロックに、レベッカは丁てい重ちように応こたえる。

　彼女にとって、シャイロックは己おのれの主の父なのだ。

「オメェさんはまだなにか、隠かくしていることがあるなぁ。あの銀髪の嬢ちゃんが、なんでそこまで重要な存在なんだ？」

　たかが一人の小娘が、ワイルティア一国を、もっと言えば、世界全てを左右しかねないキーパーソンだ、などと信じられる話ではない。

　嘘うそだとしても、信じる者の方が少ないだろう。

「爺ちゃん！　この人がなにか嘘を吐ついているっていうのか？」

　ジェコブが声を上げるが、シャイロックは、静かにそれを制する。

　孫バカの祖父の顔ではなく、幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけた、老ろう獪かいな商人の目になっていた。

「勘かん違ちがいするな。俺はオメェさんが嘘を吐いているなんて思っちゃいねぇ。だからこそ、合が点てんがいかねぇんだよ」

「それは………」

　しばしの間、レベッカはじっと押し黙るが、決意したように、深く頭を下げた。

「ヨゼフ・シャイロック様、あなたは、私の主のご尊父であらせられます」

「ああ、前に、言ってたな……」

「なので、私には、あなたや、ジェコブ様の安全を、最優先にする義務があるのです。どうか、お察しください」

　レベッカは、スヴェンの持つ〝ある秘密〟を知っている。

　人間型猟りよう兵へい機き――というだけではない。

　それすらも表向きの、希代の天才科学者ダイアンが仕組んだ真なる開発理由。

　ワイルティアどころかエウロペア大陸全てをひっくり返しかねない、彼女の真の力を知っているからこそ、ゲーニッツは常人なら暴挙としか言いようのない計画を発動させた。

　しかし、それは知ってしまえば、「知った」ということが知られただけで、この世から排はい除じよされかねない、禁きん忌きの中の禁忌なのだ。

「知っただけで命が危あやうくなる事情、か……」

　シャイロックの問いに、レベッカは答えない。

「そうだ」と認めることすらできない話なのだ。

「ふぅむ……ま、以前の一件があるからなぁ。それ見ただけでもオメェさんがただ者じゃない……どころの騒さわぎじゃない事情持ちだってのは理解できるが……」

　先の一件で、シャイロックは、親衛隊と戦うレベッカの姿を目まの当あたりにした。

　何発もの銃じゆう弾だんを浴びても平然とし、素す手ででプロの兵隊を圧あつ倒とうした。

　それだけでも、常識の外にいる者だと察するには十分だろう。

　その彼女をもってして、「語ることもできない」と言っているのだ。

「もう、いいですよ。シャイロックさん」

　辛つらそうにしているレベッカに、助け舟ぶねを出すように、ルートは言った。

「大切なのは、スヴェンを連れ戻すこと……他のことは、他の奴やつらが好きにすればいい」

　ゲーニッツの野望も、確かに恐るべきものなのかもしれない。

　しかし、ルートにとって優先すべきことはその一つだけだった。

「ふむ……ま、オメェがそう言うんなら、これ以上俺があれこれ言うことはねぇがな」

　わずかに、シャイロックはルートの眼めの奥おくに、別の思惑を感じ取ったが、あえてそれに触ふれようとはしない。

「そうなると、王宮に忍しのびこむ以外ねぇぞ？」

「ええ、なにか、いい方法はありませんか？」

　ただでさえ警けい戒かい厳重な王宮である、正面から行っても入れるわけがない……どころか、怪あやしい奴と射殺されてもおかしくない。

「王宮にお住いの方々ってのは、俺ら雑民と違ちがって、どんな時でもお上品にしなきゃならねぇもんでな」

　喋しやべりながら、シャイロックは執しつ務む机づくえの引き出しを開け、手帳を取り出す。

　その中には、幾いく人にんもの様々な取引先の連れん絡らく先さきが書かれている。

「非常事態だからって、いいもんは食わなきゃならねぇわけだ。そうなると、物の出入りってのが生まれる」

　政治を司つかさどるのが政治家で、軍事を司るのが軍人ならば、諸物の〝流れ〟を司るのは商人の領分である。

「物資の搬はん入にゆうに紛まぎれるんですか？」

「いや、そっちはおそらく警戒されている。難しいな」

　王宮を一人の人間と喩たとえるならば、物資の搬入は食事のようなものだ。

　料理を切り分けフォークに刺さし、口に入れようとすれば、自然目はそこに注目し、虫の一つでもついていれば大おお騒さわぎになろう。

「だがな、お偉えらいさんたちってのは、おキレイなものばかりに注意を向けて、きたねぇモンには目をつぶりがちになる……メシ食えばクソを出すってのが、人の常なのにな」

　シャイロックは、手帳に書かれた業者の一つに、指をさす。

　そこには「廃はい棄き物ぶつ回収業者」と書かれていた。

「そうか！　王宮で出るゴミの搬出……」

「入られないようにしているヤツらってのは、出るものには警戒が薄うすいもんだ。どの穴も中に繋つながっているってのにな」

　王宮内部には、公王やそれに仕える従者たちを始めとして、多くの人びとが住んでいる。

　そこから出されるゴミも、相当のものだろう。

　いくら王都が戒かい厳げん令れい下にあるとはいえ、何日も回収を滞とどこおらせる訳にはいかない。

「うちの系列に、その手の業者がいる。忍び込めるように口は利きいておいてやる」

「ありがとうございます」

　感謝するルート。そして、「頼たのみついでに」と、さらにお願いをする。

「あの、それとジェコブたちのことなんですが……」

「安心しろ、オメェに言われるまでもねえ。うちで預かる」

　さすがに、これ以上ジェコブやミリィといった子どもたちを同道させるわけにはいかない。

　シャイロックの下ならば、とりあえずは安心だろう。

「あと、その……」

　ちらりと、ルートはヒルダを見る。

「あ、あの……ボクは……」

　狼狽うろたえるヒルダ。

　元は王都に住んでいた彼女であるが、ゲーニッツに捨てられ、行く当てはない。

「追い出すわけにも行かねぇだろ……わかってる」

　誘拐事件の際、二度三度と殴なぐられ蹴けられとされた相手だが、シャイロックはしぶしぶといった感じで、彼女の保護も了りよう承しようした。

「ありがとうございます！」

　外道の商売人と言われるシャイロックだが、その心根は、商人のプライドを持った人格者である。

　その温情に、ルートは改めて頭を下げた。







　その日の夜――シャイロックの紹しよう介かいを受けて、ルートは廃はい棄き業者に紛れ、王宮に潜せん入にゆうする。

「思った以上に、簡単に入り込めたな……」

「道は汚きたなかったですけどね」

　ジェコブたちはシャイロックの下に預け、レベッカとともに、ゴミ搬出用ゲートを通り、ダストシュートをよじ登り、屋根裏や床ゆか下したを這はいまわって、ようやく宮内に辿たどり着つく。

「この百年近く、王宮本丸まで攻められることなんてなかったからなぁ……警戒もどうしても緩ゆるくなるんだろう」

　口では簡単に言っているが、誰だれしもここまであっさりと入り込むことはできない。

　ワイルティア王宮は、長い間に増改築を繰くり返かえしたため、あちこちに隙すき間まが生まれてしまっていた。

　それらは宮内の地図にも記されていないが、網あみの目のようにあちらこちらに延のびており、ルートたちはそれを利用したのだ。

「しかし、君もまぁよくもそれを詳くわしく知ってたもんだね」

　それらの網の目の隙間を、レベッカは正確に把握していた。

「まぁ、いざというときのために……」

　曖あい昧まいに答えるレベッカ。

　彼女は、日頃はルートとスヴェンの監かん視しなども行っているが、基本的にはダイアンの近習としての務めが中心である。

　と言っても、秘書や雑用係といった、そんなものだけではない。

　なにせ、天てん才さい肌はだが過ぎすぎて、あちこちに敵を作っているダイアンである。

　あれこれと名目を見つけては、開発局に妨害工作をしかけようと画策する者たちがいる。

　そんな者たちを穏おだやかに引き下がらせるために、日頃から貴族や王族、政治家などの弱みの収集も、彼女のお仕事なのだ。

　そのため、王宮内部に忍びこむことも日にち常じよう茶さ飯はん事じ。

　今現在、ルートとともに進んでいる〝隙間〟も、よく利用しているのだ。

「それで、この先どこに向かうのです？」

　王宮の何処どこかに、スヴェンがいるのは間違いないだろう。

　だが、ワイルティア王宮はデカイ、広い。

　そのどこにいるのかまでは、見当がつかない。

「うん……なぁ、レベッカ？　この王宮の中で、ゲーニッツがいそうなところはどこだい？」

「なるほど、そういうことですか」

　ルートの質問に、レベッカはうなずく。

　王宮内のどこにスヴェンが囚とらわれているかはわからない。

　しかし、先にシャイロックとの話で出てきたように、スヴェンの存在はゲーニッツの計画に不可欠。

　ならば、人間の心理として、自分のそばに置いておくのが常道である。

「いるとしたら、親衛隊の本部でもある、王宮北館でしょうね。そこに、ゲーニッツの執務室や、寝しん室しつもあります」

「よし、そこだ」

「ですが……」

　方針が決定したが、レベッカが、警告表示を提示するように告げる。

「もしいなかった場合、どうするので？」

「その時は……ゲーニッツを絞しめあげてでも聞き出す」

　ルートは答えるが、レベッカは静かに、何かを揶や揄ゆする意図など一いつ切さい込めずに問いかける。

「できるのですか？」

「それは……」

　先の邂かい逅こうで、冷静さを失っていたとはいえ、ルートの攻こう撃げきはゲーニッツにかすりもしなかった。

　それどころか、蛇じや口ぐちをひねるよりもたやすく、地に伏ふせさせられた。

「それでも……やるさ」

「了りよう解かいしました。では、こちらです」

　それ以上深く問いただすことはせず、レベッカは北館への道案内を始めた。




　ワイルティア王宮北館――親衛隊の本部であり、同時に、将校や指揮官たちの住居としても使われている。

　ゲーニッツも、市街地に邸宅を持っているが、現在は緊きん急きゆう時、いかなる事態があっても即座に対応できるよう、ここを寝ね床どこにしている。

　だが、その部屋には今、主たるゲーニッツはいない。

　銀色の髪かみの少女が、窓まど際ぎわに座すわり、所在なさ気に、月夜を眺ながめているだけだった。

「主さま……」

　ポツリと、少女が言葉を漏もらす。

　ここにいない誰かを、愛いとおしげに求めるように。

「………？」

　少女は、ふと、なにかを察する。

　少女は人ではない。

　人間に限りなく近い機械の体。

　その人外の聴ちよう力りよくが、なにかを察知した。

　ごん……ごん……と、何かを蹴りつけるような音。

「………………」

　少女がしばし身構えているうちに、音はどんどん大きくなる。

　さらには、「よいしょー」とか「くそっ、固い！」などと、人の声まで聞こえてきた。

　と、思ったら、ついに壁かべにかかった通気口の鉄てつ格ごう子しが外れ落ち、そこから人の足が伸びる。

「よっこら……しょっと!!　ここで……いいのか？」

　降りてきたのは、左頬に傷を持つ大男だった。

「あ、あなたは………」

　少女は、その顔を見て、驚きの声を上げる。

「え………あ！　スヴェン！」

　その男は、少女を見て、少女の名を呼んだ。

「え………？」

　少女は――スヴェンはわからなかった。

　なぜ、この男は、自分の名前を知っているのか。

「よかった……無事だったんだね。いきなりいなくなったから、心配したよ！」

　その男は、そう言うと、自分の両りよう肩かたを掴つかんできた。

　少女の目がすぅっとすぼまる。

　なにをするのだろう。

　自分の体は、全て、己の主のものなのに。

　その主の許可無く、自分に触れるとは、それ自体が主への冒ぼう涜とくに等しい。

「一いつ緒しよに帰ろう。ジェコブも、ミリィも、みんな待ってる！」

　誰のことを言っているのか、スヴェンにはわからなかった。

　自分がいるべき場所は、主のそば以外にない。

　それ以外の場所に、自分が「帰る」？　それは、己の忠誠への冒涜。

「ああ、そういうことですのね……」

「スヴェン……？」

　ようやく、その男は、スヴェンの態度のおかしさに気付いた。

　かつて自分に向けていた親愛の情は一切なく、愚おろかなゴミ虫を踏みつける前のような、酷こく薄はくな笑えみを目にしたからだ。

「ランガート元大たい尉い殿どの！　避よけなさい！」

　通気口から現れた、赤い髪の少女が叫さけぶ。

　とっさに男――ルートは、スヴェンから離はなれる。

　その、ほんの僅わずか後に、彼の頭のあった場所を、スヴェンの手刀が通り抜ける。

「スヴェン……なにを……！」

　驚きに目を見開くルートに、スヴェンは応じない。

　無情に、冷れい酷こくに、次なる攻撃を加えようとする。

「ちっ！」

　しかし、それを一足飛びで距きよ離りを詰つめたレベッカが食い止める。

　スヴェンとレベッカ、両者の力はほぼ互ご角かくであり、互たがいの力がぶつかり合った結果、前にも後ろにも行き場を失った力が、双そう方ほうの足元に流れ込み、床ゆか石いしが陥かん没ぼつするほどの衝しよう撃げきを生む。

「なにを考えているのですスヴェルゲン!!」

「あなたは……誰ですか？」

　叫ぶレベッカに、スヴェンは不ふ審しんそうな顔で睨にらみ返すのみ。

　その目を見て、レベッカは、残ざん酷こくな事実を悟さとった。

「なんという……！　そうか、兵器開発局を襲おそったのは、そのためだったのですね……」
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　今のスヴェンの状じよう況きようを把は握あくし、悔くやしさに歯は噛がみする。

　レベッカは、スヴェンに比べ、常に冷静な、理性的行動を心がけている。

　それ故に、どこか、より機械的な無機質さを感じさせるところがあるが、彼女の中に〝心〟がないわけではない。

　むしろ、スヴェンにも負けぬ、豊かな情じよう緒ちよが存在している。

「どういうことだレベッカ!?　スヴェンは一体……操あやつられているのか!?」

　洗脳か催さい眠みん暗示か、何らかの薬物によるものか、ルートはそう想像しているのだろうと、レベッカは思った。

　そうではない。

　そんなものではない。

　そんな、「救いのある」ものではないのだ。

「ランガート元大尉殿……計画は失敗です。根本の見込みが甘あまかった。私のミスです」

　彼女には、豊かな情緒がある。

　それゆえに咄とつ嗟さに言えなかった。

　自分ならば、死にも勝まさる絶望が、スヴェンを襲ったことを。

　それによってもたらされた事実を、この男に伝えることに逡しゆん巡じゆんを覚えた。

「おや、お客さんか……」

　そこに、登場人物が新たに増える。

　扉を開き、現れた男は、目の前の光景にわずかにも心を揺ゆるがすことなく、言葉通り、来客を出で迎むかえるように声を放った。

「ゲーニッツ……!?　お前……スヴェンになにをしたんだ！」

　現れた男――ゲーニッツに、ルートは叫んだ。

「どこから忍び込んできたんだ？　服が汚よごれまくっているじゃあないか……正門からちゃんと名乗って現れればいいだろうに」

　しかしゲーニッツは答えない。

　それどころか、旧友との再会を楽しむように、朗ほがらかに話している。

「申し訳ございません主さま……このようなみっともない姿をお見せしてしまい」

　主さま、という言葉に、思わずルートは顔を向けるが、スヴェンが話しかけているのは彼にではない。椅い子すに腰こし掛かけ、片手に持っていたワインをグラスに注いでいるゲーニッツへと向けたのだ。

「気にしないでいい。そのまま、そこのお嬢さんをもてなしていなさい……ふふ、倒たおしたと報告を受けたが……生きていたか。さすがダイアンの作品だ。頑がん丈じようこの上ない」

「あれは……やはりあなたの手先ですか！」

　ゲーニッツが口にした言葉に、レベッカが反応する。

　数日前、王都で彼女に奇き襲しゆうをかけた、〝三体目〟の人間型猟兵機――そのことを言っているのだろうと思ったからだった。

「主さまに、不遜な口を利くな、痴しれ者もの！」

「くっ！」

　スヴェンの声に怒いかりが一段と加わり、拮きつ抗こうしていたはずの両者が、わずかにレベッカの不利に傾かたむく。

「ランガート、お前も飲むか？　宮きゆう廷ていの地下ワイナリーからせしめてきた。やや若いが、それなりに美味うまいぞ」

　少女たち二人の激げき突とつを横目に、ゲーニッツの態度は、あくまで穏やかだ。

「ふざけるな！　質問に答えろ……お前は、スヴェンになにをしたんだ！」

　掴みかからんばかりに叫ぶルートに、ゲーニッツはつまらなそうに肩かたをすくめる。

「ランガート……軍を辞やめて何年経たった？　大戦直後だから、二年と少しか」

「そんなことはどうでもいいだろ！　答えろ！」

「私のところから離れて、ルンテシュタット少しよう佐さの部隊に移ってからも合わせると……五年か、お前がヴェアヴォルフじゃなくなったのは」

「答えろって言っているんだ！」

　一向に取り合おうとしないゲーニッツに、ルートは声を荒あららげる。

「だからさ……昔のお前なら、こんな迂う闊かつなことはしないだろ。ここは敵地なんだぞ？」

　仕方なく応じるようにゲーニッツが答えたのと、部屋の外に、軍ぐん靴かの足音が迫せまったのは、ほぼ同時だった。

「外には警備兵もいる。私の部屋から、私以外の人間の怒ど鳴なり声ごえが響ひびけば……こうなるだろ？」

「しまった……」

「昔のお前なら、間かん髪はつ容いれずに銃じゆう弾だんの二、三発ぶち込んで、話を早めただろうに……ん？　まさか……銃も持ってきてないのか？」

　心から呆れたという顔のゲーニッツ。

　潜入の際さい、シャイロックは武器の調達を申し出てくれたが、ルートはそれを断った。

　たとえ殺すつもりでなかったとしても、武器を誰かに向ける行こう為いを厭いとうたからだ。

「中ちゆう将じよう閣下！　ご無事ですか！」

　そして、そうしているうちに、部屋に警備兵たちが雪崩なだれ込んできた。

「何者だ貴様！」

　室内の状況を察し、賊ぞくが入り込んだと見るや、彼らは構えていた銃をルートに向けた。

「こうなったら………！」

　この状況で、挽ばん回かいの目は一つしかない。

　非常に勝ち目の低い作戦だが、ゲーニッツを人ひと質じちに取ろうと、ルートは飛びかかる。

「させるか！」

　だが、その前にスヴェンがレベッカの手を振ふりほどき、ルートを押おさえこむ。

「スヴェン……！　本当に、俺おれのことを覚えてないのか！」

「お黙だまりなさい慮りよ外がい者ものが！　あなたなど、見たこともありませんわ！」

　床に伏せられながらもルートは叫ぶが、スヴェンはわずかにも、彼のことを思い出そうとしない。

「本当に、ダメなのか……スヴェン……君は……！」

「なにを言っているのだ……この……不ふ埒らち……もの……」

　ルートの丸太のような太い腕うでを、一見華きや奢しやな少女がひねりあげている。

　主たるゲーニッツを守ろうと、骨よ折れよと、関節を砕くだかんばかりに激しく。

「そんな………」

　関節を極きめられた痛みよりも、スヴェンが自分のことを知らないと拒こばむその事実のほうが、苦しく、痛く、ルートは悲痛な声を漏らす。

「ランガート元大たい尉い……！」

　その光景を見るレベッカは、この先、どう行動すべきか、わずかに戸と惑まどう。

　スヴェンを連れ帰るのは不可能、ルートを連れての脱だつ出しゆつも、難易度はたかい。

　ならば、いっそここで最大の原因を潰つぶしてしまえばと、ゲーニッツに目を向けた。

「予備も、ありかな」

「―――――!?」

　だが、目が合った一いつ瞬しゆん、ゲーニッツのつぶやきを聞き、レベッカは背筋に、怖おぞ気けが走ったのを覚えた。

　このままでは、自分までスヴェンのようになる。

　この男の、「道具」にされる。

　その恐きよう怖ふが、彼女を襲った。

「くっ………おおおおっ!!」

　レベッカがわずかに動きを鈍にぶらした時、ルートが、獣けもののような声を上げて立ち上がる。

　自分の関節を逆方向に曲げようとしているスヴェンごと持ち上げて。

「なにを……無む茶ちやなことを……！」

　スヴェンの体重は、人間のそれとさほど変わらない。

　しかし、数十キロはある。

　それだけの重さのあるものを、こんな無茶な体勢で持ち上げれば――

　ゴキンという、嫌いやな音が響く。

　ルートの、肩の関節が無理やり外された音だ。

　痛みだけでも相当なものだろうが、ルートは構わず、自由に動くもう一方の腕で、スヴェンを押おさえる。

「なっ……離しなさい！」

　叫ぶスヴェン。奇くしくも、まるで背後から抱だきしめるような形になっている。

「レベッカ！　逃にげろ！　キミだけならなんとかなるだろう！」

　スヴェンの声にも、肩の激痛にも構わず、ルートは叫んだ。

「しかし……！」

「いいから！　早く！」

　このままでは、全てが取り返しの付かないことになる。

　そう判断したルートは、今の段階で、少しでも生せい還かんできる者を優先した。

「……………!!」

　その意思を理解したレベッカは、手近な窓に走り、ガラスを割って脱だつ出しゆつする。

「侵しん入にゆう者しやが逃げたぞ！　追え！」

　警備兵たちが、即座にその後を追った。

「普ふ通つうの兵士じゃ捕つかまえようがないだろうな……ま、あまり贅ぜい沢たくはできないか」

　グラスのワインを飲み終え、ゲーニッツはさほど気にしていないとばかりにつぶやく。

「さて……ランガート、もういいだろう」

　改めて、スヴェンを抱きとめているルートに、諭さとすように言う。

「お離しなさい！」

　その声に、スヴェンは慌あわててルートの腕を振りほどく。

　親愛なる主の前で、他ほかの男に抱きとめられている姿など、羞しゆう恥ちの極みだった。

「さて、どうするか……しばらく牢ろう屋やにでも入って、頭を冷やしているといい。ちょうど……〝人じん狼ろう〟の部屋が空いたところだ」

　三日前――いや、もう四日前になったあの晩に、ゲーニッツが殺した男がはいっていた獄ごくである。

「ゲーニッツ……お前は、なにをするつもりなんだ……」

　もはや抵てい抗こうする気はなく、ただそれだけは教えろと、ルートは問うた。

「昔、話したじゃないか……忘れたか？　仕方ないか、荒こう唐とう無む稽けいだから、世よ迷まい言ごとと記き憶おくにもとどめてくれなかったみたいだな」

　苦笑いをしつつ、ゲーニッツは答える。

「私はね、王様になりたいんだよ」

　それで答えは終わりとばかりに、警護兵たちに合図し、ルートを連行するよう示す。

「王様、だと……」

　引きずられるように、その場から連れて行かれるルートがこぼすが、それ以上ゲーニッツはなにも言わなかった。

「一体何なんですの、あの男は！」

　連行されていくルートを見送ったスヴェンは、憎々しげに漏らす。

　自分の名を馴なれ馴れしく呼び、一緒に帰ろうなどとわけのわからないことを叫び、自分の体に触れ、己の主の前で抱きとめられるという辱はずかしめまで加えられた。

「ルート・ランガートでしたかしら？　まったく、とんだたわけ者ですわ！」

　未いまだ彼かの女じよの怒りは収まらず、心臓であり、彼女の〝心〟の在あり処かでもあるレザニウムリアクターは激しい鼓こ動どうを刻んでいた。

「まぁまぁ、そう憤いきどおらずに……今日のところはもう下がり給たまえ、スヴェン。なにかあったらまた呼ぶよ」

「なんとお優やさしい主さま……それではわたくしは失礼させていただきますわ」

　そんなスヴェンをなだめ、ゲーニッツは彼女を退室させる。

「…………」

　しばし、ゲーニッツは無言で、再びグラスにワインを注ぎ、二杯はい目をあおろうとする。

　そこで、ふと、なにげない違い和わ感かんを覚える。

「…………気のせいか？」

　なにかがおかしいと感じた。

　それは小さなもので、とるに足らないものである。

　無数の数字の羅ら列れつが印刷された紙の中で、一文字だけ、ぼやけたものを見つけたような、そんな感覚。

　だが、それ以上彼かれはその違和感の正体を突つき止とめることはできなかった。

　それくらいどうでもいいことだった。

　ゲーニッツの感じた違和感は小さな、くだらないことだ。

　彼はランガートとしか呼ばなかった。

　レベッカは、心に決めた相手以外ファーストネームは呼ばないというポリシーを持っている。

　あの場にいた者の誰も、〝ルート〟とは呼ばなかった。

　それなのに、スヴェンは〝ルート・ランガート〟と、ルートのフルネームを口にした。

　その程度の、回る巨きよ大だいな運命の歯車の前では、小石にも等しいことだった。







　エウロペア大戦で勝利したワイルティアは、大陸諸国の中でも筆頭といえる国際的地位を有している。

　それ故ゆえに、王都ベルンには、グレーテン帝てい国こく、フィルバーヌ共和国、スパリア王国、アルハドラ王国などなど……現在国交を結んでいないオーガスト連れん邦ぽう以外の多くの国々の、大使館・領事館が並んでいる。

　その中には、エウロペア大陸だけでなく、西方の新大陸ノアや、東方のエイジア大陸からのものもある。

　その一つ、ワイルティアの同盟国、東洋の島国「ヤマト」――

　十年に渡わたる大戦の初期においては敵対国家だったが、その後同盟を結び、ともに戦勝国となった、ワイルティアの友好国の一つである。

「こらまた、ワイルティアさんも大変ですなぁ。ウチらもできるだけ穏おん便びんにしたいとこですけど、これ以上続くようやったら、隠し立てできまへんで」

　かなり訛なまりのきついワイルティア公用語でそう言ったのは、ヤマト駐ちゆう在ざい武官のヤマモトだった。

「各国の大使館ともに、外出禁止に本国への連れん絡らく禁止て……こんなん、どっちに転んでも後々連盟会議でぐちゃぐちゃ言われまっせ？」

　親衛隊は王都を封ふう鎖さした後、ワイルティア同盟諸国による干かん渉しようを防ぐため、各国大使館の動きを事実上凍とう結けつさせた。

　しかし、グレーテンやフィルバーヌといった、先の大戦での敵国は、この状況をすでに察し、武力介かい入にゆうの機会を窺うかがい始めている。

「もってあと二、三日でんな。それを過ぎると、ワイルティア政府への救きゆう援えんなり、ゲーニッツはんへの協力なりで、動き始めますなァ」

「そんなこと言われましてもねぇ。私は政治家でも軍人でもないんですから」

　どこか楽しげに話すヤマモトもたいがい緊きん張ちよう感かんがないが、それに輪をかけてどこか他人事といった声で、ソファーに座る男は言った。

「ま、万が一のときは、あんさん一人くらいやったら政治亡命受け入れ可能でっせ？　ウチらヤマトといたしましては、希少な技術を有してはる方は値あたい千せん金きんですさかい」

　ヤマトは、五十年ほど前まで他国との交流をほとんど断絶していた。

　政治体制の変化があってようやく開国したが、遅おくれた分を取とり戻もどすため、すさまじい速度で技術革新を急いでいるのだ。

「特に、猟りよう兵へい機きに関しての技術者を、貴国は欲ほしがっていますからね」

　男が、「全すべてお見通しだよ」と言いたげな目で返すと、ヤマモトの目から、一瞬笑いが消える。

「かなしまへんな」

　だが、すぐにいたずらがバレた子供のような笑え顔がおに戻った。

　ワイルティアの同盟国は数多い。

　最新兵器であり、ワイルティアの力の象しよう徴ちようとなった猟兵機を供きよう与よされた国も数多い。

　しかし、その中で、自国での猟兵機開発までこぎつけた国はない。

　せいぜい、オーガストの自律式戦車のような、〝もどき〟が関の山である。

　しかし一国のみ、ヤマトだけが、異常な速度でその域に達しつつあった。

「肝かん心じんのレザニウムリアクター部分はブラックボックス化されてますからな。自国生産まで後もう一歩なんですがなァ」

　ヤマモトの顔は笑みを浮うかべたまま。だが、その笑顔にどこか底知れないなにかをはらんでいた。

　人種も違う別大陸の国家、ヤマトを、口さがないエウロペア大陸の民たみは、「猿さるマネ国家」とあざ笑う者もいる。

　エウロペア諸国家の文化、文明、技術や制度を、凄すさまじい勢いで吸収し模も倣ほうする彼の国を皮肉った話だが、それは同時に、わずか半世紀と少しで、世界の大国と肩を並べつつあるこの国に、恐おそれを抱いていることの裏返しでもあった。

「それはそれで大したものだと思うんですがねぇ……」

　しばし、男は口に手を当て考える。

　この男に、愛国心というものは存在しない。

　ワイルティアの国こく籍せきも、軍ぐん籍せきも、貴族の爵しやく位いまで持っているが、それらは自分のやりたいことをするために結果として得たものにすぎない。

　そんなものになんの執しゆう着ちやくもないし、どうでもいいと思っている。

　しかし――

「さすがに放っとけないですよねぇ、ソフィアさん……」

「は？　なんや言いはりました？」

　ポソリとつぶやく男に、ヤマモトは問いなおす。

「いえいえ、こっちの話……ねぇ、ヤマモトさん」

　即そく座ざに男はごまかし、その上で、決意したように提案する。

「おみやげは持たせて差し上げます。代わりに、私のお願いを聞いて頂けますか？」

「ほう？」

　男の提案に、ヤマモトは興味深そうな――というより、「ようやく望む話が出てきた」とでも言いたげな顔になる。

「なにをいただけますんやろか？」

　値ね踏ぶみをするような、油断のならぬ表情。

　そんなヤマモトに、男は言い放った。

「現在稼か働どう中の人間型猟兵機、その一機を、くれてやりましょう」

「なんと!?」

　ヤマモトは驚おどろきの声を上げてから、自分が「見せる表情」を間ま違ちがえたことを思い出し、慌てて口元を手で覆おおった。

　人間型猟兵機は、ワイルティア軍部でも、ごく一部の者しか知らない、最重要軍事機密。

　それを渡すという提案に驚いたということは、その機密の存在を突き止めていると、白状したようなものなのだ。

「えっと……なんですか？　その、〝人間型猟兵機〟とやらは？」

　今さら取り繕つくろうヤマモト。しかし、動どう揺ようからか、訛りが消えてしまっている。

「下手な芝しば居いは結構。あなた方が知っているであろうことは、分かっていましたから、ご安心ください。上のエライ人に告げ口するような真似まねはしませんよ」

「むぅ………」

　飄ひよう々ひようとした男の口ぶりに、ヤマモトは肩をすくめた。

「かなしまへんな……ほんで、なにがお入り用で？」

　この段階で、男はヤマモトの弱みを握にぎった。

　申し出を受け入れれば内密にしておくし、土産みやげも持たせる。

　しかし、断れば……という、無言の脅きよう迫はくが成立していた。

「この大使館にある……最強戦力をお借りしたい」







　ワイルティア王城地下にある、特とく殊しゆ犯罪者専用監かん獄ごく。

　その房ぼうの一つに、ルートは収しゆう監かんされていた。

（さて、どうしたものか……）

　ワイルティア建国前、神聖帝国時代に作られたという石造りの日もろくに入らない独房。

　そこは、つい数週間前まで、彼の目の前で死んだハイドリゲの部屋だった。

「スヴェン………」

　僅かなろうそくの光のみの狭せまい空間で、ルートはつぶやく。

　彼女になにがあったのか、彼にはわからなかった。

　だが、スヴェンが最後に言った言葉の意味は理解した。

「どこかでわたくしの姿を見かけても、わたくしと思わないでください」――

　まさに、そのとおりだった。

　再び相対した銀ぎん髪ぱつの少女は、よく知った顔で、よく知った声で、よく知った素そ振ぶりで……だが、全くルートの知らない態度で、彼に接した。

（ゲーニッツがなにかをしたのは確かだ……だが一体なにをした……？　せめてそれがわかれば……）

「くそっ！」

　苛いら立だちから、思わず鉄格子を殴なぐりつける。

　じんとした痛みが拳こぶしを伝わるが、それすらも、この現状が悪夢ではないということを教える程度の意味しかなかった。

「うるせぇぞ！　静かにしろ!!」

　監獄の入り口から、見張りの兵士の怒鳴り声が轟とどろく。

「う………」

　声を上げる自由さえ無いことを思い知り、ルートは再び塞ふさぎこんだ。

　それから、ひたすら彼は考える。

　十分か、一時間か、もっとなのかわからないが、ここを脱出し、ゲーニッツの元からスヴェンを解放する術を突き止めようと思し索さくを繰り返す。

　だが思い浮かばない。

　自分一人が脱出する術ならともかく、いかなる手段が使われたのか分からなければ、対策のたてようがない。

（この程度なのか、俺は……）

　兵士を辞め、一いつ介かいのパン屋として生きることを誓ちかった。

　新しい生き方を選び、それを果たそうと願った。

　なのに、結局自分は「自分だけが生き延びる方法」にしか行き着かないことに、「誰かを助ける」ことができないことに、激しい憤りを覚える。

「ん………!?」

　その時、突とつ如じよ、〝それ〟は現れた。

　兵士として培つちかってきた、第六感とも言える感覚。

　なにか凶きよう悪あくな危険、自らの命すら危あやうくする何かが近づいた時、理り屈くつよりも早く本能で察知するそれが、なにかが近づいていることを教える。

「ほう、勘かんがいいな」

　だが、その危機察知能力も、わずかに追いつかなかった。

〝それ〟は――その女は、近づいてきたのではない、ルートが顔を上げた時、鉄格子の向こう側に、当たり前のように立っていたからだ。

「なっ………」

　思わず、言葉を失う。

　特務兵として生き、「白銀の狼」の二つ名さえ持った男が、ここまで誰だれかが接近するのに気づけなかったのだ。

　気配を完全に殺した、などという次元ではない。

　まるで、最初からそこにいたかのようであった。
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「あなたは……何者ですか……？」

　ルートは、自分でも気づかぬうちに、声が震ふるえているのを感じた。

　目の前にいたのは、一人の女。

　黒くろ髪かみ黒目の、妖よう艶えんな美しさを持つ美女である。

　しかし、どこか作り物じみた、まるで人形のような冷たさがある。

「…………………」

　女は、ルートの問いかけに答えない。

　それどころか、目線を合わせようともしない。

　違ちがう。

　目はルートを見ている。しかし、人が人を見る目ではない。

　まるで、人間が指先で潰せる程度の虫を目まの当あたりにしたような目だ。

　くだらない、どうでもいいものを見る時の眼まな差ざしだ。

「わたしは、借りを返しに来ただけだ……と言っても、わたしが何か借りたわけではないが、諸もろ々もろの約定がある。別に守らずとも構わんのだが、まぁ、それもそれで面めん倒どうなのでな」

　女は、己おのれの名も名乗らず、勝手に喋しやべり始める。

「キサマが、〝スヴェン〟と呼ぶあの女な……あの女がキサマのことを知らぬのも、ゲーニッツに緊きん急きゆう制せい御ぎよコードをかけられてしまったからさ」

　緊急制御コード――それは、人間型猟兵機であるスヴェンが作られる際、万が一の暴走状態を止めるため、ダイアンが設定したものである。

「緊急制御コード……なんなんですかそれは一体!?」

　しかし、そんな理屈を知らないルートはただ困こん惑わくし、問いなおす。

「……………ちっ」

　小さく、女は面倒くさげに舌を打つ。

　まるで、人の言葉がわからぬ牛や豚ぶたに、物の道理を解させてやらねばならなくなった者のような顔だった。

「緊急制御コードとは……要は、スヴェンとやらの心を書かき換かえる力を持つ。その者にとって最も大切な人間を、コードを唱えた者に書き換える力がある。とでも認にん識しきしておけ」

　正確な理屈を説明するのを面倒くさがり、ただ要点だけを、女はかいつまんだ。

「一応義理があるからな、あの男に代わって、わたしはお前に問わねばならない。あのスヴェンとやらを――」

「何者だ!!」

　そこまで女が話したところで、異常を察し、監獄の入り口に詰めていた兵士たちが駆かけつける。

　獄への入り口は一つだけ、そこを固めておけば、他の進入路はない。

　そのはずなのに、突如現れた女に、兵士たちも戸惑っている。

　しかし、彼らはゲーニッツより、「ここに誰も近づけるな」と命令を下されていた親衛隊の兵士である。

　親衛隊において、ゲーニッツの言葉は神のそれに等しい。

　戸惑いながらも、正体不明の女に、銃じゆう口こうを向ける。

　撃鉄は起こされ、弾だん丸がんは装そう填てんされ、安全装置は解除されている。

　その銃口が、一つ、二つ、三つ――頭、胸、足と狙ねらっている。

　誰か一人の弾たまが当たれば、それで確実に相手を行動不能にできる、隙すきのない対応だった。

　だが――

「ふぅ……」

　女は、ただただ、くだらなそうに溜ため息いきをつく。

「両手を上げて！　壁かべに向かってひざまずけ!!」

　銃口を向けられてなお狼狽うろたえるどころか、動じる素振りも見せない女に、兵士たちは怒ど号ごうにも似た声で警告するが、その前に女が返した。

「うるさい黙れ」

　一言、女が放ったのは、その一言だけだった。

　次の瞬しゆん間かん、三人の兵士は、弾はじけ飛とんだ。

　吹ふき飛ばされたという意味ではない。

　文字通り、まるで風船を針で刺さしたように、破は裂れつしたのだ。

　原形も留とどめず、血と肉と骨と臓物の欠片かけらが散乱する。

　しかし、不思議な事に、女の体には、一いつ滴てきたりとも返り血のたぐいはついていない。

「なんだ……!?」

　ひたすら驚きよう愕がくし、ルートは言葉を失う。

　なにか武器を使った？　いや、そんな動きはなかった。

　そもそも、外部からの衝撃というより、内側から弾けたという方が近い。

　そんな殺し方ができる方法を、武器を、ルートは知らない。

「まさか……あなたは……」

　それでも、特務の兵として鍛きたえ上あげられた経験を持つルートは、混乱に陥おちいることなく、脳内でかろうじて理性が働き、一つの予測をはじき出す。

「宮きゆう廷てい賢けん者じや……ハヌッセン……？」

「ほう？」

　ルートの言葉に、女――ハヌッセンは、初めて彼に興味を持った目を向けた。

「よくわかったな。わたしは齢よわい百を超こえていると貴様らに噂うわさされているからな。この姿ではイメージに合わなかっただろうに」

　わずかに、くくくと、ハヌッセンは笑った。

「他に思い浮かばない……人間では不可能な人の殺し方ができるのは、人間の域を超えた術を知る者だけだ……」

　宮廷賢者ヨハネス・ハヌッセン――公王を含ふくめた、僅かな者しか会うことが許されぬという、謎なぞ多き人物。

　その存在には、非実在説も含めた、いくつもの真しん偽ぎ不明な噂があり、その中の一つに、「古いにしえに滅ほろびた〝魔ま法ほう〟の使い手である」というものがある。

　くだらない与よ太た話ばなしだと思っていた。

　しかし、考えうる可能性は、それだけだった。

「まぁそういうことだ。ゲーニッツめ、宮廷を……わたしの庭場をも荒あらした。だから、不本意ながら少しだけ力を貸してやることにしたのだ」

　言いながら、ハヌッセンは手をかざすと、それだけで火を近づけたマシュマロのように、どろりと鉄てつ格ごう子しを溶とかしてしまう。

「ゲーニッツの目的は、自身がこの国の王になることだ」

「王に？　そんな、むちゃくちゃだ……」

　たとえ軍事力を背景に王都を制圧しても、そんな権力簒さん奪だつのクーデターを、正規軍も、同盟国も認めるわけがない。

　それどころか、支し援えんの名のもとに軍を派遣し、ベルンを中心としての第二次エウロペア大戦が勃ぼつ発ぱつするだろう。

「無茶もなにも、ヤツめはそれをしようとしている。公王に禅ぜん譲じようを迫り、自分が新たなる王だと宣言させようとしている」

　形だけでも、公王によって宣言されれば、ゲーニッツの後うしろ盾だてとなっている貴族会議がそれを支持し、〝旧ワイルティア王家〟が定めた憲法も無視して、議会も解散させ、独立体制を敷しき、そして自分に従わぬ者たちを反乱軍として討とう伐ばつする……そういうシナリオなのだろう。

「だが、ここに来てヤツは一つヘマをした。押さえるべきはずの王室……公王を逃がしてしまった」

　王宮内には、緊きん急きゆう時じに備え、いくつもの脱だつ出しゆつ路ろが設けられている。

　親衛隊もその殆ほとんどを把は握あくして封鎖していたのだろうが、なにせワイルティア王宮は百年単位で増改築を繰くり返かえしている。

　記録にも残っていないような古い脱出路があり、それを使ったのだろう。

「公王は、今はゲーニッツの手元にはいないってことか……なら、どこに？」

「知らん。まぁ王都のどこかに潜ひそんでいるだろう」

　無責任な口ぶりだったが、ハヌッセンにとっては、公王すらその程度の価値しか無いという意味なのだろう。

（むしろ、この人は誰への義理で動いてるんだ……？）

　最初、ハヌッセンは「借りを返しに来た」と言っていた。

　この正真の魔ま女じよとも言える存在に、気き兼がねさせるという人物など、いよいよ思い当たらなかった。

「ともあれ、ゲーニッツに反はん撃げきするなら、それがヒントになるだろう。あとはまぁ、勝手にしろ」

「は、はぁ……あの、それと、その……俺に問うことって、そのことですか？」

　兵士たちが現れる前に、ハヌッセンは「問わねばならない」と言っていた。

「ああ、そうだ。それが一番言わねばならんことだったな。やれやれ、わたしも歳としか、二千歳さいも超すと、物忘れが激しくなっていかん」

「……………は、はぁ」

　二千歳という言葉が、冗じよう談だんなのか本気なのかも分からず、ルートはなんと言っていいか分からない顔をした。

「ほれ」

　ルートがそんな顔をしているうちに、ハヌッセンは一枚の紙を投げ渡す。

　それは、そこそこ上質ではあるが、さほど珍めずらしくない、メモ帳の一ページ。

　そこに、数字と記号の羅列が記されている。

「これは……？」

「キサマがスヴェンと呼ぶ者の前で、それを唱えろ。さすれば、そいつはゲーニッツの支配下から解放される」

「え―――!?」

　悪あく魔まの業わざでも用いたかのように、スヴェンを己の支配下においたゲーニッツ。

　その呪のろいを解く、明確な方法が存在したことに、ルートは驚き、そして希望の声を上げた。

「こんな便利なものがあったなんて……」

　喜びを通とおり越こして、拍ひよう子し抜ぬけしてしまうような話だった。

「ああ、そいつは〝リセットコード〟という。それを使えば、キサマがスヴェンと呼ぶ者は、全ての記憶を失う」

「え………？」

「記憶の全てがなくなれば、誰が主かなど関係ない。なにせ、全て真っ白になるんだからな」

　ルートのあずかり知らぬ事情だが、人間型猟兵機であるスヴェンのユーザー登録を書き換えたのが〝緊急制御コード〟だとしたならば、〝リセットコード〟は文字通り全てを初期化するもの。

　スヴェンが、スヴェンとなる前、工場で組み上げられたばかりの〝アーヴェイ〟の名すら与あたえられる前の、最初期に戻すためのものだった。

「そんな……スヴェンの……記憶が……？」

　トッカーブロートでの日々も、自分のことも、全て忘れてしまう。

　なかったことになってしまう――

「他に手段はないんですか……？」

　すがるような気持ちで、ルートは問うた。

「ない」

　しかし、賢けん者じやと呼ばれる女の返答は、至し極ごく冷れい淡たんなものだった。

「一つ、わたしの経験上、言ってやろう」

　少しだけ、ハヌッセンの表情に、人間味のある、憂うれいが浮かぶ。

「一度失ったものは、決して蘇よみがえらない」

　ハヌッセンの歳が、自身が称しようするように、二千歳を超すのかどうかはわからない。

　だが、彼女がかつて、かけがえのないなにかを失い、それが決して戻らないという事実を突きつけられた過去があるということは、伝わった。

「よく考えるがいい。時間はあまりないがな」

　それだけ言うと、ハヌッセンは、今度はルートに向かって手をかざした。

「なにを……？」

「これはオマケだ……行きたいところを頭に思い浮かべろ。そこに飛ばす」

「飛ばす……？　飛ばすって………!?」

　困惑しているうちに、ルートの周りの空気が――いや、空間がゆがんでいく。

「イメージを固めないと、雲うん散さん霧む消しようするぞ」

「そんな!?　急に、ええっと!?」

　言ってる間に、空間の歪ゆがみは広がっていき、体を包つつみ込んでいく。

　慌ててルートは、王都の中で、とりあえず安全が確保されている場所を思い出そうとする。

「さらばだ羽虫、せいぜいはげめ」

　ハヌッセンの最さい後ごの一言をきっかけに、ルートは独房から何処どこかへと飛ばされた。

「さて………約束は守ったぞ、〝魔ま導どう師し〟――」

　そして、己の術が成功したことを確かく認にんすると、次にハヌッセンは自分自身も、別の空間へと跳躍とばす。

　後には、誰もいない独房があるだけだった。







三章「鍵付きの本」







　王都市街地、ビリオンズ商会――社屋の一角で、ヒルデガルド・フォン・ヘッセンは、なにをするでもなく佇たたずんでいた。

「よう、退たい屈くつそうだな」

「！」

　そんな彼女に声をかけたのは、商会のドン、シャイロックである。

「あ、えっと……」

「飲むか、貴族サマには口に合わねぇかもしれねぇが」

　その手には、やすいマグに入ったコーヒーがあった。

「あ、えっと……いただきます」

　目を合わせることもできず、上手うまく礼を述べることもできず、さりとて拒きよ絶ぜつすることもせず、彼女はマグを受け取る。

（まいったな……どうしよう……）

　ヒルダは以前、目の前のシャイロックを誘ゆう拐かいし、脅迫した。

　エウロペアでは差別の対象となる事が多いドガ族の生まれを嘲あざけり、見下した。

　そのヒルダが、今はシャイロックの庇ひ護ご下にいる。

　上官の命令だったと言えばいいわけは立つのかもしれないが、それでも、彼女自身の、言いようのない居い心地ごこちの悪さは変わらない。

「そんな苦虫噛かみ潰つぶしたような顔するんじゃねぇよ。別に今さら、オメェを責めようなんて思ってねぇ」

　ズズズと、音をたててコーヒーをすすりながら、シャイロックが言った。

「自じ慢まんじゃねぇが、慣れてんだ。あのテのことは」

　齢六十を超す老人。彼を初めて見た時、ルートは歴戦の古参兵のような、底しれなさを感じた。

　シャイロックに従軍経験はない。

　しかし、偏へん見けんと差別に晒さらされながら、一代で世界屈くつ指しの大だい富ふ豪ごうになった男である。

　その、人間としての経験値の高さが、わかる者にはわかるのだろう。

「あとな、ジェコブに言われてな」

「ジェコブ……あの少年か？」

「ああ」

　ヒルダにとっては、シャイロック同様、同じく誘拐の被ひ害がい者しやであるジェコブは、話しにくい相手であった。

「あの人も今いろいろ大変なんだから、いじめないでくれって言われたんだ」

　苦笑いを浮かべつつ、シャイロックは言う。

「俺おれぁ、孫に甘あまいおじいちゃんなんでな？　ジェコブに言われちゃ、しょうがねぇ」

　決して確かく執しつがないわけではない、遺い恨こんがないわけではない。

　しかし、今はそれを責める気はない。

　プライドの高いヒルダに、「許す」と言っても、却かえって傷をなぞるだけ。

　だからこそ、あえてその言葉は避さけつつ、年長者だけが持てる、〝老ろう獪かい〟さで、老人は少女を慮おもんぱかった。

「事情は聞いたさ。まぁ、今まで寄っかかってたもんがなくなりゃあ、どうしていいかわからなくなるわな」

「………ボクは」

　昔の自分ならば、親衛隊に帰参し、犬のように取りすがり、ゲーニッツに慈じ悲ひを乞こうて、もう一度部下として使ってもらうように願っただろう。

　だが――

「ハイドリゲって、男がいたんだ」

　自分が表に連れださなければ――それがたとえ、〝伍ご長ちよう〟に扮ふんしていたゲーニッツの策略だったとはいえ――死ななかったであろう男。

「そいつに、最さい期ごに言われた。ボクは軍人に向いてないそうだ」

「そうかい」

　不思議と、その言葉を素す直なおに受け入れることができた。

　なにせ、今の彼女には原隊復帰を望む気持ちが、欠片もないのだ。

「一つ、老人からの助言だ」

　ふと、シャイロックは、そんなヒルダの心中を見通したように告げる。

「どうしていいかわからない時は、とりあえず動くことだ。相手と自分、二点だけでものを見ていたら、わかるものもわからなくなる。ちょっとでも動けば、〝三点目〟ができる。ものごとを、立体的に見られるようになる」

　一面から見ていると、一見それが長方形に見えても、実は円柱だった――ということは、よくある。

　悩なやみ、迷ってしまった時こそ、動けば活路が開けるかどうかは置いておいて、状じよう況きように変化を生むことができる。

「オメェさんはまだ若い。ってか、俺から見たら孫の歳だ。もうちょっと、色んな物を見るべきだ。それだけで選せん択たく肢しは増える」

「増えたら……ちょっとはマシになるのかな？」

「そらわからねぇ。でも、どん詰づまりでしゃがみこむよりは、マシだろ？」

　そう言って、シャイロックは不敵に笑う。

　それは、ほんの僅わずかでもしゃがみこんでいれば、途と端たんにすべてを失う鉄火場で人生を生きてきた男の、渡と世せいの術なのかもしれない。

　楽しいから笑うのではなく、笑うことで無理やりにでも己を昂たかぶらせ、危地を生き抜ぬく。

「なにかをする……なにをすればいいのかな……」

「なにをするかじゃねぇ、なにをしたいかだ」

　つぶやくヒルダに、シャイロックは言った。

「なにを、したいか……」







　あれは、いつの頃ころのことだったか――

　大陸暦……９１３年……そうだ俺がまだ、十代の前半の頃だ。

　第三種兵士として拾われ、ヴェアヴォルフとして任務をこなしていた頃だ。

「やぁ、ランガート、おつかれさん」

　ゲーニッツ!?　笑顔で、俺を出で迎むかえている。

「今回の任務も大変だっただろう？　まったく、くだらない仕事ばかりさせてしまって、悪いと思っているよ」

　くだらない任務……？

　ああ、そうだ。

　確か、どこぞの大貴族が、どこぞの貴族の奥おく方がたと不ふ倫りんした挙句、その仲をこじらせ、スキャンダルの証しよう拠こを新聞社に送ってやると言われたんだ。

　そのもみ消し仕事を、俺は命じられたんだ。

「これでいいの？　デカイ宝石だったけど」

　この声は……俺か。

　ええっと、確か……不倫相手にくれてやったという、家宝のネックレス……それが浮うわ気きの証拠だったんだ。それを屋や敷しきに忍しのび込んで盗ぬすみ出だしてきた。

「バレなかったか？」

　そうだ、あの時は……

「うん、屋敷の召めし使つかいに見られたよ」

「ダメじゃないか」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと殺しといたから」

　そうだ……あの時俺は、忍び込んだ屋敷で、まだ若い召使いに顔を見られた。

　顔を見られた以上、見み逃のがすわけには行かなかった。

　だから、殺した。

　即座に距きよ離りを詰つめ、心臓に銃口を押おし付つけ……人体サイレンサーだ。

　相手の体がクッションになって、音が漏もれない。

　一いつ瞬しゆんで、終わらせた。

「ああ、そうか。なら問題ない。むしろそっちの方がいいな」

　笑っている。ゲーニッツは、満足そうに。

　そう、不倫相手側も、すぐにネックレスがなくなっていることに気づくだろう。

　そして、誰が送り込んだ者が盗んだか、家の者を殺したかも、見当がつくだろう。

　次は自分の番になるかもしれないと恐きよう怖ふすれば、二度とバカな真似を犯おかさなくなる。

「このネックレス、どうするの？」

「ああ、そうだなぁ……ガメるか」

　俺の質問に、ゲーニッツは楽しげに答えた。

「どうせもう表に出せんシロモノだ。浮気と不倫と、もみ消しのために殺人まで犯させた証しよう拠こ品ひんだからな。むしろ返されても困るだろう」

　そう言って、一度は受け取ったそれを、俺に投げ返した。

「臨時ボーナスだ、ランガート。お前にやるよ」

　渡わたされたはいいが、俺は困惑した。というより、迷めい惑わくだった。

「いらないよ、こんなもの……食えるわけでもなし、売れば足がつくし」

　一応は大貴族が家宝として所有していたものだ、売れば捨て値で売っても、庶しよ民みんが一家四人が十年は食っていける額にはなるだろうが、この時の俺には、無用のシロモノだった。

「誰かやる相手でもいないのか？」

「いるわけないだろ」

　答えてから、俺は苦笑いを浮かべる。

　笑う――ああ、そうだ、この頃ころはまだ、俺は笑えていた。

　だが、なんだ……？　この、気持ちの悪い笑え顔がおは……

　まるで、自分以外の全すべてを……いや、違う。

　自分も含めた世界の全てを、分かった気になって、くだらないものと思っているような、この、腐くさった笑顔は……

「ならいいさ。私が預かっておいてやるよ。なんなら現金化もしておいてやる」

　やれやれとでもいいたげな顔で、ゲーニッツはネックレスを引き出しの中にしまった。

「金にできるなら、いまくれよ」

「お前の立場じゃ、預金口座も作れないのを忘れたか？」

　ヴェアヴォルフの衣食住は全て軍が賄まかなってくれたが、同時に、個人資産の所有が禁止されていた。

　それどころか、どこぞに金を隠かくし持もっているのがバレたりすれば、理由の如何いかんにかかわらず、〝処分〟される。

　従事する作戦の全てが機密扱あつかいのものばかりなため、ヴェアヴォルフが持つ情報は、ともすれば莫ばく大だいな金になる。

　他国の情報機関、もしくはアプヴェーアどもに知られれば厄やつ介かいなことになる。

　だから、そんな考えを抱いだかせないよう、小こ遣づかい銭せん程度の金ですら、厳しく管理される。

「いつか必要な時が来たら、お前の所に行くようにしておくさ」

「いつかって、なんだよ」

　ゲーニッツの言葉に、俺はくだらなそうに笑った。

「俺はヴェアヴォルフだぞ？　死ぬまで誰かを殺し続ける。そういうように、アンタらが作ったんじゃないか」

　ヴェアヴォルフになるまでに、訓練生の半分は死ぬ。

　なった後も、気付いたらいつのまにか、見知った顔がいなくなる。

　そんな中で、「いつか」なんて言葉は、ひどく現実味がなかった。

「ランガート……お前には、夢はないのか？」

「はぁ？」

　しかし、そんな俺に、ゲーニッツはさらに素すっ頓とん狂きようなことを聞いてきた。

　明日の自分もわからぬ者に、そんな言葉、意味が無い。

「バカなこと言わないでくれよ。俺は生きるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。食うために、死なないために、それだけのために生きているんだ」

　そう、この頃の俺は、ただ生きるために必死だった。

　少しでも死ぬ確率を下げるためだけに、少しでも生き延びられる確率の高い石に飛び移るような毎日だった。

「そうだな。人間は、まずは生きるために生きる。死なないため……と言ったほうが正しいか……だが、いずれそれにとどまれなくなる」

　普ふ段だん、笑えみを浮うかべているゲーニッツが、この日は真しん剣けんな顔になっていた。

「いずれ生きるために生きるのではなく、何かを為なすために生きたいと願うようになるだろう。人というものはそういうものだ」

　この時の俺には、ゲーニッツがなにを言いたいのかわからなかった。

　ただ、一つ浮かんだ疑問を、そのままぶつけた。

「アンタにはあんのかよ、その夢ってやつが」

「あるさ、当然だろ。私を誰だと思っている」

　先さき程ほどまでの真ま面じ目めな顔はどこへやら、人を喰くったような笑みを口元に浮かべる。

「私の夢は、王となることだ」

　臆おく面めんもなく言い放ったその一言に、俺は、笑うのも通り越して呆ぼう然ぜんした。

「今でこそ、貴族連中の汚よごれ仕事に甘んじているが、いつまでもこんなことを続けている気はない。いや、むしろ、これこそが後の躍やく進しんの材料となるのだ」

　知っている。

　この時は、ゲーニッツのもとに舞まい込む任務は、誰もやりたがらない汚れ仕事ばかりだった。

　頼たのめば適切に処理してくれるとあって、軍上層部だけではなく、政治家や貴族、大商人まで、ありとあらゆる依い頼らいが舞い込んだ。

　しかし、醜しゆう聞ぶんの処理ということは、同時に、同じ数だけ弱みを握にぎっているということだ。

　それらを足がかりに、この時大たい佐さだったゲーニッツは、数年後には准じゆん将しようにまで出世する。

「はっ……いいんじゃないのか、別に、好きにすれば」

　だが、この時の俺には、この男のそこまでの思考には気づいていなかった。

　誇こ大だい妄もう想そうか、夢想家か、それとも両方か、そんな風に思った。

　だが、どこかで、こいつならやりかねないとも思っていた。

「そん時でも俺は変わらないさ。アンタの道具となって、下された命令を実行するだけだよ」

　だから、こんな風に返してしまった。

「どうせ道具としてしか生きられないんだ。なら、王様の道具になるのも悪く無い」

　そう言って、俺は皮肉げに笑った。

「なるほど……そうか、なら、お前が用いられるに恥はじぬ者になってやろう」







「ルート……ルート！」

「……………！」

　目が覚めた時、ルート・ランガートがいたのは、市街地にあるビリオンズ商会だった。

「なんで……ここに……？」

「それはこっちが聞きたいいよ」

　あきれたように言ったのは、留守番をしていたジェコブだった。

「一体、どうやって戻もどってきたの？　朝外に出たら、建物の前で倒たおれていて……大おお慌あわてで中に入れたんだよ」

　ルートが横になっていたのは、商会内の応接室のソファー。

　大おお柄がらな彼かれの体では、三人がけのソファーでも幅はばが足りなくなっている。

「ああ、そうか………」

　すでに夜は明けて、窓から見える太陽は高い。

　たちの悪い二ふつ日か酔よいのような頭を押おさえながら、ここまでの経けい緯いを思い出す。

　突如現れたハヌッセンに、空間跳躍の魔法をかけられた。

　咄とつ嗟さにイメージした「王都内の安全な場所」がここだったのだ。

「ど、どーしたんだ……？　なんか、顔、青いぞ……？」

　ジェコブと同じく、彼を見ていたのであろう少女、ミリィが心配そうに言った。

「ん……いや、ちょっとね」

　奇き妙みような術によるものか、昔のことを思い出していた。

（アイツは、本気だったんだな……）

　古き日に、ゲーニッツが語った、てっきり冗談か誇大妄想と思っていた内容が、今、現実のものとなろうとしている。

「それに、スヴェン……」

　ポツリと、思わず言葉を漏らしてしまう。

「スヴェン？　会えたの？　スヴェンに！」

　それを聞いたジェコブが、興奮した面おも持もちで尋たずねる。

「あ、えっと……」

　しかし、なんと言って答えればいいか、わからなかった。

　スヴェンは今や〝緊きん急きゆう制せい御ぎよコード〟とやらの力で、心を変えられてしまい、解放する手立ては、全てを無くす〝リセットコード〟だけという事実。

「いや、会えなかった……結局、逃にげ帰かえることしか、できなかったよ」

　顔をそらし、小さな嘘うそを吐つく。

「そっか……」

　ルートの態度のおかしさに、わずかに違い和わ感かんを覚えながらも、ジェコブは悲しそうに目を伏ふせた。

「だけど……なにも、収しゆう穫かくがなかったわけじゃないんだ」

　ルートは、ハヌッセンに告げられた、もう一つの情報を語る。

「公王に王位を譲ゆずらせるって……とんでもないこと考えてるなァ」

「無む茶ちや苦く茶ちやだ」

　ジェコブだけでなく、ミリィでも理解できるほどの暴挙である。

「ああ、だがアイツはやる気なんだろうな」

　それは無む茶ちやであり暴挙である。

　だが、だからこそ隙も生まれる。

「でも、まだ公王の身み柄がらまでは押おさえていないんだ」

　全ての札を持ってるゲーニッツだが、肝かん心じんな一枚が宙に浮いている。

　それをこちらが手にすれば、挽ばん回かいの目が出るだろう。

「でも、どうやって探すんだよ？」

「う～ん……」

　ジェコブの質問ももっともだった。

　百万都市ベルンの中に紛まぎれ、姿を隠している一人を見つけ出すなど、どうしょうもない話である。

「なにかいい手はないかな……そういえば、レベッカはどうしたんだ？」

　昨夜、先に脱出したはずの彼かの女じよの姿が、見当たらなかった。

「あの女なら、戻ってきてないぞ。お前といっしょだと思ったんだが」

　室外から話を聞いていたのか、ヒルダが扉とびらを開きながら言った。

「話は聞かせてもらった。中ちゆう将じよう閣下は、王になろうとしてらっしゃるのか……」

「ああ、それも、本気だ……」

　今まで、そこに真しん実じつ味みを感じなかったが、昔の会話を思い出し、ルートは確信を覚えた。

「あの女……スヴェンを連れ帰るには、中将閣下の野心を砕くだかねばならないんだよな」

　しばし、ヒルダは辛つらそうな顔をした。

　彼女にとっては、ほんの数日前まで、崇すう拝はいに近い尊敬の対象だった相手なのだ。

「ヒルダ、君になにかしてくれとは言わない。ここまで来るのに手を貸してくれただけで十分だ」

　そんな彼女を慮って、ルートは言う。

　すでに、ヒルダは散々つらい目に遭あってきた。

　これ以上は、申し訳ないにも程ほどがある。

「先にこちらが公王を押さえれば、閣下に対してイニシアチブが取れるよな」

「え？」

　しかし、ヒルダの返答は、彼の想像にないものだった。

「すぐに、シャイロックに頼んで、公王の情報を集めてもらおう。どんな相手かわからないんじゃ、探しようがないからな」

「待ってくれ、えっと……」

　当たり前のように、ルートに味方することを――ゲーニッツと敵対することを選ぶヒルダだった。

「別にボクは中将閣下に逆らうわけじゃない。最後に仰おつしやられたからな、『好きにしろ』って」

　オーガンベルツでの邂かい逅こうの場において、散々ヒルダを欺あざむき続けていたゲーニッツは、「もういらない」「好きにしろ」と言って立ち去った。

「正直に言う、前みたいに、お前のことを殺そうだとか、そんな気持ちはない……その、悪いことをしてしまったと、後こう悔かいしている」

「ヒルダ……？」

「ただ、それでもボクは親衛隊としての矜きよう持じがないわけでもない」

　ルートやスヴェンとの出会い、ハイドリゲの死、ゲーニッツの裏切り……様々なものはあったが、それでいきなり割り切れるほど、人間は単純ではない。

「そうだな、わかるよ」

　そして、それはルートにとっても他人事ではなかった。

　ヴェアヴォルフとして育ち、ラプチュリカの惨さん劇げきを引き起こしてなお、それでも彼は、すぐには軍人としての生き方を捨てられなかった。

「パン屋になりたい」という夢を見つけるまで、数年の時を必要とした。

　今のヒルダにとって、まさに今がその状況なのだろう。

「だから、ボクは今するべきこと――じゃなくて、今一番やりたいことをすることにした」

「それは……一体？」

　ルートの問いかけに、ヒルダは、やややけくそが入り混じった顔で、ふんと鼻息を鳴らす。

「中将閣下を、一発ぶん殴なぐる」

「はぁ？」

「あれだけ好き放題やられたんだ！　いくら上官だからって黙だまってられるか！　一発くらい殴ったって許されるはずだ！」

　ゲーニッツにいいように使われたのは、己おのれの未熟と非才によるものだということは、ヒルダも十分わかっている。

　だからといって、正体を隠して、自分の愚ぐ行こうをあざ笑い続けられるという屈くつ辱じよく恥ち辱じよくの極地は、逆ギレの一つもしたくなる話だった。

「だけど……ボクの力じゃ、中将閣下には届かない。だから、お前を使う！　ボクも手を貸してやる。なんだってしてやる！　だから、一発ボクの代わりにぶん殴っといてくれ！」

　真っ赤な顔で怒ど鳴なりつける少女には、それこそ、怒いかりもあるのだろうし、悔くやしさもあるのだろうが、もう一つ、決して小さくないものも見えた。

「あとまぁ、アイツに借りも返さないと、気分悪いしな……ほら、ボク義ぎ理り堅がたいから」

　言って、気き恥はずかしそうにヒルダはそっぽを向いた。

　彼女の中にある、もう一つの行動理由。

　それは、スヴェンを助けたいという気持ちなのだろう。

　奇妙な話である。

　一度は、殺そうとした相手であり、スヴェンもまた、ヒルダを殺すことも躊ちゆう躇ちよしなかった時期もある。

　だが、先の一件で、ペルフェ解放同盟の残党に囚とらわれたヒルダを救ったのは、スヴェンだった。

（ひねくれ者で、頑がん固こなところとか、意外にこの二人は似ているのかもしれないなぁ）

　なんとなく、ルートはそう思った。







　ワイルティア公国、王宮――その一角にある、正規軍司令本部。

　本来は国防の最重要拠きよ点てんとされているはずのその場は、ひどくガランとしていた。

「やってくれたもんだ」

　司令部指揮所の椅子に座すわるは、正規軍のトップ、エルヴィンだった。

「あくまで、反公国分子が一いつ掃そうされるまでのご辛しん抱ぼうです」

　その背後にはゲーニッツが立っていた。

　彼の階級は中将、対してエルヴィンは元げん帥すい。

　正規軍と親衛隊の違ちがいはあれど、階級差故に、ゲーニッツは慇いん懃ぎんに振ふる舞まう。

「反公国分子なぁ……そんなのがどこにいるんだか」

「全くです。どこにいるかわからぬ者たちゆえ、小官たちも全力で取り組んでおりますが、なかなかそれも難しく。自身の非才を痛感しております」

　バカ丁てい寧ねいな口ぶり、それすらも腹が立つ。

　おそらく、いや間ま違ちがいなく、そうすればこちらの神経が逆なでできるとわかった上でやっているのだからたちが悪い。

「兵器開発局の連中が反政府組織とつながっていたらしいな」

　親衛隊が王都を封ふう鎖さしたその朝、エルヴィンはその事実だけを告げられ、司令本部の一いつ切さいの機能を凍とう結けつさせられた。

　さらに言うならば、エルヴィン自身の職権の一切もである。

　戒かい厳げん令れい下――治安維い持じという理由だけで、外部との連れん絡らくの一切を封ふうじられたのだ。

　それどころか、エルヴィン自身の移動や他者との面会も、である。

　すでにもう彼は、四日近く、司令本部に幽ゆう閉へい同然の身となっている。

「全くです。許されざることです。私の部下も、かなりの数が犠ぎ牲せいになりました。悲しいことです」

　言葉とは全く合っていない涼すずしい顔で、ゲーニッツは言う。

「その証拠は？」

「ございます」

「では見せてもらおう」

「治安維持上のやむを得ない事情につき、開示はできかねます」

　証拠などあるわけがない。わかった上で、エルヴィンは問うが、ゲーニッツもまた、それがバレていることを承知で答える。

（相変わらず腹が立つな、こいつのこういうとこは）

　顔には出さず、心の中でエルヴィンはつぶやく。

　社会には法律があり、国家には憲法がある。

　そして軍隊には軍律があり、全ては法のもとに制御され、不正が行われないようになっている――という幻げん想そうを、人は抱きがちである。

　確かに、一個人においては、それは間違いではない。

　しかし、国家単位となると話は変わる。

　法というものは、根本的に、その法を施し行こうする側の力が担保となっていればこそ正しく回るのだ。

　わかりやすく言えば、「強いヤツが決めた決まりだから守られる」なのだ。

　国際法が存在しても、発言力の強い国家が行えば、侵しん略りやくでさえ、「平和維持のための武力介かい入にゆう」と呼ばれる。

　ゲーニッツは王宮を押さえ、王都を手中に入れている。

　その状態の者が言えば、それに合わせて法が曲がるのだ。

（こいつは法治国家の仕組みってのを熟知している。法を守るコストも、法を破るリスクも、どちらも取らず、法をくぐり抜けるスキルを持っている）

　エルヴィンやソフィアを始めとした正規軍は、あくまでも職業軍人である。

　だが、この男は違う、軍人の皮を被かぶった政略家なのだ。

　故に、常に裏をかかれ、主導権を握られる。

「ああそうかい。わかったよ。じゃあこれ以上俺がいうことはなにもない。さっさと帰って、その〝反公国分子〟とやらをとっ捕つかまえてくりゃいい」

　憎にく々にくしげに返しつつ、エルヴィンは傍かたわらにある文庫本を取る。

　ワイルティア軍最高司令官の彼だが、趣しゆ味みは読書なのだ。

「公王をどこに隠しました？」

　そこに、間かん髪はつ容いれずに、ゲーニッツは本題に切り込む。

「なんの話だ？」

　だが、エルヴィンはわずかにも表情を変えない。

　文庫本に挟はさんだしおりを丁寧に取り、よどみない動きでページを開く。

「王宮を反公国分子より守るべく、兵を派は遣けんしたところ、公王の姿がありませんでした」

　ゲーニッツが自己に王権を禅ぜん譲じようさせるべく、王宮に兵を進めた。

　ろくな抵てい抗こうはなかった、無抵抗と言っても良かった。

　なにせ、王宮を守るべき親衛隊が牙きばを剥むいたのだから。

　だが、その目的の公王の姿はなかった。

「知らんなぁ、俺になにができるよ」

　しかし、その段階では、すでに軍司令部も押さえられ、まともに考えれば、エルヴィンがなにかできたとは思えない。

「ワイルティア王宮は、増改築を繰くり返かえした結果、把は握あくされていない抜ぬけ道みちのたぐいが多くあります」

「らしいな」

「あなたはそれらも把握していたのでは？」

　把握していないものの把握――詳しよう細さいを掴つかんでいるという事実そのものを隠すことで、時に相手の動きを読み、虚きよをつくことができる。

〝謀ぼう神しん〟とまで呼ばれ恐おそれられたエルヴィンなら、やりかねない話であった。

「買いかぶり過ぎだ。お前さんらが王宮に来て最初にやったことは、司令部の占せん拠きよ――とっとっと……保護だったよな？」

　わざとらしく、相手を揶や揄ゆすることも忘れないが、その程度で目の前の美青年の面の皮は傷つかない。

「例えば――あなたは、はるか以前から、〝今回の〟状況が起こることを予見し、公王にいざというときの逃にげ場ばを伝えていたということはありませんか？」

「俺は予言者でも占うらない師しでもねぇよ」

「そうですね、でもすぐれた戦略家だ。頭のいい人間というのは、ある程度未来が分かるものです」

「そんなことがわかってりゃあ、先に〝今回の〟状況にならないように手を打つと思わないか？」

「思いませんね。あなたが暗あん躍やくするのはいいが、軍が組織的に動けば、我々親衛隊はあなたを、なんらかの反乱活動を企たくらんでいると、〝今回の〟一件の首謀者と疑いかねませんから」

「確かになぁ、そうなれば、お前らは俺を殺せちまうものなぁ。たとえ間違いだったとしても、〝しょうがなかった〟と言い訳できちまうもんなぁ」

「ええ、我わが国くにの偉い大だいなる英えい雄ゆうを、この手にかけるのはあまりに忍びないですからね」

「ゲーニッツ……お前さんは優ゆう秀しゆうだ、間違いなく、この国で――否いや、この大陸でも一番の知ち恵え者しやかもしれん。そんな御お方かたの裏をかこうとすれば、手は限られるな」

「過分な評価、痛み入ります」

　両者は、口調だけならば、まるでカフェでたまたま出会った歳としの離はなれた同どう僚りよう同士が、世間話をしているような、和なごやかさすら感じさせるものだった。

　しかし、双そう方ほうの目には、鋭するどい、互たがいを探さぐりあう、殺気にも近い光が宿っている。

　それはまるで、超ちよう近きん距きよ離りでの刃やいばのぶつけあいにも似ていた。

「公王陛下の居場所、教えて頂けませんか？」

「知らないものは教えられんな」

「ならば、思い出して頂けませんか？」

「しつこいねェ、色男」

「今思い出して頂ければ、あなたにも損はないですよ」

「ほう――」

　すぅっと、それまで笑顔だった――というよりも、笑顔にも見える形にすぼめていたエルヴィンの目に、鋭さが増した。

「まさか、新しく就く王様の子分にしてくださるなんて、馬ば鹿かな冗じよう談だん言いやしないだろうな？」

　それまで腰こし掛かけていた椅い子すから立ち上がり、鋭い眼光をゲーニッツの目と鼻の先にまで近づける。

　エルヴィンの体たい躯くは、頑がん強きようを誇ほこるワイルティア人としては、どちらかと言えば小こ柄がらな部類に入る。

　しかし、その双そう眸ぼうが放つ凄すさまじい気き迫はくは、二回り上回る大男すら屈くつ服ぷくさせるほどの力を孕はらんでいた。

　喩たとえるならば、それは、エイジア大陸に生息するという、「神の獣けもの」とも恐れられる、虎テイーガーのようであった。

「了りよう解かいしました」

　その気迫を前にしてなお、ゲーニッツの笑みはかげらない。

　だが、彼にこれ以上の交こう渉しようは不可能と思わせる効果はあったのか、「話はここまで」と言わんばかりに手を挙げると、背を向けて退室しようとする。

「なにか思い出されましたら、外の私の部下に仰ってください。いつでも結構ですので」

　それでも、最後にそう言い放つのを忘れはしない。

「公王の居場所を教えなければ、このまま幽閉し続ける」――

　ゲーニッツはそう宣告したのだ。

「はっ……」

　だが、エルヴィンは応じることなく、ドッカともとの椅子に座り直すと、再び文庫本を読みはじめた。

「失礼」

　返答が戻ってくることなど欠片かけらも期待しない素そ振ぶりで、ゲーニッツは指揮所を退出した。

「……………………」

　しばし、数分間、エルヴィン一人だけの指揮所の中に、文庫本のページをめくる音だけがする。

「さぁ～て……どうすっかね」

　ゲーニッツの予想は、全て当たっている。

　いずれ必ず蜂ほう起きするであろう親衛隊に備え、侍じ従じゆうたちにも伝えず、秘ひ密みつ裏りに公王に脱だつ出しゆつ路ろを教えた。

「ここまでは、計画通りだったんだがなぁ～……」

　だが、その後が問題だった。

　公王に逃げるように伝えたのは、王宮の北東にある、王立兵器開発局だったのだ。

　彼かの地ちは、王都内にある、数少ない正規軍の拠点の一つ。

　少数ではあるが、正規軍の将校であるソフィア率いる警備隊が詰めてる。

　ましてや、親衛隊が敵に回したくない人物筆頭である、稀き代たいの天才科学者ダイアン・フォーチュナーがいる。

　あそこならば、ゲーニッツも手出しはできない、そう踏ふんでいた。

「まさか最初に落とされるとはな……それどころか、反乱の首しゆ謀ぼう者しや扱あつかいったァ、どういうこった？」

　ゲーニッツの行動はある程度読んでいたが、それでも、こんな力業に出るとは予想の範囲を超えていた。

「危険を冒おかしてでも、手に入れれば状じよう況きようを一変させるものがあったってことか……ったく、あの学者先生め」

　ダイアンの秘密主義が、エルヴィンの計画を土ど壇たん場ばで狂くるわせた。

「知らないものは教えられない」――そう言ったのは、心からの本心である。

　エルヴィンは今、公王がこの王都のどこにいるか、皆かい目もく見当がつかないのだ。

　なので、いかにもなにかありげな、まだ重要な切り札を持っているというていで、気迫でごまかした。

　手持ちのカードがないときは、ハッタリでごまかす。

　これも、エルヴィンの兵へい法ほうであった。

「とはいえ、それもそう長く保たねぇな」

　ハッタリをかけるにしても、相手が悪すぎた。

「あ～あ……なんであんなのが同じ国の軍人にいるのかねぇ。敵だったらさっさとぶっ倒す事もできたのに」

　額を抑え、エルヴィンはしばらく、ぶつぶつとつぶやきながら、今後の手を思案する。

「アイツに期待するしかねぇな……」

　気が進まない事この上ないという表情で、エルヴィンは持っていた文庫本をテーブルの上に置くと、その下の引き出しを開く。

　そこには、武器こそ無いが、ペンやらメモ用紙やらインク壺つぼに交ざって、一冊の革かわ装そう丁ていの本があった。

「上手うまくやってくれりゃいいんだがな」

　一見するとただの古ぼけた本。

　奇妙な点があるとすれば、小さな鍵かぎつきの金具が付いており、勝手に読めないようになっている。

　その小さな鍵穴に、エルヴィンは、胸ポケットにしまっていた、小さな鍵を差し込む。

　カチャリと、やはり小さな音を立てて、本は開いた。







四章「じゃがいも好きの無能な王さま」







　人間型猟りよう兵へい機きに、睡すい眠みんは必要ない。

　彼女たちが意識を失うことがあるとするならば、それはセルフメンテナンス時の、休止状態くらいであろう。

　そしてそれすらも、彼女たちは自己でオンオフを操作できる。

　ましてや、夢を見ることなどありえない。

（なんですの……？）

　だが、この時、スヴェルゲン・アーヴェイは、夢を見ていた。

「………………!!」

　暗くら闇やみの中、まどろむ自分の意識が、沼ぬまの中に浮かぶように存在している。

　そのはるか向こうに、何かが見える。

　見えるというより、感じる。

「………………!!」

　誰だれかが喚わめいている。なんと言っているかわからないが、ひどく耳みみ障ざわりだった。

　何かが喚けば喚くほど、スヴェンはイラ立だった。

　矛む盾じゆんした話である。

　なにを言っているのかわからないのに、言われて腹が立つのだ。

　彼女は、自分の意識を、声の主の方に向かって進めようとした。

　意識だけの存在のはずなのに、ひざ上まで沼の中に浸つかったような感覚で、少しずつ、声に向かって近づいていく。

「…………か……じさま……なんて……！」

　近づけば近づくほど、声ははっきりしてくる。

　それでも、なんて言っているのかはわからない。

　わからないが、わからないのだが、激しくイラつく。

　なぜ自分がこんなにイラ立つのかもわからない。

　わからないが、それでも、己の心中に芽生えたイラ立ちを言葉にするならば、この一言がふさわしいかもしれない。

「こっちの苦労も知らないくせに!!」――

　どういう意味かわからなかった。

　苦労？　苦労とはなんだ？

　自分は一体なにを苦にしているというのだ？

　そうしているうちに、声の主の、目の前にまでたどり着いた。

　距きよ離りの概がい念ねんなどない、夢の世界なのだが、とにかく、目の前だ。

「なんて………おろか……あるじさ……！」

　声の主が何を言っているのか、よく聞き取ろうと、意識を傾かたむける。

　そして、まるでその瞬しゆん間かんを狙ねらいすましていたかのように、声の主は、おもいっきり大声をスヴェンの耳に叩たたきこむように、放った。

「今度主さまに危害を加えてみろ！　絶対に許さない！　たとえ、わたくしであっても！」

　その声の主の姿を、スヴェンの意識は、視覚ではなく、精神で認にん識しきする。

　そこにいたのは、自分だった――




「はっ――!?」

　目が覚めた時、スヴェンは最初、自分がどこにいるのかわからなかった。

　ゆっくりと、記き憶おくを戻す。

　ここは、ワイルティア王宮、親衛隊指揮所の一角、ゲーニッツの執しつ務む室しつ。

「わたくしは……なにを……あれは……ん………」

　記憶に靄もやがかかったように、どんな夢を見ていたのか、思い出せない。

　しかし、よほど気がかりな夢だったのか、心臓――否、彼女の心臓にして脳でもあるレザニウムリアクターが、奇妙な鼓こ動どうを刻んでいる。

「驚おどろいたな、君たちも、眠ねむり、夢を見るのかね」

　部屋にいたのはスヴェンだけではなかった。

　ゲーニッツ――今の彼女が、主と信じて疑わぬ男がそこにいた。

「も、申し訳ございません主さま！　お迎むかえにも上がらずに、惰だ眠みんを貪むさぼってしまいました！」

　慌あわてて、謝罪をする。

　働いている主の横で、従順なる下げ僕ぼくである自分が休みを取るなど、許されることではないと思ったのだ。

「いや、気にせず……今戻ってきたところだよ」

　片手を上げ、それ以上気に病やむことはないと示し、ゲーニッツはソファーに腰掛ける。

「エルヴィン元帥の所に、行かれていたのですか？」

「ああ」

　ゲーニッツの所用は、スヴェンも聞かされている。

　いまだ見つからぬ公王の手がかりを得るため、エルヴィンの元に赴おもむいたのだ。

　なにせ、海千山千の智ち将しよう。半はん端ぱな者では……いや、それなりの知ち恵えを持つ将官でも、彼の前では子供扱あつかいされる。

　数万、数十万という兵力を持つ親衛隊をもってしても、エルヴィンと渡わたり合あえるのはゲーニッツくらいだろう。

「残念ながら、あまり収穫はなかったがね」

　ちらりと、執務室の窓から見える、王都の景色を眺める。

　王都の封鎖は、正規軍を始めとした敵対勢力を「入れない」ためでもあるが、なにより逃げ出した公王を「出さない」ためのものでもある。

　この街のどこかに、間違いなく公王はいるのだろうが、手がかりがない。

「やはり、何処どこかの大使館に逃げ込んだのでしょうか？」

　スヴェンが尋ねる。

　大使館内部は、その国の一部として扱われる。

　戒厳令を発し、人の出入りを禁じ、王宮まで支配下に置いた親衛隊といえども、入り込むことはできない。

　それはすなわち、他国への武力侵しん攻こう、宣戦布告と同等の意味をなすからだ。

「いや、それはありえない」

　逃げ込んだら、公王個人は安全を確保できるだろうが、その瞬間に、その逃げ場となった大使館の国は、大義名分を得る。

「反乱軍に支配された、ワイルティアを武力をもって解放する」という名分を。

　そうすれば全すべては終わりである。

　各国が正義の名の下に軍隊を派遣するだろう。

　親衛隊から王都を解放させる事ができたとしても、その後、保護の名のもとに軍隊が駐ちゆう留りゆうし続けて、様々な名目でワイルティアの政治に介入し、ありとあらゆる利権を吸い取る。

　世界最大の大国は、十年保たずして骨の髄ずいまで搾しぼり取とられるだろう。

「各国大使館は監かん視ししているが、公王を手中に入れて浮うき足あし立だっている様子が見られない……そちらには駆かけ込んでないようだ」

「左様でございますか。そこまで愚おろかではなかったということですわね」

　今のスヴェンにとって、全てに優先するのは、主と認識する目の前のゲーニッツだけ。

　それに比すれば、たとえ公王といえども、「その他大勢」である。

「ああ、そうなんだ。愚かじゃなかったんだよ」

　口元に手を当て、思し索さくするゲーニッツ。

　ワイルティア公王の、ここ数代の評価は、よくも悪くも、「無能」であった。

　先々代など、「無能」であったからこそ、宰さい相しようビストにほぼすべての実権を渡し、独裁一歩手前の強きよう硬こう的てきな富国強兵策が実を結び、ワイルティアは繁はん栄えいした。

　だが、その無能なはずの公王が、誰の助けも得られない危機的状態で、軽けい率そつに他国に助けを求めないという、冷静な判断を下している。

（意外に……無能では、ない？）

　無意識のうちに、ゲーニッツの口元から、笑えみが消えていた。







　一方、王都市街地、ビリオンズ商会では、シャイロック老によってかき集められた、公王についての情報の解かい析せきがようやく終しゆう了りようした。

「じゃがいもが好き……？」

　その解析結果を前に、ジェコブはあきれた声を上げる。

「しこたま調べあげて、分かったのそんだけって、ワイルティアの王さまどんだけ自己主張無いのさ！」

　ジェコブが言うのも無理は無い。

　公王についてわかったことは、公式データとして、現在十九歳、即そく位いして十三年。

　男性で、名はヴィルヘルム三世――正式名は、バルザール・ヴィルヘルム・ナイティリア・フォン・ワイルティア。

　これが公式に伝わる、公王の情報である。

　そして、それ以外にわかったことは、「じゃがいもが好き」ということだけだった。

「写真もねーのな、この王さま」

　集めてもらった資料――新聞のスクラップや、官報などには、公王の姿を写したものがないのを確かく認にんし、ミリィが言う。

「陛下の写真の撮さつ影えいは、不敬ということで禁じられているんだ」

　ペルフェ生まれの二人と違い、王都育ちのワイルティア人であるヒルダが答える。

「ルートはさ、会ったこと無いの、王さまに」

　先の大戦で、数多くの戦功を上げたルート。

　伝説のエースパイロット、ブリッツドナー程ではないにしろ、相応の数の勲くん章しようを授じゆ与よされている。

　その叙じよ勲くん式しきには、叙勲者である公王がいるはずなのだ。

「う～ん……一応拝はい謁えつはしたけど、カーテン越ごしだったからね。顔は見てないよ」

「なにか話しかけられた？」

「ん？　確か……〝大儀〟だったかな」

　ジェコブに問われ、頭をひねりながら数年前の式典のことを思い出すが、出てくるのはそれだけ、記憶にも残りづらい一言だけだった。

「そんだけ!?　やる気あんのかよ王さま！」

「しょうがないよ、公王陛下は、〝三公〟って言われているくらいだから」

「どういう意味だよ」

　ルートの言葉に、首をひねるミリィ。

「〝左様か〟〝よしなに〟そして〝大儀〟、この三つしか、口にしないんだ。あとは儀ぎ典てん局きよくや宮きゆう廷ていの侍じ従じゆう長ちようが代弁する。一日なにもしゃべらないってのも珍めずらしくないよ」

「税金でメシ食ってるくせに怠なまけ者ものにも程があるぞ！」

　まだ十四歳で働きに出て、毎日汗あせ水みず流して食くい扶ぶ持ちを稼かせいでいる少女からしたら、腹立たしいにも程がある話だった。

「いや、それがそうでもなくてな……『君臨すれど統治せず』って言葉、知ってるかい？」

「ううん」

　ワイルティアのみならず、エウロペア大陸の先進諸国家の多くは、立憲君主制である。

　立憲君主制とは、簡単に言えば、「王様が頂点にいるものの、基本的に政治や国家運営は議会や政府が行う」というものである。

「王様は一番偉えらい人だけど、議会の決定や大臣の就任を承しよう認にんするだけで、直接政治には関かかわらない。というか、王室の権けん威いをもって、政府にお墨すみ付つきを与あたえる役なんだ」

　君主主体による絶対王政は、一見すれば無む駄だな手続きや余計なしがらみがない分、ことが早く進みそうに見えるが、その権力に見合う能力のないものが王となれば、一代で国を滅ほろぼしかねない危険がある。

「王様は一番偉い人、その人が認めたことだから、その決まりは守りましょう……っていう感じかな。だから、王様の発言や行動はある意味、すごくデリケートなものになる」

　権威の持ち手である王が、個人の趣しゆ味み嗜し好こう、好すき嫌きらいを表に出せば、そこに〝公おおやけ〟の価値が生じてしまう。

　例えば、一冊の小説があったとしよう。

　それがおもしろいかおもしろくないかは別として、「良い」か「悪い」かは、人によって異なる。

　だが、王が特定の一冊を「良い」と言ってしまえば、それが「良い」ものになってしまう。

　思想や信条や主義や宗教、不偏的なはずのそれが、普ふ遍へんになってしまう。

　それは、ともすれば、〝心〟という、もっとも人の自由であるべきものまで支配されかねない、危険をはらんでいるのだ。

「王様は、自分の好き嫌いも滅めつ多たに言ってはいけないんだ。何かを好きと言えば、それ以外の別の物は嫌いだってことにされてしまう。本人の望む望まざるにかかわらずね」

　ましてやワイルティアは、多くの植民地、支配地をもつ大国である。

　その国の王となれば、それこそ、口にできるのは〝左様か〟〝よしなに〟〝大儀〟の三つしか残らなくなるのかもしれない。

「でもだからこそ、この他た愛あいない情報が意味のあるものになるんだ」

　調べて調べて、分かったことは、公王はじゃがいもが好き、ということだけ。

　だが、滅多に自分の嗜し好こうを明かせない者が、それでもなお口にした自分の好きな食べ物。

「これは使えるかもしれない」




　じゃがいも――今から四百年ほど前に、新大陸ノアからエウロペア大陸に持ち込まれたという植物。

　でんぷんを多く含ふくみ、栄養価も高く、痩やせた土地でも収しゆう穫かくできることから、農業技術が発達する前などは、多くの人びとの食の命いのち綱づなとなった。

「というわけで、じゃがいものパンを作ろう」

「いやいやいや」

　数時間後――厨ちゆう房ぼうにて、山と積まれたじゃがいもを前に腕うでまくりするルートに、ジェコブがツッコむ。

「なんでいきなりパン作りになるんだよ!?」

「だって、俺おれ、パン屋だから……」

「知ってるよ！」

　場所は、ビリオンズ商会の社員食堂。

　ワイルティアでも一、二を争あらそう企き業ぎようの食堂だけあって、数百人の社員の胃い袋ぶくろを満たすそこは、そんじょそこらのレストランの厨房にも負けない設備と材料がそろっていた。

「ねぇルート……アンタがパン屋なのはわかっているけどさ。公王サマがじゃがいも好きだからって、じゃがいものパン作ってどうするんだよ」

「う～ん……」

　呆あきれるジェコブに、なんと言って説明したら良いか、悩なやむルート。

「そうだよ！」

　そこに、ミリィまで加わる。

「じゃがいものパンってなんだよ。もそもそしてて、合わねーよそんなの！」

「ミリィ、視点がちょっと違う」

　的はずれな抗こう議ぎをする少女に、ジェコブがさらにツッコむ。

　じゃがいもは、先述の通り、痩せた土地でも育つ植物である。

　故ゆえに、古くは小麦のほとんどを税として持って行かれた農民たちが、家の周りの余った土地で育て始めた、代だい替たい品ひんとしての色が強い。

「ハムやチーズのパンならともかく、イモのパンだなんて……」

「そんなことはないよ、結構美味おいしいんだよ」

　言いながら、ルートは手近なじゃがいもを手に取る。

　ナイフで軽く表面の芽の部分を取り除く。

「じゃがいもの芽には毒があってね、昔はそのせいで『悪あく魔まの植物』なんて言われてたんだよ」

　次にそれを蒸むし器きでじっくり時間をかけて蒸ふかし、その間にパン生き地じの用意をする。

　厨房には高速発はつ酵こうが可能なドウコンディショナーが備えられており、一次発酵は終わっている。

　生地を小分けにして、蒸かしたじゃがいもを丁寧に包つつみ込み、二次発酵させる。

「その間にソースを用意する」

　卵とオリーブオイル、レモン果か汁じゆうをしっかりと、それぞれが混ざり合い、白く乳化するまでミキシングする。

「手間のかかる作業だね」

　延々とボールの中をかき回すルートを見て、ジェコブが言った。

「まぁね、でもこれを手て抜ぬきしちゃうと、美味おいしくならないんだ」

　パン作りもそうだが、料理というのは総じて体力仕事である。

　菓か子しなど、あの繊せん細さいな美しさを演出するため、パティシエたちの筋肉はともすれば格かく闘とう家か並みだったりすることも珍しくない。

「ん……？」

　ふと、ルートの目が、調ちよう理り棚だなの中にある瓶びんの一つに向けられる。

「へぇ、面白おもしろいものがあるな……うん」

　それを手に取り、撹かく拌はん中のソースの中に数すう滴てき入れる。

「さて、二次発酵も終わった頃ころだな」

　じゃがいもの入ったパン生地の上部を十字に切って、ソースを流し、チーズも入れる。

「あとは焼き上げて完成だ。あ、パセリもかけておくかな」

「そんだけかよ、ソーセージとか入れないのか？」

　なおもじゃがいものパンに懐かい疑ぎ的てきなミリィが、がっかりしたような声で言う。

「なんだか地味な感じだな。不味まずくはないだろうけど、美味うまそうとも思えないっていうか……」

　ぶつぶつと文句を言い続けているが、そんな彼かの女じよの鼻を、じょじょに焼き上がっていくパンの香かおりがくすぐり始める。

「ん？」

　とても、いい匂においであった。

　焼きたてのパンの香りというのは、それだけで食欲をそそる香こうばしさを持つが、それだけではない、もっと、こう、胃袋をきゅ～っと絞しぼるような香ばしさがある。

「うん、いい感じに焼けてきたな」

　普ふ段だん使っているのとは異なる、電気式のオーブンだったので不安だったが、窯かまの中のパンは、切り込みがきれいに十字に分かれ、そこから焼けたチーズとソースが良い香りを放っている。

「さて、出来上がりだ」

　数分後、出来上がったばかりのじゃがいものパンが並ぶ。

「ごきゅ！」

「ミリィ？」

「はっ!?」

　あれだけ最初バカにしていたのに、並んでいるパンを前に、思わずミリィはつばを飲み込んでしまった。

「ともかく、味見してみてくれよ」

　ルートに勧すすめられ、ジェコブとミリィは早さつ速そく手に取り、がぶりと、一口入れる。

『う―――』

　二人、一いつ瞬しゆんともに言葉を失う。

『うまい!!』

　その直後、声を揃そろえて叫さけんだ。

「こんなに美味しいんだねぇ～、パンのもっちりとした食感と、、イモのほっこりとした味わいがすごく合ってる！　塩味の強めのチーズと、この上にかかってるソースがまたイモの甘あまみを引き出してて……何個でも食べられちゃいそうだねぇ」

　絶賛しながら、あっという間に一個食べきってしまうジェコブ。

「もぐもぐもぐあぐあぐあぐもぐもぐもぐ！」

　そして、目を輝かがやかせながら、二つ目、三つ目と口に入れているミリィ。

「み、ミリィ？」

　一心不乱にがっつくその姿に、思わず声をかけるが、聞いていない。

「んぐ!?」

　いっぺんに口に入れすぎたのか、喉のどにつまらせる。

「はいはいはい、お水」

　そして、それを予想していたようなタイミングで、ジェコブはコップに水を注ぎ手て渡わたした。

「んっんっんっ……ぷはぁ～!!　なにこれ！　すごく美味しい！」

「ほんとミリィはいい食べっぷりだねぇ」

　ここまで喜んでもらえると、作った方が嬉うれしくなる。

「上にかかっているソースがまた美味しいよねぇ」

「ああ、それはマオンのソースって言ってね。アルハドラの方で生まれて、フィルバーヌ人が広めたんだけど、なんにでも合う万ばん能のうソースとも言われているよ」

　フィルバーヌの帝てい政せい時代には、王宮の貴族たちは皆みなこれを愛したという、由ゆい緒しよあるソースである。

　撹拌の手間がかかり、どうしても高価にならざるをえないため、ペルフェの庶しよ民みんであるジェコブやミリィは知らなかった。

　エウロペア各都市では食品工場の機械化も進んでいる。

　そう遠くないうちに、もっと安価に庶民の家にも並ぶ日が来るかもしれない。

「最近はマヨネーズとも言うな」

「ふーん、マヨネーズねぇ」

　初めて聞く言葉を、ジェコブは反はん芻すうしている。

「で、これでどうするの？」

　じゃがいものパンがとても美味しいことは理解した。

　だが、それでこれからどうするのかという疑問は残る。

「うん、王宮が親衛隊に占拠されて、何日も経たっているわけだろ？」

　親衛隊の電でん撃げき的てき侵しん攻こうは凄まじく、公王はお付の一人も連れずに逃にげ出したらしい。

「かと言って、王都は封ふう鎖さされている。出ることは不可能」

　未いまだに、王都のどこかに、ワイルティア公王は潜せん伏ぷくしているのだ。

「どこにも頼たよる当てがない公王は、何日も一人で、どっかに隠かくれている……つまり」







　一時間ほど後――王都の中心街を、一台の馬車がゆっくりと進んでいる。

　正しく言えば馬車ではない。

　荷台を引いているのはロバである。

　そしてそのロバの引く荷台には「ロバのパン屋さん」の字と、かなり即そつ興きようで描かいたパンの画が描えがかれている。

「無む茶ちやなこと考えるよなぁ、ルートも！」

　御ぎよ者しや台だいでロバの手た綱づなを握にぎるジェコブは、呆れた声でつぶやいた。

「そりゃ確かに公王さんはお腹なかへってると思うけどさ……」

　ルートの作戦とは、隠れている公王はお腹減らしているだろうから、好物の匂いを漂ただよわせれば出てくるんじゃないか――というものだった。

「猫ねこ探しか！」

　思わず、ここにはいない友人にツッコむ。

「でも、他にやること無いし、しょーがねーんじゃね？」

　荷台の中から、ミリィが言葉をかける。

　二人は、ロバに引かせた移動パン屋もどきで、王都を練り歩いていた。

　戒かい厳げん令れいが出されている市街、普段なら多くの人びとが行き交っているのだろうが、人っ子一人歩いていない。

　いや、正しくは、〝市民が〟である。

　街の辻つじ辻つじに、濃のう紺こんの制服を纏まとった親衛隊が立っている。

「おい貴様ら！　なにをしている、外出禁止令が出ているのを知らんのか！」

　そのうちの一人が、ジェコブたちの乗る馬車を見るや、血相を変えて近づいてきた。

　同時に周囲に配備されていた兵士たちも、次々と集まってくる。

「兵隊さん、ご苦労さまです！」

　だが、ジェコブは慌てるどころか、むしろ陽気に、朗ほがらかな笑え顔がおで応じる。

「子供……？　大人はいないのか？」

　その笑顔に出鼻をくじかれ、かつ荷台には子供しかいないことに、兵士の顔から、幾いく分ぶん警けい戒かいが薄うすれる。

「いません。僕ぼくたちだけです」

　ルートはこの馬車には乗っていない。

　なにせ彼かれは、昨日王宮に潜せん入にゆうし、捕ほ縛ばくされ牢ろう獄ごくに入れられ、かつ脱だつ走そうしてきたばかりなのだ。手配書が回っていてもおかしくないという理由から、同行はしていない。

「僕たち、兵隊さんたちに差し入れを持ってきたんです！」

「差し入れ？」

　訝いぶかしむから、面食らうという風に、じょじょに態度を軟化させていく兵士たちに、ジェコブは続ける。

「今王都に悪い奴やつらがいるんでしょ？　兵隊さんたちはそいつらをやっつけようとがんばっているんでしょ？」

「お、おう……」

　濁にごりのない純じゆん真しん無む垢くな少年の瞳ひとみを前に、兵士たちのペースが乱れる。

「それで、僕んちパン屋だから、兵隊さんたちに頑がん張ばってもらおうって、パン持ってきたんです！」

「そ、そうか」

　キラキラした眼まな差ざしで言われ、兵士たちも悪い気はしない。

「兵隊さんたちかっこいいなぁー！　僕もおっきくなったら兵隊さんたちみたいになれるかなぁ」

「いやぁ、あはは……まいったな」

　夢いっぱいな子供の眼差しを前に、兵士たちの警戒心は完全になくなっている。

「お前……ホントすげーな……」

「しっ、黙だまってて！」

　穢けがれない子供の演技をこなすジェコブに、感心と呆れが入り混じった表情のミリィを、小声でたしなめる。

　人間、使命感だけで仕事はできない。

　やはり、誰かから何かしら、感謝され、憧あこがれの視線を受けて、初めてこなせるものもあるのだ。

　ジェコブはそういった、兵士たちの、「大人の望む子供」になりきったわけである。

「よかったら食べてください。どうぞ！」

　そして、笑顔で彼らに、ルートが作ったパンを提供する。

「まぁそこまで言うんならなぁ……」

「追い返すのも、可哀かわい想そうだし」

「一個もらいますか」

　たわいない子供のやったことだと、大目に見ることにした兵士たちは、そのパンを受け取る。

「ほう、じゃがいものパンか」

「こりゃ腹に溜たまりそうだな」

「なにせこの三日間、ずっと戦せん闘とう糧りよう食しよくばっかだったからなぁ」

　缶かん詰づめ中心の戦闘糧食に飽あき飽きしていたこともあり、兵士たちは焼きたてのじゃがいものパンに舌した鼓つづみを打つ。

「ほう、こいつは美味い！」

「イケるな」

　さらに多くの兵士たちが集まり、皆が笑顔でパンを食べている。

「はいはい、押おさないで押さないで～、ちゃんとたくさんありますから」

　パンを求める兵士たちに、大おお慌あわてで渡していく。

「おい貴様ら！　なにをしている！」

　その騒さわぎを聞きつけ、彼らの上官と思われる兵士がやってきた。

「バルト隊長!?」

　兵士たちの間に緊きん張ちようが走る。

「あ、やばいかも……」

　その光景を見て、ジェコブの体もこわばる。

　もし素す性じようが明らかになれば、自分たちにも危険が及およぶ可能性は高い。

「パン？　差し入れ……まったく、今がどういう状況かわかっているのか！」

　バルトと呼ばれた男の肩かたについた階級章の星が、一体どういう地位を表すのか、ジェコブたちにはわからなかったが、他の兵士たちよりも多いのはわかった。

「ふむ……一つよこせ」

　しかし、バルトも、目の前のパンを見て、気になったのか手に取ると、一口入れる。

「ほう……美味いな」

　そして感心したように言う。

「坊ぼう主ず、今王都は危険なんだ。もう出てきちまった以上しょうがないが、早めに家に帰るんだぞ」

　そう言うと、ポケットの中に入っていた小こ銭ぜにとクシャクシャになった紙し幣へいを、全部渡してきた。

「え……？」

「部下にも食わせてやりたい。包んでくれるか？」

「いいよ、お金なんて。タダだから」

　慌てて返そうとするが、バルトは受け取らない。

「良いからとっとけ。お駄だ賃ちんだ」

　そう言うと、優やさしく微笑ほほえんだ。

「よし、じゃ俺もだ」

「とっとけ坊主！」

　それに呼応したように、他の兵士たちもそれぞれ手持ちの銅貨や紙幣を渡してくる。

「あの、いや、えっと!?」

　それぞれが出した額は、決して多くない。

　しかし集まった兵士は十人二十人といる。

　瞬またたく間まに、山のように小銭が積み上がる。

「ちゃんと家の手伝いするんだぞ」

「これがを終わったら、お前んちのパン屋に買いに行くぜ」

「元気でな」

　そう言って、彼らは優しい笑顔を向け、パンを頬ほお張ばりながら去っていった。

「………………」

　その光景に、ジェコブは少し、複雑な顔になった。

　それから数時間後――

　公王を探すべく、ジェコブたちはあちこちを移動した。

「なんだかな……」

　少しだけ、疲つかれたような声になっていた。

「めちゃくちゃたくさん金もらったな」

　荷台のミリイが、麻あさ袋ぶくろに詰つまった小銭を見て言った。

　あれから、どこに行っても公王は見当たらなかったが、代わりに親衛隊の兵士たちに山やま程ほどパンを配ることになった。

　親衛隊の兵士たちは大喜びし、みんな、小銭や糧りよう食しよくのチョコバーやキャンディー、中にはタバコまで、「感謝の印」として寄よ越こしてきた。

「あいつら、悪もんじゃねーの……？」

　ミリィがポツリと呟つぶやく。

　彼女からすれば、スヴェンをさらい、ハイドリゲを殺した男の手下どもである。

　ジェコブの認識も変わらない。

　変わらないが、あのバルトという隊長、歳としの頃なら三十の後半くらい。

「多分、そういうのは、関係ないんだろうな」

　ジェコブは、そう答えるしかなかった。

　彼には父親がいない。

　生きているのか、死んでいるのかもわからない。

　でももし生きていたとしたら、あのバルトくらいの歳なのだろうと思った。

「ん……？」

　心なしか、道を進ませるロバの足音も力を失いかけた頃、路地裏から男が出てきた。

「お、おい、なぁ？」

　ボロ布を頭からかぶり、明らかに怪あやしげな男に話しかけられ、ジェコブたちは身構える。

「その方ら、パンを無料で配っているのか？　良ければ、余にも一つくれぬか？」

　そう言って、手を伸のばしてきた男の、かぶっていた布が僅わずかにめくれる。

　その顔を見て、荷台にいたミリィ――の隣となりにいたもう一人が声を上げた。

「その御お方かただ！」

「!?」

　叫んだのは、ヒルダである。

　いくら自分が出られないからといって、ルートはジェコブとミリィの二人だけで戒厳令下の町並みを歩かせはしなかった。

　いざというときに二人の無事を確保できるように、親衛隊であるヒルダも同行させていたのだ。

「陛下ですね？」

「ホントに出てきた！」

　ルートの作戦が成功したことに、ジェコブは驚く。

　迷い猫探しじゃあるまいに、と言っていただけに、まさか成功するとは思わなかった。

「なぜ……余の顔を知っている……!?」

　ヒルダが同行した理由は、単に子供らの護衛としてではない。

　公王の顔を知っていたからだ。

　殆ほとんどの場において、たとえ式典の場でもカーテン越しにしか姿を現さなかった公王だが、いくらなんでも、完かん璧ぺきに完全に誰だれにも姿をさらさず暮らすのは不可能である。

　ましてや、ヒルダは親衛隊。

　偽いつわりであったとはいえ、ゲーニッツの直属の部下だったのだ。

　一度や二度、顔を見る機会はあった。

「まさか親衛隊の罠わなだったのか……!?　ひいぃっ!!」

　真っ青な顔で、一目散に背を向けて逃げ出す公王。

「あ、逃げた!?　追わなきゃ！」

　慌あわてて御者台を降りて、ジェコブは後を追おうとする。

「公王さまー！　違ちがうから、僕ら親衛隊とは関係ないから！」

「ほ、ホントか？」

　追いかけるジェコブの声に、わずかに安あん堵どの表情で振ふり返かえる公王。

「でもこのねーちゃん親衛隊じゃなかったっけ？」

　ヒルダを指さし、ミリィが言う。

「やっぱりかああ！」

　再び逃げ出す公王。

「ミリィ、余計なこと言わない！」

　再び追いかけるジェコブ。

　路地裏を駆ける公王を、ジェコブとミリィとヒルダの三人で追いかける。

「ちょっと話聞いてよ王様ー！」

「聞くかぁ！　余は死にとうない！」

　一いつ切さい耳を傾かたむけない公王だったが、その前に人ひと影かげが現れる。

「んがっ!?」

　現れるやいなや、その人物は、公王の顔面を鷲わし掴づかみにした。

「どこのどなたかわかりませんが、ジェコブ様から逃げるというなら捕つかまえるまでです」

　現れたのは、赤い髪かみに赤い瞳の少女――レベッカだった。

「レベッカさん！」

「どうも、ジェコブ様」

　王宮から逃げ、追手をまくためあちこち駆けまわったせいか、自じ慢まんの紅の衣服もあちこちが汚よごれていた。

「何者ですかこれ？　とりあえず顔面の骨砕くだいておきましょうか？」

　レベッカは、最愛の主と、その息子むすこであるジェコブを最重要保護対象としている。

　ゆえに、その二人に危害を加える者あらば、容よう赦しやという言葉は脳内から抹まつ消しようする。

「その人公王！　公王様！」

　本当に顔面の骨を砕きかねないレベッカに、慌てて止めようとするジェコブ。

「あががが！　痛い痛い痛い！」

「公王、これが？」

　文字通り掌しよう中ちゆうにいる、痛みに絶ぜつ叫きようする公王を見ながら、レベッカはくだらなそうに言う。

「で、砕いておきます？」

「あがー!?　ミシミシ言っておる!?　骨がミシミシ言っておる～!?」

　レベッカは、最愛の主と、その息子であるジェコブを最重要保護対象としている。

　そして、それ以外の人間はかなりどうでもいいと思っている。

　それはワイルティアの君主であろうが関係ない。

「ダメだって！　ソフトに扱あつかって！」

「ソフトに？　つまりソフトに砕く？　じわじわと苦痛を与える方向ですか？」

「砕くところから離はなれてぇ！」

　ようやくレベッカは、ジェコブの制止を聞いて手を離す。

「あがが～……」

　だが、その時にはすでに、公王は恐きよう怖ふのあまり失神した後だった。







　小一時間ほど後――公王ヴィルヘルム三世を連れて帰き還かんしたジェコブたちをルートは迎むかえた。

「あぐあぐあぐもぐもぐもぐがつがつがつ[image: ]」

　ビリオンズ商会の社屋にて保護された公王が、目を覚ましてから要求したのは、「とにかくメシを食わせてくれ！　あとシャワーを浴びさせてくれ」だった。

「いやもうホントに、地じ獄ごくだったぞ。いきなり親衛隊が攻せめ込んできて……エルヴィンに前々から警告は受けていたから、余だけ脱出してな」

　地下にあった抜ぬけ道みちはあまりに長い間放置されていたため、下水が流れ込み水すい没ぼつ。

　汚お水すいの中を泳ぎ、ようやく地上に上がり、予あらかじめ指示されていた兵器開発局に保護を求めようとしたら、とっくに親衛隊に占せん領りようされていた。

「かといって他ほかに行く場所もないからのう。公園のベンチの下で潜ひそんで、三日間だ」

　風ふ呂ろに入って汚れを落とし、ようやく食事にありつきながら、公王はこの数日間の苦労をまくし立てた。

「運が良かったといえばアレだな。最初に汚れまくったせいで、市中を見まわっていた親衛隊たちも、余が公王だと気づかなかったことだな」

　それどころか、公園に先住していた浮ふ浪ろう者しやたちから、「新入りか？」と、色々世話になったくらいである。

　最初にかぶっていたボロ布は、彼らからもらった雨あめ露つゆしのぎのためのものだった。

「あの、それでその……公王陛下……」

　その食いっぷりに圧あつ倒とうされていたルートだったが、頃ころ合あいを見て言葉をかける。

　本来、公王に許可無く声がけすることは、それだけで不敬なのだが、事態が事態なので、無視する。

「ゲーニッツは、陛下から王位を奪うばおうとしています」

　ヒルダが、この数日で起こったこと、そしてわかっているゲーニッツの野心を、可能なかぎり説明した。

「ふぅん……ま、そんなとこだろうな。革命でも起こされたかとヒヤヒヤしたが、存外あの男も平和的な手段を講じるものだ」

　人ひと心地ごこちついたのか、紅茶の入ったカップに口をつけながら答える。

「でもまぁ～……それもしょうがないかな」

「え!?」

　事情を知った上で返ってきた答えに、ヒルダは声を上げて驚おどろく。

「あの、わかっているのですか!?　ワイルティアの王座が、奪われてしまうのですよ!?」

　ワイルティア建国の前、ルフトザンド藩はん国こくのころから数えれば、四百年を超こえる家名の危機だというのに、公王には驚くほど緊張感がなかった。

「アンタ、王サマなんだろ。なんだよその無責任さ！」

　思わず、ミリィまで声をあげた。

「ん～………」

　本来ならば「無礼な！」と怒ど鳴なりつけることもできるのだろうが、公王はあえてそうしない。

　むしろ、百も承知と言いたげに、非難の声に甘んじている。

「あのさぁ……えっと、君なんて名前？」

「ミリィ……」

「そう、ミリィ……君は、そんなに余に王様でいてほしいの？」

「え……？」

　面と向かって問われ、ミリィは言葉に詰まる。

　目の前の青年に、なんの縁えんもゆかりもない。

　正直に言えば、昨日まで、公王の存在すら意識していなかったくらいだ。

「ワイルティアは世界最大の国家だよ。だけど、それは王様がいなきゃどうにもならないものじゃない。巨きよ大だいな国家というシステムが出来上がっているからね、誰が就こうが、君が就こうが、あんま変わらんと思う」

　ワイルティアが、先の大戦で勝利するほどの国力を得られたのは、高い技術力と、勤勉で壮そう健けんな国民性によるところも大きいが、一番にあげるならば、いち早い国家体制の革新にあっただろう。

　先々代から仕えた今は亡なき名めい宰さい相しようビストが断行した制度改革により、優ゆう秀しゆうな官かん僚りようが支える、政治機構が組み上がった。

　それらは、近代化についていけない、ヒルダの実家のヘッセン家や、貴族会議の面々のような旧勢力の切り捨てでもあったが、ソフィアのルンテシュタット家や、庶民層出身の英えい雄ゆうエルヴィン元げん帥すい、シャイロックによるビリオンズ商会など、新しい力を成長させた。

「ぶっちゃけて言ってしまうとな、王など多分、別に無理しておいておく必要はないのだ。だが、国民性というか、そういう象しよう徴ちようとしての効果はそれなりにある。だから存在している。それだけだ。国民からすれば、権けん威いが担保されれば、余でなくとも、ワイルティア王家でなくともかまうまい？」

「いや、でも、その、あの……」

「すまんな。子供には少々難しいか」

　しどろもどろなミリィに、公王は謝あやまる。

「少なくとも、無能に甘んじれなかった者に比べればマシであろうよ」

　そして、自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮うかべる。

「失礼ながら……それは、先王陛下のことを仰おつしやられているのですか？」

「ああ、あの……〝厄やつ介かいな無能〟だ」

〝厄介な無能〟――現公王、ヴィルヘルム三世の父、ヴィルヘルム二世のあだ名である。

　ちなみに、先々代のヴィルヘルム一世は〝無害な無能〟。

　そして現公王には〝帰ってきた無能〟という、大変無礼なあだ名がある。

「余は会ったことがないがな。宰さい相しようビストは有能な男だった。彼がいればこそ、ワイルティアは統一国家たり得ただろう、お爺じじ上うえもそれをわかっていたから、全すべてビストの言うとおりにした。そして全て上手うまくいった」

　政治経済軍事工業商業農業――あらゆる制度を革新し、国家の大改造が行われ、ワイルティアは十年で有力諸国に並び、次の十年で追い抜いた。

「余はな、国民や貴族どもがどう思おうが、お爺上を尊敬している。〝なにもしない〟ことで、国家に貢こう献けんしたのだ。余計な口を挟はさまず、ビストの革新という祭りの神み輿こしになることを甘かん受じゆした。だが――」

　そこで、公王の顔に、再び自じ嘲ちようの色が戻もどる。

「父上はのう、それが嫌いやだったらしい。自分は無能ではないと、それを証あかしたくて必死になった」

　それでも、ビスト存命時は、王を超える権限と権力を持つ者を前に、なにもできなかったが、ビスト死去の後、突とつ如じよとして時代遅おくれな王政復古を始める。

　彼らを超えるだけの知識も能力もないくせに官僚たちを遠のけ、自分の縁えん故この者――極論すれば、おべっかが上手いものだけを重職につけた結果、国政は大きく乱れた。

　ありとあらゆる政策に介かい入にゆうし、諸問題を無む駄だに混乱させたのだ。

　特に外交面に関しては、最悪と言えただろう。

　ドガ族のような別民族への差別、ヤマトなどが属するエイジアなどの他大陸人への偏へん見けん。

「ひどいものだった。まさに、〝厄介な無能〟だ。大戦の始まる前年に急きゆう逝せいしておらねば、ワイルティアは敗戦国になっていたかもしれんなぁ」

　自分の父のことを話すにしては、遠い目を、公王はしている。

　国際情勢に暗雲が立ち込め、いつ大戦勃ぼつ発ぱつとなってもおかしくない頃。

　政治体制を元に戻さねば、開戦までに間に合わない――というギリギリの頃に、三十代半ばにして、ヴィルヘルム二世は急逝する。

　国民も政治家も貴族たちすら、正直、「ホッとした」というのが感想であり、その後、当時わずか六歳である現公王があとを継ついだ。

「余はそれから十三年……なにもしていない。なにもしないのが一番だと知った。少なくとも生命を永らえるものになる。フィルバーヌやらオーガストのように革命が起き、王族が処しよ刑けいされるなどということにならないのなら……くれてやってもかまわんよ、王座ごとき。死ぬよりはマシだ」

　ヴィルヘルム二世の死には、あまりのタイミングの良さと、多くの不ふ審しんな点があることから、暗殺説が囁ささやかれている。

　国家は王のものではなく、王が国家のいちシステムに組み込まれてしまった現代において、国家運営の弊へい害がいとなれば、時に王とて排はい除じよされてもおかしくはない。

　公王はそれを身にしみて知っている。

　だから、彼は王座に執しゆう着ちやくしない。

　彼が興味あるのは、自身の延命くらいなものだろう。

「そんな……」

　国家の君主の、あまりにも身も蓋ふたもない言いように、ヒルダも、それどころかミリィやジェコブまで言葉を失う。

「陛下、よろしいでしょうか？」

　そんな中、ルートが公王に声をかける。

「君は？」

「ルート・ランガートともうします」

「ルート……はて、どこかで聞いた名だな………ああ、〝白銀の狼おおかみ〟か！」

　カーテン越ごしの対面とはいえ、大戦の英雄の一人の名は記き憶おくの片かた隅すみにあったのか、公王は意外な人物を見た顔になる。

「お考えは、理解いたしました……それでも、推おしてお願いいたします。俺おれに、力を貸してください」

「そうまでして今のワイルティアの国体を守りたいのか……英雄ゆえの、国家への愛着か？」

「いえ――」

　公王の問いにルートは首を横に振る。

「俺は自分が英雄なんて思ったことは、一度もありません。周りがそう呼ぶことで、回るものが上手く回るのならば、好きにすればいい、というくらいにしか思っていません」

「ほう？」

　その返答に、公王が僅かに、興味を惹ひかれたような顔になる。

「ゲーニッツは、俺の大切な人を、連れて行きました。理り屈くつはわかりませんが、彼かの女じよの存在が、あの男の野心を叶かなえる力になるそうなんです」

　ルートは、自身を英雄どころか、罪深き業ごうを背せ負おった者だと思っている。

　それ故ゆえ、つい最近まで、兵士としての生き方を捨てたのも、罪悪感からの行動だと、自分を疑っていたくらいだ。

　だが、ある日現れた少女が、誰も来なかった店に、多くの客を引き寄せてくれた。

　彼らが、美味おいしいと喜んでくれる顔を見て、ようやく、自分が新しい生き方を望んだ理由を知ることができた。

　罪つみ滅ほろぼしでもない、罪悪感でもない、逃とう避ひでもない。

　嬉しいのだ、ただこの上なく。

　自分の作ったもので、誰かが喜んでくれる瞬しゆん間かんが。

「俺は、彼女を解放したい。わけのわからない方法で、意思を、心を捻ねじ曲まげられ、道具のように扱われている彼女を救い出したい……俺の目的は、それだけです」

　彼女が――スヴェンがいなければ、気づけなかった。

「ふ～ん……女一人を助け出すために、ゲーニッツの計画を砕くか」

「はい、ゲーニッツが何をしたいかなんて、俺にはどうでもいい。あなたの言葉を借りるなら、王になるのが誰だって俺には関係ない」

「言ってくれる」

　公王を前にして、たとえ公王自身がそう言ったとしても、不敬罪に問われる発言である。

　しかし、公王は眉まゆをひそめるどころか、むしろ、愉ゆ快かいそうに聞いている。

「彼女を助けるために、力を貸してください！」

　その場でルートは膝ひざを折り、手を突いて頭を下げた。

　自らの延命以外に興味のない公王にとって、ゲーニッツに歯向かうことは、彼の願いの真逆。死に近づく行こう為いである。

　それを自分のエゴで強制するのなら、土下座など、軽すぎる行為であろう。

「ルート・ランガート……その方、聞いた話では、軍人をやめたらしいな」

　何気ない所作で、公王はテーブルの上のパンを掴つかみながら問うた。

「はい……今は、ペルフェでパン屋を営んでいます」

「ほ！」

　公王は驚いたような、おかしそうな声を上げると、今さら気づいたのか、手の中のパンを見る。

「このじゃがいものパンは、その方が焼いたのか？」

「はい」

「ワイルティアにとって、じゃがいもがどういうものか、知っているな」

「ええ」

　ワイルティアは、古いにしえより「騎き士しの国」と呼ばれている。

　それは、ワイルティアの元となった、ルフトザンド藩国が、神しん聖せい帝てい国こくの騎士団によって拓ひらかれたことに由来する。

　その騎士団の名が、〝ワイルティア〟なのだ。

「古く、このベルンが、ルフトザンドの藩都だった時代は、ワイルティア騎士たちは貧しかったそうだ。痩やせた土地には小麦もろくに育たず、ボロをまとい、イモを食くらって、騎士たちは戦った」

　絢けん爛らんな文化を誇ほこる他国に比べて、貧相極きわまりないワイルティア騎士たちは、時に嘲ちよう笑しようの対象となった。

　それでも、彼らはくじけず、戦いくさとあらば勇ゆう壮そうに戦い、今のワイルティアの基き礎そを作った。

「無能と呼ばれる余だが、イモを食らっているときは、不思議と、心の穴が埋うまる。もしかして、骨の髄ずいに残った、ワイルティア騎士の気き概がいがそうさせるのかのう」

　くくくと笑いながら、公王はじゃがいものパンをがぶりとかじった。

「だから余はじゃがいもが大好きでな。しかし、余もじゃがいも料理は様々食べてきたが、このじゃがいものパンは格別だぞ？」

「はっ、上にかかったソースに、少し工く夫ふうをしまして」

「マオンのソースは、余も幾いく度ども口にしたが……なにか隠かくし味あじを入れたか？」

　ルートは、マヨネーズを作る際、ほんの少し、隠し味を入れた。

「はい、ガルムを数すう滴てき……」

「なるほど、この塩味とコクはそれか！」

　ガルムとは、イワシの内臓を塩水に漬つけて発はつ酵こうさせることで作る調味料である。

　独特の臭においがあるが、旨うまみに溢あふれ、古代より使われている。

「ガルムは美味しいんですが、生なま臭ぐささが気になります。しかし、マオンのソースの中に、ほんのちょっと入れると、臭みが消え、旨みだけが残ります」

「ふむ……ともすれば柔やわらかすぎてぼやけてしまうマオンの味を、ガルムが引ひき締しめ、複雑な味わいにしてくれているな。またそれが、じゃがいもの甘みを引き出しよる」

　もぐもぐと、幸せそうな顔で、公王は残りを口に入れる。

「以前、東方の国の友人が、似た食べ方をしていまして」

　東洋では、ガルムに似たような調味料で、魚ぎよ醤しようというものがある。

　その友人の母国では、魚の内臓ではなく、大豆を使って、似たような調味料を作るそうだ。

　そして、ある日食事で出された蒸ふかしたイモに、その友人はバターを塗ぬった上で、大豆のソースを数滴たらして、うまそうに食べていた。

「一口もらったところ、大変美味おいしかったので、合うのではと思ったんです」

「東洋の民の食べ方か……父上は東洋人を嫌けん悪おしていたが、余は違う。彼の国の民はなかなかおもしろい。だからこそ、同盟締てい結けつも承しよう認にんしたが……なるほどなぁ」

　感心した声で、公王は言った。

「よかろう、ルート・ランガート。その方の訴うつたえ、余は聞いた。なにをすればいい？」

「陛下！」

　それまでの態度を翻ひるがえした公王に、ルートは驚く。

「国のためだの正義のためだの言うたなら、知ったことかといえるのだがな」

　この世の騒そう乱らんは、たいていが、綺き麗れいな言葉で飾かざられて行われる。

　時には平和、時には正義、時には自由と。

　そして、それらがたいてい、口だけで終わる。

「パンを食った上で、そのパンを焼いたパン屋に頼たのまれれば、聞かぬ訳にはいかぬだろう。無能の王とて、王様だからなぁ」

　そう言って、公王は笑った。

　今まで見せた皮肉げな、自嘲じみた笑いではなく、心から楽しそうな笑みであった。







五章「他人の命を懸ける覚悟」







　ワイルティア王宮、親衛隊指揮所――多くの報告連れん絡らくが寄せられるこの場において、ゲーニッツが最も待ち望んでいるものは、いまだ到着しない。

「どうなっているのかね？　デルズくん」

「も、申し訳ございません！」

　正面に立ち、真っ青な顔で震ふるえるデルズ大たい尉い。

「お任せくださいと、君は言ったと記憶している」

「申し訳ございません！」

　ゲーニッツの望むものは、「公王捕ほ縛ばく」の報である。

　しかし、王宮占せん拠きよから三日経たっても、見つからなかった。

　それもそのはず、公王はすでに、ルートたちが確保したあとなのだ。

「公王など、そんなにも重要なのですか？」

　尋たずねたのは、ゲーニッツの傍かたわらに控ひかえるスヴェンだった。

「たかが無能の王一人、いようがいまいが、主さまの優勢に変わりはないではないですか？」

　公王にはろくな権限がない。

　一応、組織的には、政府や議会、司法に各省庁、軍部と、最高意思決定者として最上位に置かれているが、それはあくまでも「承しよう認にん者しや」としてである。

　公王自らが、独断で指示を出すことはできない。

　先のヴィルヘルム二世の政治的混乱を繰くり返かえさぬよう、十三年前に、議会と政府、軍部まで一いつ致ち団結して、そのように制度を変えたのだ。

　公王が自由に動かせるものなど、お付の侍じ従じゆうたちか、形式的には親衛隊くらいだったが、その親衛隊が歯向かった以上、完全に無力である。

「それがね、そうでもない。公王は無力だ。なんの権力もない。だけどね、権威はある」

　形だけのお飾りであったとしても、いや、だからこそ、時にそれは力を発揮する。

「もし逃にげ延びた公王が、正規軍に保護されれば、そしてそこで、『親衛隊は反乱軍である』と宣言すれば、途と端たんに優勢は変わってしまう」

　現在は貴族会議が親衛隊の行動と権威を担保しているが、公王のそれには敵わない。

　正しくは、公王より大義名分を得た正規軍には敵わないのだ。

「こんなことなら、殺したほうが早かったな」

　他の貴族たちを円滑に支配下におくためにも、禅ぜん譲じようという形がもっとも適していると判断したが、それが裏目に出てしまった。

「ま、手は打っているがね」

「と、言いますと？」

「公王一人では、王都と外部との間の非常線は抜けられん。水路も陸路も空路も、さらには下水道まで押おさえている。魔ま法ほうでネズミにでも変身せねば、不可能だ」

　包ほう囲い網もうは、三日前の時点で完成している。

　これを突とつ破ぱできるほどの戦力は、親衛隊以外、王都内に存在しない。

「さらに、王都内のラジオ局、新聞社など、電信の類を持つ場所も全て押さえている。たとえ公王が、天下に我々が反乱軍だと宣言したくとも、声が届かねば意味は無い」

　誰かが言った。

　世界を動かすのは、声の大きな者だ、と――

　圧倒的多数に自己の意思を伝え、他の意見をかき消してしまえる者が、世界を差配できるのだ。

　そのため、全ての情報発信施設を真っ先に占拠し、マスコミの動きも押さえた。

　個人の持つ無線機ならば、その網あみから漏れてはいようが、電波が弱すぎる。

　王都にある中継施設も支配下に置いた今、王都の外に声を届ける手段はない。

　いかに公王の権威が大きかろうが、ゲーニッツの優位は揺ゆらがない。はずだった――

『ガガ……』

　指揮所のスピーカーに、ノイズ音が走った。

「なに……？」

　ゲーニッツの目が、わずかにすぼまる。

「なんだ、この音は……？」

　そのスピーカーは、王都内に流れるラジオ音声が流れるようになっている。

　現在は、電波が流されていない以上、無音であるはずのものである。

『ガ……ガガッ………親愛なる、公国臣民に告げる……』

　何かの手違い、何らかの事故、ではなかった。

　明確に、何者かが、電波を流しているのだ。

「どういうことだ！」

　ゲーニッツが、この数日で、初めて声を荒あららげる。

「電波の発信源………いや、電波帯を調べろ！　どこのチャンネルを使用している！」

　官民の別にかかわらず、全てのチャンネルは、明確に割り振られている。

「ラジオ局、新聞社、軍情報施設……どれでもありません……」

　指揮所の管制官が、困こん惑わくした声で告げる。

（バカな、使用されていないチャンネルが有るというのか……？）

　個人で強力な電波を発信できる設備を持った者がいる……ありえない話である。

　情報は、一種の武器にもなる。

　公の許可がなければ設置などできないし、そんな物があればすぐに気づく。

「！　まさか……！　テレビジョンか!?」

　ゲーニッツが、ようやく行き着いた答えを叫ぶ。

「テレビジョン……？」

　きょとんとした顔で、スヴェンが問い返す。

「音声だけでなく、映像も送信する放送方式だ……」

　現在、世界で情報伝達に用いられているのは、ラジオによる音声と、新聞や電信による文字である。

　シネマトグラフによる映像記録媒体は存在するが、それもニュース映画のような形での上映に限り、有線ではなく、電波によって広範囲に同時に映像と音声を流す方式は、まだ商業利用まではされていない。

「四年後にベルンで行われる、国際競技大会に合わせ、エウロペア大陸全土に中継できるよう、民間で開発が行われている……！」

　そのために、新たに割り振られたチャンネルが、試験用として用いられている。

　この音声は、それを使用して放送されているのだ。

　ゲーニッツも、テレビジョン放送の存在は把握していたが、それでも試験運用が始まった程度のものであったため、すぐには思い出せなかった。

「チャンネルを変えろ！　テレビジョン用、映像回線に切り替えろ！」

　ゲーニッツの命に従い、管制官がチャンネルを合わせる。

　指揮所の複数のモニターに映ったのは、公王の顔だった。

『余は、ワイルティア公王、バルザール・ヴィルヘルム・ナイティリア・フォン・ワイルティアである』

　これは致命的と言えた。

　テレビジョン放送は、まだ実用化されていない。

『今王都は、反乱軍と化した親衛隊によって占拠されている。しかし、この状態は決して長くは続かない。なぜなら、余と、余の信じる公国正規軍をもってして、無法の輩やからはことごとく駆逐されるからだ』

「どうやら、市街地の一ヶ所から発信された電波が、どこかで中継され、放送されているようです」

「放送だと、どこにだ！」

　思案するゲーニッツに代わって、デルズが叫さけぶ。

「ワイルティア……全土にです……」

「なん………だと……!?」

　その答えは、あまりにもありえないはずの話だった。

　何者かが公王の身み柄がらを押おさえ、存在しないはずのチャンネルで、伝わらないはずの中継を行っている。

　そして今、公王の口から「親衛隊は反乱軍」と宣言されてしまった。

「発信源がわかりました。王都市街地にある、トゥエルブ通信です！」

　そこは、放送機器の開発、研究を事業としている民間企き業ぎようである。

「トゥエルブは、確か……ビリオンズ商会の子会社……なるほどそういうことか」

　管制官の報告を聞いて、ゲーニッツは素早く理解した。

　先のオーガンベルツにおいて、シャイロックとジェコブの一件は、彼かれも〝伍ご長ちよう〟として確かく認にんしている。

　そして、昨夜のうちに王城地下の牢ろう獄ごくから、ルートが脱出したことも。

「ランガート……お前の仕業か……やってくれるじゃあないか……」

　ギリッ……と、無意識のうちに、ゲーニッツは奥おく歯ばを激しく噛み締めていた。

　自己の想定を超える行動を取られ、窮地に立たされたからではない。

　反はん撃げきはされたが、まだ対処の方法はいくらでもある。

　彼が苛いら立だったのは、そんなことではないのだ。

「お前は………そんなことをするようなヤツだったか……？」

　ゲーニッツは、ルートのことは全て理解していると思っていた。

　彼の資質を見出し、彼を育て上げ、最も自分が上手く使えるという自負があった。

　そのはずなのに、ルートがこんな行動を取るということを、予想できなかったのだ。

「もしかして、君のせいなのかな？」

　ちらりと、傍らに立つスヴェンを見る。

「主、さま……？」

　今のスヴェンは、ゲーニッツを最も愛すべき、生命を捧げて仕える者として認にん識しきしている。

　そのはずの彼女が、自分を睨みつけるゲーニッツに、恐怖心を芽生えさせた。

「ふふ……まぁ、いいさ……」

　すぼめた目を戻すと、ゲーニッツは己を取り戻すように一息つくと、デルズに向き直る。

「なにをしているのかねデルズくん。さっさと電波の発信源に向かい、公王とその取り巻きを捕縛してくるんだ。急ぎ給たまえ」

「は、はい……」

　敬礼し、大急ぎで現場に向かおうとするデルズ。

　その背中に、思い出したようにゲーニッツは声をかける。

「ああ待ち給え……そういえば、なぜこのトウェルブ通信は、制圧されていなかったのかね？」

　トゥエルブ通信は、事業的にはただの製品開発を行っている企業でしか無い。

　新聞社やラジオ局、通信事業者の類ではないが、通信機器の開発を行っている以上、使用に堪たえる機材を有していると考えるのが自然である。

　そこにまで考えが及ばず、額面通りの判断しかできなかった現場責任者のミスである。

「か、各所の制圧指揮は、トルベン少しよう佐さが責任者でして……」

「そうか、なら……少佐は責任をとって死んでもらう。見つけ次第、銃じゆう殺さつし給え。後任は、彼の隊の副隊長に任せろ」

「えっ――！」

　いともあっさり、部下を殺せと命じるゲーニッツに、デルズのみならず、指揮所にいた全員が凍りつく。

「デルズくん、私はね、無能な人間はいても、無用な人間などいないと思っている」

　どんな人間でも、使い道はある。

「この世には無価値なものなどない。価値を見いだせない者がいるだけだ」、それが自分の信条であることは変わりはない。

「だがね、無能者もあまり多くては、使い方がやや雑になる。わかるかね？　この意味が」

　無能者の長所は、「失っても惜しくない」である。

　だから、他者からの憎まれ役として利用したり、自分の醜しゆう聞ぶんを押し付けたりという使い方ができる。

　しかし、あまりにも多すぎれば、見せしめという形で、死なせる使い方もできてしまう。

「ヴェアヴォルフの使用を許可する。さっさと行きたまえ」

「は……はい……！」

　この期に及んで、ゲーニッツは信条を違えていなかった。

　無能者を一人殺すことで、他の無能者たちを奮起させることに成功したからだ。

　怯えるネズミのように走り去るデルズだったが、ゲーニッツは後ろ姿すら見ようとしない。

「さて……スヴェン、我々は移動するとしよう。本陣を変えるころだ」

「は、はい」

　ゲーニッツは立ち上がると、指揮所を離れ、別の場所に移動を始める。

　スヴェンも、その後についていく。

「うっ………」

　一いつ瞬しゆん、彼女の脳裏に、ノイズが走った。

（これは……一体………）

　戸と惑まどい――彼女の中に、それが生まれていた。

　目の前で、あっさりと命を捨てることを命じる主。

　そうだっただろうか？

　自分の主は、こんな簡単に、命を無駄にさせるような人だったであろうか。

　むしろ、人の命ばかり考えて、自分の命をないがしろにするような人ではなかったか？

「うう………」

　ふと、あの男の顔が浮かぶ。

　左頬に傷の強面こわもての大男。

（あの男は……あのお方は……）

　手を伸ばされた時、わずかに、思いがかすめた。

　あの手を握り返そうとしてしまった。

「どうした、スヴェン」

　だが、そのわずかな戸惑いも、ゲーニッツの声の前に掻き消える。

　抗いようのない大きななにかが、「お前の主はこの声の主である」と命じ、それが一瞬にして幾いく重えもの鎖くさりで縛り上げてしまう。

「いいえ、なんでもございません」

　よどみない口調で答える彼女に、もうノイズは走っていなかった。







　王都ベルン市街地の片隅にある、トゥエルブ通信――

『王都にいる全てのワイルティア市民よ、王都の外にある全てのワイルティア正規軍軍人よ。平和を乱し、我が治世を揺るがすは、親衛隊……否、反乱軍である！』

　その開発室の中で、マイクを前に、演説をしている公王ヴィルヘルム三世の姿があった。

「堂々としたお姿だ……」

　感嘆の息を漏もらしながら、ヒルダはその姿を目まの当あたりにしていた。

「全くです。ただの無能かと思ってましたからね」

「ぼ、ボクは思ってないぞ!?」

　さらりと毒を吐はくレベッカに、あわてて訂正を要求する。

　公王の協力を得ることに成功したルートたちだったが、やはり問題となるのは、どうやって公王の「親衛隊反乱軍宣言」を放送するか、であった。

「ウチで面白おもしろいもん開発していてな」

　困惑する一同の前にシャイロック老が現れ、このトゥエルブ通信の存在を知らされた。

「おい、一つ聞きたいんだがな」

　ヒルダは、どうしても疑問に思っていたことを尋ねる。

「陛下の演説を、この建物から放送しているのはわかった。だが、それだけでは電波は弱く、王都外にまで伝わらないだろう」

「そうですね、市街地中部レベルでしょう。試験用放送機器では出力に限度がありますし、なにより高さが足りません」
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　返答するレベッカ。

　電波というものは、強さもそうだが、より遠くに届けようとしたら、高度も必要となるのだ。

　このトゥエルブ通信も、社屋の屋上に鉄塔を立ててアンテナを設けているが、それだけでは不十分、あくまで試験用でしかない。

「四年後の国際競技大会に備え、全土に中継するために巨大な塔を建てるらしいですがね。用地買収ももう済んでいるそうです」

　ベルン中央にほど近い場所に、四百メートル近い鉄塔が立つ計画らしい。

　しかし、その塔はまだ完成していない。土台すらできていない。

「どうやって、ここからのか細い電波を増ぞう幅ふくし、各所に放送しているんだ……中継局はどこだ？」

　ゲーニッツでさえも予測しきれなかった方法。

　それくらい、本来ならありえない話なのだ。

「あの老人は、教えてくれなかったからな」

　わずかに憤慨するヒルダ。

　シャイロックは、その「中継局」のことは教えてくれなかった。

「企業秘密だ」の一言でごまかされてしまったのだ。

「やはり、ボクは信用されてないか……」

　少しだけ、ヒルダは悲しい気持ちになった。

「営利誘ゆう拐かいかまして、暴行して殺害しようとしてきた相手をそう簡単に信じられるわきゃないでしょう」

「うっ……」

　レベッカの容よう赦しや無いツッコミに、痛いところを突かれる。

「というのは冗じよう談だんです。私も、ランガート元大たい尉い殿どのも、教えてもらえませんでしたから」

「お前……嫌きらいだ」

　しれっとした顔でうそぶくレベッカに、少し涙なみだ目めでヒルダは言う。

「まぁ……あの方もいろいろと隠かくし札ふだを持っているということでしょう。少なくとも、ジェコブ様を悲しませるようなことはなさらない方ですから、聞くなというなら、聞かないでいいことです。信頼できます。それよりも……」

　トゥエルブ通信には現在、機器操作の技術者と、演説をしている公王以外では、ヒルダとレベッカがいるのみである。

　ミリィとジェコブは、さすがに危険ということで、商会で留守番。

　そして、ルートはここにはいない。

「ランガートは、王宮か……」

「ええ、スヴェルゲン……もとい、スヴェンを奪だつ回かいに向かいました」

　王宮地下のハヌッセンのアドバイス通りに、公王の演説によって、親衛隊の注意はこちらに向いている。

　再び王宮に潜せん入にゆうすることも可能だろうし、ゲーニッツの裏をかけるかもしれない。

「二人で、ここを守るのか……ランガートめ、厄やつ介かいなこと押し付けていきやがって」

　放送が開始した以上、発信源をたどれば、ここに親衛隊が押し寄せるのも時間の問題。

　そのことを思うと、ヒルダの口に恨うらみ言ごとも混ざろうというものだった。

（なにを言っているのだか……）

　それを聞き、レベッカは呆あきれた。

　厄介を背負ったのは、むしろルートの方なのだ。

　彼は、レベッカの同行を断り、公王と放送設備の死守を頼んだ。

　人間型猟りよう兵へい機きである彼女が全力を尽くせば、猟兵機でも持ち出さないかぎりは、歩兵の十人や二十人、物の数ではない。

　対して、ルートはたった一人で、敵の本拠地に向かったのだから。

「あなたはここで自じ慢まんの豆まめ鉄でつ砲ぽうでも磨いていなさい」

「なにぃ！」

　しかし、細かな説明をするのが億おつ劫くうだったので、レベッカは小さな嫌いやみをつぶやくだけで終わらせる。

「ワルサーなら、今は持ってない」

「は？」

　少し、驚おどろきの声を上げるレベッカ。

　自分の身も守れるか疑わしい少女が、数少ない得物を放棄したと聞けば、呆れを通とおり越して驚きもしよう。

「どこにやったんです？」

「ええっと、あれは――」

「しっ！」

　レベッカの問いに、ヒルダが答えようとしたところで、尋ねた当人が会話を強制終しゆう了りようさせた。

「来ました」

　人の耳には聞こえないが、レベッカの聴覚センサーには反応があった。

　タイヤの走行音から推測するに、軍用装甲車五台。

　駆かけつけて来たのは、三十人と少しといったところだろう。

「ここは任せました。私が出たあと、入り口にバリケードを作るなり何なりして、時間を稼かせいでください」

　それだけ言うと、レベッカは、迷いのない足取りで、迎撃――いや、出撃した。




　一方――ワイルティア王宮、その一角に、囚とらわれている一人の女がいた。

「一体、今はなにがどうなっているんだ……」

　彼女がいるのは、王宮の地上十階にある来賓用客室。

　豪ごう華かな一室には、手洗いや風ふ呂ろ場ばまで完備され、命じればたいていのものが運ばれる。

　過ごすのに不自由はないが、出入りは禁止され、窓も開かない。

「ゲーニッツめ……！」

　悔しげにつぶやいた彼女の名は、ソフィア・フォン・ルンテシュタット。

　ワイルティア公国正規軍少佐、王立兵器開発局警備隊隊長だった女である。

　あの日の夜――いや、夜明け、ゲーニッツ自らが率いる親衛隊によって、彼女は守るべき場所も、部下も失った。

　それどころか常に邪険に扱あつかっていた男を身代わりに、生き残ってしまった。

「ダイアン……」

　あの現実味のない薄ら笑いの男は、銃じゆう弾だんに倒れ、動かなくなった。

　それを見たのが最後、失神させられ、目を醒ました時には、この部屋で寝かされていた。

　自分が生かされた理由は察しがつく。

　正規軍への人ひと質じち……ではない。

　彼女は、ワイルティアでも指折りの名家、ルンテシュタット家の息女である。

　生かしておけば、なんらかの交こう渉しよう材料に使える、ということなのだろう。

「くそう……！」

　自分だけおめおめと生き延び、これでは、死んでいった部下たちに合わせる顔がない。

　気づけば、目に涙が滲んでいた。

　悔しくて、辛くて、なにより、悲しかったからだ。

　だからであろうか、ソフィアは、軍人ではなく、一人の女として思わず、言葉を漏らしてしまう。

「ルート……助けて……」

　届くわけがない願い。

　その男は、ペルフェの片田舎オーガンベルツに住んでいるのだ。

　ここは王都ベルン、来るはずがない。

「ん……？」

　――と、思ったら。

　なにやら天井が軋んでいる。

　ガタン、ゴトン、ギシギシと、大きな生き物が移動しているような音が響いている。

「なんだ？」

　しばらく観察していたら、天井板の一部が落ちて、程ほどなくして、人間も落ちてきた。

「あいたたた……」

　ホコリとクモの巣まみれのその男は、ついさっき、ソフィアが助けを求めた男、その人だった。

「ルート……なんで……？」

　呆ぼう然ぜんと見つめるソフィア。その視線に気づき、突然現れたルートは顔を向ける。

「え、隊長……？」

　きょとんとしているルートと、しばし見つめ合う。

「うっ……」

　その顔を見ているうちに、ソフィアの今まで溜ために溜めていた感情が一気に溢れだした。

「ルート！」

　走り、飛びつき、抱だきついた。

「わ、私を助けに来てくれたのか……！　お前ってやつは……まさか、来てくれるなんて……嬉うれしい……」

　喜びの涙を溢れさせ、力いっぱい抱きしめた。

　無理のない話だった。

　ソフィアは、この元部下であり、幼なじみの弟分でもあった青年に、密かな恋心を抱いていたのだ。

　それこそ、年月にして十五年超えのビンテージもの。

　普ふ段だんは元上官であり、姉代わりというプライドが邪じや魔まをして言い出しづらいが、こんな気弱になった時にグッドタイミングで現れれば、大胆にもなろうというものだった。

「あれ……なんで隊長こんなとこにいるんですか？」

「ぬっ？」

　だが、当のルートの対応は、なんともしょっぱいものだった。

「王宮内にこの部屋……城住みでしたっけ、隊長」

「ん……？」

　乙女モードに入りかけていたソフィアだったが、事態のおかしさに気づき始める。

　ルートは、どうやら自分を助けに来たのではなく、たまたま偶然、文字通り降って来ただけのようである。

「ランガート大尉」

「なんですか？」

「とうっ！」

「ごふっ!?」

　とりあえず、こっ恥ぱずかしさと腹立たしさで、一発ぶん殴なぐった。

「な、なんなんですか一体!?」

「うるさい阿呆！　くそうっ！　一瞬でもときめいた自分が許せない！」

　今さっきまでの、喜びのあまり抱きついた行動に、ソフィアは耳まで赤くしている。

「大尉……ここまでの数分間の記き憶おくを失え」

「無む茶ちやを言わないでください!?」

「せねば物理的に忘れさせる！」

「わかりました忘れます忘れました忘れた！」

　ちょっと涙目でプルプル震えながら、かつ拳こぶしはしっかりと固めて迫せまられれば、理不尽この上なくとも、従わざるを得ない迫力があった。

「あの、それで、隊長はなんでここに……？」

「それを言うなら、キサマもなぜここに……？」

　ソフィアとルート、互たがいに事情を尋ねあったその時、部屋の扉とびらが勢い良く開く。

「ルンテシュタット少佐！　なんの騒さわぎか！」

「その男は何者だ！」

　部屋の扉の前で、門番よろしく控えていた親衛隊兵士だった。

　これだけ中で騒ぎまくれば、異常を察して入ってきても当然であった。

「――――!!」

「――――!!」

　突入してきた兵士たち、侵しん入にゆう者しやにして不ふ審しん者しやのルートを見つけ身構えるが、それよりも早く、ルートとソフィアは動いた。

　兵士二人はそれぞれ機関銃を構えていたが、ルートは一瞬で肉迫すると、銃を押さえ、逆の手で相手のあごに掌底を食くらわせる。

　ソフィアも同じく一瞬で距離を詰つめると、沈み込むように体を下げ、兵士の足を払い、体勢が崩れたところで、顔面に拳を叩き込んだ。

　ほんの瞬きする間に、兵士二人は声を上げるまもなく昏こん倒とうした。

「やれやれ……どうやら、ここを出る頃ころ合あいのようだな」

　気絶した兵士から、武器として使えそうなものを奪うばいながら、ソフィアは言う。

　今まで、外の状態がわからなかったため。脱出したくとも出来なかったのだ。

「ランガート大尉、キサマがここにいるのは、少なくともパン屋仕事の通りすがりというわけではあるまい」

　ゲーニッツによって支配された盤上が、異変を起こしている。

　ならば、動く機会が訪れたと、ソフィアは判断した。

「はい、実は……」

　事情を説明しようとするルートに、ソフィアは手を上げて制する。

「話は、移動しながらだ。じきに他ほかの兵士も来る。急ぐぞ」

　素早い判断を下し、周囲を警けい戒かいしつつ、部屋を出たソフィアの目に、もう恋する乙女は残っていなかった。

「黒の魔ま槍そう」とうたわれし、公国軍人の顔に、戻もどっていた。




　その頃、王宮正門――

「おやおや、まさかテレビジョン放送を利用するとはね……スヴェンの想い人の発想じゃないな……これはさては………ふふふ」

　道化師のような男が、道化師のように軽やかなステップを踏ふんでいる。

　――と、本人は思っているのだろうが、ケガでもしているのか、いまいち動きに精彩がない。

「なにしてはりますのん？」

　そんな男に、彼に付き従い歩む女が声をかける。

「はよ行きませんと、祭りに間に合わへんようにならはりますよ？」

「おや、これは失礼……スズカさん」

　スズカと呼ばれたのは、黒くろ髪かみに黒目の長身の女だった。

　ワイルティア人ではない。それどころか、エウロペア大陸のどの民族ともことなる、涼やかな佇まいをしている。

「そこの！　何者だ！」

　正門を警備している兵士たちが、二人の姿を見つけ、警戒する。

「物騒ですなぁ……ウチ、こないなとこ来たなかったんやけど」

　ふぅとくだらなそうに息を吐くスズカ。

　銃を携帯している兵士に近づかれても、わずかにも動どう揺ようしない。

「まぁまぁスズカさん、お仕事してくださいよ。ヤマモトさんの面目も立たなくなるでしょ？」

「はぁ、宮仕えのつらいとこやなぁ」

　道化師のような男に促され、スズカは胸元から手帳のようなものをとりだし、兵士たちに見せる。

「ヤマト大使館、駐ちゆう在ざい武官のスズカ・アマキ言います」

　スズカが見せたのは、大使館関係者にのみ支給される、外交官証。

　国交を結んだ国は、これを持つ者を、たとえ犯罪を起こしたとしても、逮捕勾留は禁じられている。

　俗に言う、「外交官特権」というものである。

「や、ヤマトの方が、どのようなご用向きで……？」

　現在、ベルン市内の大使館には、全すべて外出を控ひかえるよう連れん絡らくがされている。

　強制ではなく要よう請せいだが、国際問題になることを恐おそれ、通常は順守されるものである。

　とはいえ、あくまでも要請、大使館員はそれぞれの母国から送られてきた者たちなので、ワイルティア政府に行動を制限されるいわれはない。
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「ゲーニッツはんに会いに来たんです。お取り次ぎ願えますやろか」




　再び、王宮内――長い入り組んだ廊ろう下かを走る、ルートとソフィア。

「なるほど……最初に襲われたのは、開発局だったんですね」

「ああ、あのクサレ中ちゆう将じようめ……絶対に許さん！」

　走りながら、二人はそれぞれの情報を交換した。

「それより、あの娘むすめ……スヴェンとか言ったか？　あいつが連れ去られたのか？」

「はい……理り屈くつはわかりませんが、心を、操作されてしまったと……」

　地下牢で出会った、ハヌッセンから聞いた真実、〝緊きん急きゆう制せい御ぎよコード〟。

「腹立たしいな……」

　ポツリと、ソフィアはつぶやく。

　言葉通り、声には怒いかりが含まれていたが、それだけではない。

　決して踏み込んではならない場所を踏み荒らした者への、激しい軽蔑が滲んでいた。

「ぬっ！」

　走る二人の先に、数名の兵士が現れる。

　すでに、ソフィア脱だつ走そう、ルート潜入の報は、宮内に伝わっている。

　見つけ次第、射殺もやむなしという条件で、兵士が差し向けられていた。

「撃て！」

　兵士たちが銃を構える――よりも早く、ソフィアは奪いとった機関銃を放ち、現れた兵士たちの幾人かを正確に撃ち抜ぬく。

　さらに、止まるどころかさらに脚きやく力りよくを強め、兵士たちの中に飛び込むと、拳、銃じゆう床しよう、膝ひざ蹴げりと、瞬またたく間まに戦せん闘とう不能にしてしまう。

（相変わらず……強いな……！）

　ソフィアは軍隊格闘術のエキスパートであり、ルートと同じく、東洋の格闘技「ブジツ」に精通した者である。

　開けた場所での戦いならともかく、行動が制限される狭せまい廊下では、たとえ銃を持っていようが、四、五人程度の数では相手にならない。

「ランガート大たい尉い……なぜ撃たなかった」

　まだ呻いていた敵兵を蹴り飛ばして気絶させながら、ソフィアが問うた。

「それは……」

　ルートも銃を持っている。

　敵兵から奪った機関銃だ。

　弾も入っているし、撃ち方も知っている。

　なのにルートは、撃つことをためらった――というよりも、撃とうともしなかった。

「まだ、〝撃たない〟のか？」

　戦場において、酷い経験を味わったものが、その後、戦闘に関する行動ができなくなることは多々ある。

　ソフィアもそういった者たちは多く見てきた。

　だが、ルートの場合は違ちがう。自戒として、不殺を課している。

「お前がなにを考えているかは、先のデフェアデッド号の時に知った。それを責める気はない。だがな、それであの娘を救えるのか？」

　ソフィアがスヴェンと接したのは、デフェアデッド号の一件の際に、何度か言葉を交わした程度である。

　それでも、スヴェンの強いルートへの思いを知るには充分だった。

「身も心も捧げた、我が最愛の主さまを慕したう者」――

　スヴェンは、己おのれをそう表した。

「あの娘は、お前を命がけで慕っている。そんな女の心を救うのに、命を賭けないで救えるのか？」

「俺おれは――」

「お前自身の命だけじゃない。他人の命もだ」

　反論しようとするルートに先んじて、ソフィアは言った。

「ゲーニッツがどんな男かは、よく知っているだろう？　命がけの女の心を支配して利用しようとする輩だぞ」

　ソフィアは、ルートへ恋慕の情を持っている。

　同じ男を愛したからこそ、スヴェンの気持ちも理解できた。

　彼かの女じよが何者かはわからないが、本気で、ルートを愛していることがわかった。

　その思いを踏みにじったゲーニッツの、救いようのない下衆さも。

「あえて言う……キレイ事を貫いて、全てをどうにかできる事態じゃない」

　殺す覚悟で挑まねば、殺される。

　そして、ルートの死は、スヴェンにとって己の死以上に辛つらいものなのだ。

「俺は……」

　苦しげに、ルートは声を漏らす。

「…………」

　そして、彼に言葉を投げつけたソフィアもまた、悲痛な表情であった。

　こんなことは、できれば言いたくない。

　言いたくないが、言わねばいけない時だった。

　元上官としても、姉代わりとしても、一人の女としても。

「王立兵器開発局……」

　ポツリと、ソフィアはつぶやく。

「そこに行け。おそらく、ゲーニッツはそこにあの娘を連れて行く」

「えっ……？」

　開発局警備隊隊長であり、局長ダイアンのお目付け役でもあった彼女は、全てではないが、開発局が有する機密のいくらかを把は握あくしている。

「開発局の地下には、〝扉〟がある。それがゲーニッツの奥の手だ」

　強硬手段をもって開発局を占せん拠きよし、王都に戒かい厳げん令れいを敷くという危ない橋を渡ったのは、それらによって起こるマイナスを補って余りあるほどの何かがあるから。

　ルートはそう推測していたが、それこそが開発局地下の〝扉〟の存在であった。

「〝扉〟が……王都にあったのか……」

　驚きの声を上げるルート。

　以前の一件で、ルートはオーガンベルツにおいて、〝扉〟を直に目にした。

　戦車砲の力でも破壊できなかった、古こ代だい文明の遺産。

（スヴェンは……〝扉〟を開ける……！）

　ようやく、ゲーニッツの真意がわかった。

　古代帝てい国こくの遺産は、人智を超こえた力を示す。

　ルートが見た〝扉〟の中身は、ただの古いにしえの食料生産施設だった。

　だが、そんなものでさえ、死んだ人間を再生させる奇跡を起こした。

「その〝扉〟の向こうには、なにがあるんだ……？」

「わからん。だが、開発局の局長が、一度口にしていたことがある……〝扉〟はその大きさに比例し、重要度が上がる、と……そして、ベルン地下にある〝扉〟は、現在確かく認にんされているものの中で、最大の大きさをもつ」

　公王による「反乱軍宣言」を受け、王都奪回に動いた正規軍と親衛隊が、王都近辺でにらみ合いを始めている頃だが、王宮にまで迫るにはまだ時間がかかるだろう。

　その間に、スヴェンの力で〝扉〟を開け放つ。

　中にあるものが、戦況を覆すものであったなら――

「そこが、ゲーニッツの必ず行きつく場所だ」

「そして、スヴェンもそこに……」

　スヴェンを取り戻すには、ゲーニッツの野望を止めるのが必ひつ須す。

　しかし、今まではその最終目標がわからなかった。

　だが、いまそれが、提示された。

「おそらく、ゲーニッツは王宮を捨てるだろう。いや、もうすでに向かっているかもしれん。どちらにしろ、今からなら先回りできる」

「隊長……」

「ちっ！」

　そこまで話して、ソフィアは舌打ちをした。

「言っておくがな！　これ、最高機密なんだぞ！」

　いかな元軍人のルートといえど、退役した以上、民間人である。

　決して漏らしてはいけない内容であることに変わりはない。

「なんで話したか分かるか……？」

　睨にらむような眼まな差ざしで、ソフィアは問いかける。

「生きて帰ってきてほしいからだ。あの娘を連れて帰りたいんだろう？　なら、そのために有利になる情報なら……仕方ない！　さっさと行って来い！」

「でも、隊長は？」

　ゲーニッツが離はなれても、現在の王宮は、親衛隊の拠きよ点てんである。

　そんな場所に一人残していけないと、ルートは尋たずねたが、ソフィアは、やや皮肉げな笑えみを返した。

「私は、アレの相手をせねばならんみたいだ」

　廊下の先に、一人の少女が立っていた。

「外敵……排はい除じよ……排除……」

　少女は、年としの頃は十四、五といったくらいだろう。

　ヒルダやミリィよりは年上、のように見える。

　そしてスヴェンやレベッカと同じ、赤い瞳ひとみをしていた。

「感じないか、大尉……あの娘と、似ている」

　冷ひや汗あせを一筋垂らしながら、ソフィアは言った。

　スヴェンやレベッカが、時折、その華きや奢しやな外見からは想像もつかない身体能力を発揮するときに感じる、激しい違い和わ感かん。

　それを何十倍にも増幅したものを、目の前の少女は放っていた。

　不気味の谷――という言葉がある。

　人工物の外見やしぐさが、人に近ければ近いほど、人間は好感を覚える。

　しかし、ある一点において、あまりにも近すぎることで、却かえって「人でない」部分が明らかになってしまい、そこに嫌けん悪お感かんを覚えるという。

「排除……抹殺……」

　まさに、少女はそれであった。

　ルートやソフィアは知らないが、ここにレベッカがいたら、驚きの声を上げただろう。

　彼女は、〝三体目〟の人間型猟兵機。

　開発局襲しゆう撃げきの夜、レベッカを襲おそった機体。

「早く行けランガート！　銃じゆうも撃てないキサマでは足手まといだ！」

　床ゆかに転がっていた機関銃を拾い上げると、ソフィアはそれを二丁構え、少女に向かって撃ち放つ。

　点ではなく面で銃弾を撃ち放ち、一発でも当たればいいと、弾幕を張る。

　しかし、それより早く、少女は壁かべや天井を蹴り、幾何学模様の軌道を描えがいて飛び跳ね、それらを躱しきった。

「バケモノが！」

　悪態を吐くソフィアだが、さらに銃撃を加え、少女を足止めしようとする。

「隊長……」

　ルートは迷った。

　あの少女は強い。

　おそらく、スヴェンやレベッカと同格か、それ以上。

　武装していたとしても、人間を圧あつ倒とうする力を持っている。

　自分とソフィアの二人がかりで挑んだとしても、勝てる可能性は低い。

　勝てたとしても、相応の時間を奪われるだろう。

　せっかく得た、先回りできるチャンスを無駄にしてしまう。

　ソフィアが「行け」と言ったのは、そこまで考えてのことであろう。

「自分だけでなく、他人の命も賭けろ」――

　ソフィアは言った。

　彼女はそれを実践したのだ。

　ルートに、自分を置いて行けと命じたのだ。

「ソフィアねえさん……ゴメン！」

　ひとこと言い残し、ルートは背を向けて走り去った。

「そうだ、それでいい、ルート……」

　背中で、その言葉を聞きながら、ソフィアは微笑む。

「さぁこいバケモノ！　おねえちゃんは強いぞ！」

　ありったけの空元気をかき集め、不敵に言い放った。
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六章「ルート・ランガートの決断」







　一方――市街地、トゥエルブ通信前。

「バケモノ……」

　ここにも一人、人間型猟兵機の次元の違う力を前に、同じ言葉を発している者がいた。

　デルズ大尉――親衛隊将校であり、制圧部隊の指揮官である。

「どのようにでもお好きに仰おつしやってください、なんと言われようが気にしませんので」

　そして、心底どうでもよさそうに答えたのは、増援併せ、五十人を超す親衛隊を全員戦闘不能にした、レベッカだった。

　殺したのは半分くらいだが、残りの半分も腕うでなり脚なり肋骨なりをへし折ったり、臓器を潰つぶしたりと、戦うどころか、意識さえ保っていない状態である。

　それで言えば、片脚をへし折られただけのデルズは、まだ軽傷の部類と言えた。

「や、やめて……助けて……」

「そうはいきません」

　親衛隊としてのプライドなど放り捨て、デルズは命乞いをするが、レベッカは容赦なくそれを却きやつ下かした。

　固めた拳を振り上げ、顔面に叩きこもうとする。

　その瞬しゆん間かん、音もなく、振り上げた彼女の右腕が消し飛んだ。

「なっ――!?」

　なにが起こったのか、一瞬では判断できなかった。

　ただ、消し飛んでコンマ数秒遅おくれに、魔ま獣じゆうの叫さけびのような砲火の音が轟とどろいたことで、超音速の弾頭が自身の一部を弾き飛ばしたことを理解した。

「お……遅いぞ、貴様らァ！」

　デルズが叫ぶ。

　その視線の先には、階級章も、所属認にん識しき票ひようもついていない、黒尽くめの野戦服に身を包つつんだ男たちがいた。

「勘かん違ちがいするな、我らはお前の部下ではない」

　彼かれらは、〝ヴェアヴォルフ〟――かつてのルートが所属していた、存在すら秘ひ匿とくされた特務部隊。ゲーニッツの私兵部隊である。

「くっ！」

　片腕を失っても、もう片方の腕がある。

　両腕を失っても、蹴り殺すことはできる。

　レベッカが、ヴェアヴォルフたちに攻こう撃げきを加えようとした次の瞬間、再び、音よりも速く放たれた砲撃が、彼女の右脚を弾き飛ばした。

「がっ――！」

　人間型猟兵機にも痛覚はある。

　だがそれは、あくまで身体の状じよう況きようを知らせるアラートに等しい。

　人間のように、痛みでショック死することや、激痛に思考が妨さまたげられることはない。

　だから、彼女は冷静に、この攻撃の正体を分析できた。

「まさか、これは……ゲルリッヒ……！」

　速さだけではない。

　威力も桁けた外はずれ。

　そもそも人間向けに使うような武器ではない。

　これは、対戦車銃じゆうゲルリッヒの〝銃声〟である。

「開発局で拾ってな。弾だん丸がんも、二発だけ見つかった」

　それは、ヴェアヴォルフにとっても、貴重な武器。

　いつ使うべきか、使いどきを見定めるために、彼らは様子を見ていた。

　親衛隊の兵士五十人がなぎ倒される間、デルズの右脚がへし折られる間も、ずっと、絶好の機会が来るのを待っていた。

　そして巡ったその瞬間、レベッカがわずかに気を逸らした瞬間を狙い、攻撃に移った。

「しかし驚いたな。バケモノじみた戦い方をすると思ったが、本当に人でなかったか」

　ヴェアヴォルフの隊長が、興味深そうにつぶやく。

　吹ふき飛とばされたレベッカの右腕と右脚からは、擬似骨格と、ちぎれた人工筋肉が覗いている。

「あの天才科学者のオモチャか……大したものだ」

　何人もの人間を殺めてきた者たちだからこそ、人ならざるものは、珍めずらしい感触だったのか、その口調はどこか楽しげだった。

「なんだ……人間じゃなくて……人形だったのかよ……」

　ゆらりと、デルズが立ち上がる。

「この木偶がァー！　良くもこの俺を!!」

　怒りを込めて、レベッカの顔面に蹴りを叩き込んだ。

「がぁ――!!」

　だが、思わず折れた右脚で蹴りつけてしまい、痛みに悲鳴を上げる。

「バカか……」

　ヴェアヴォルフの隊長が、吐はき捨すてるように言う。

「うるせぇ！　銃貸せ銃！」

　今度は拳けん銃じゆうを奪いとり、怒りに任せ、何発も何発も、レベッカの体に撃ちこむ。

「ちくしょう！　壊れねぇ！　無む駄だに頑がん丈じようだなああん！」

　失態続きのデルズは、今回も制圧こそ出来たが、手柄は実質ヴェアヴォルフのものだ。

　ゲーニッツに無能扱いされれば、いつかは捨てられる。

　その焦あせりが、恐きよう怖ふが、怒りとなって彼を動かしていた。

「ここならどうだ!!」

　銃じゆう口こうをレベッカの顔に向け、目に向かって弾を放つ。

「ぐっ！」

　人間型猟りよう兵へい機きは、表面の生体部品こそ、人間そっくりにできているが、その下は、ダイアン謹製の特とく殊しゆ合金で覆われており、拳銃の弾ごときでは貫けない。

　しかし、目となると話は違う。

　人間の眼球よりは頑丈な程度で、強度は決して高くない。

　右目を砕くだかれ、人工体液が漏れ出る。

「ちきしょう……ちきしょうちきしょう……簡単には壊れねぇのか……おい！　さっきのゲルリッヒっていうのでこいつをぶっ壊せ！」

「言ったろう、弾丸は二発しか見つからなかった。もう打ち止めだ」

　レベッカを〝壊そう〟とするならば、歩兵の手持ち武器では事足りない。

　やるとなれば、相応の量の爆薬で吹き飛ばすか、戦車の履帯で踏み潰すくらいはしなければならない。

「ちぃ……まぁいいさ……なら、それなりに楽しんでからにしてやる……」

「なんだ？　犯すのか？」

「違う……」

　ニタリと、デルズはこの上ない残虐な笑みを浮うかべる。

「おい人形……目ん玉はあともういっこ残ってるだろ……それでお前に地じ獄ごくを見せてやる」

　レベッカの髪かみをひっつかみ、力任せに持ち上げる。

「この中にいるお前の仲間……それだけじゃねぇ、この後ビリオンズ商会に殴りこんで、中にいるヤツ全員殺してやる！」

「なに……？」

　右手、右脚を弾き飛ばされ、右目を潰されても動じなかったレベッカの顔に、初めて焦りが生まれる。

「やめろ……」

「お？　なんだなんだ？　人形風ふ情ぜいにも、そんな感情があるのかよ？」

　自分を追い詰めた相手の、精神的動揺は、人に嗜虐的な悦びを与あたえる。

「ジェコブ様に手を出すな！　殺すなら私を殺せ！」

「〝殺す〟じゃねぇだろ、〝壊す〟だろうが、人形が！」

　激高するデルズが、地面に思いっきり、レベッカを叩きつける。

「ジェコブ……？　オーケィわかった。そいつは一番最後に殺してやるよ。お前の目の前で、脳みそかち割って、ぐちゃぐちゃにしてやらぁ！」

「や……やめて………」

　無感情、無表情、日ひ頃ごろは冷れい淡たんとさえいってもいいレベッカが震ふるえていた。

　自分の命以上に大切な者の危機を、止めることの出来ない恐怖が、彼女を支配していた。

「ぎゃははははは！　いい面だぜ人形女ァ！」

「いい加減にしろ」

　突とつ如じよ、声が増えた。

　デルズも、ヴェアヴォルフたちも、レベッカすらも察知できなかった。

　なぜなら、その男は、空から降ってきたのだから。

「誰だれだ――」

　言い終わる前に、男の繰り出した剛拳が、デルズの顔面にめり込む。

「ごぽ……」

　間抜けな声をあげて、ボールのようにふっとばされるデルズ。

　顔面をこすりつけるような姿勢で、地面に叩たたきつけられ、首の骨を、ありえない角度で曲げて、絶命する。

「な……なんだ貴様……」

　訓練に訓練を重ねた特務兵であるヴェアヴォルフたちが、現れた男の異様さに戸と惑まどう。

　男はどこから現れたのかもわからないが、なにより異様なのは、その風体。

　まとっているのは、仕立ては高級だが、普ふ通つうのトレンチコート。

　だが顔には、金属の仮面を被かぶっている。

「それは……〝伍ご長ちよう〟の仮面!?」

　ヴェアヴォルフの隊長が、呻くような声を発した。

〝伍長〟の仮面は、ゲーニッツがその身を偽いつわるために使っていたもの。

　オーガンベルツで捨てられ、その後ルートが検問を突とつ破ぱする際に使用し、用済みとなった後は、汽車の車内に放棄されたはずである。

　それを、目の前の男が被っていた。

「貴様……何者なのだ！」

　返答を待たずして、合図をするまでもなく、ヴェアヴォルフたちが襲いかかる。

「誰でもいいだろ三下どもが」

　だが、男はうろたえない。

「〝白銀の狼おおかみ〟や〝黒の魔槍〟と違って、『ブジツ』なんて上等なものは使えねぇがな」

　腕を振るい、ナイフを持って迫った一人をなぎ払い、銃を抜こうとした一人を踏みつけるように蹴り飛ばす。

「ステゴロはちょっとしたもんなんだよ！」

　技を用いるのではない。

　力任せの路地裏の不良少年のケンカのような動きだが、圧倒的なパワーが、言語道断の破壊力が、彼らを一撃で再起不能にする。

「これは、なんだ……貴様も人形なのか……!?」

　その戦い方は、人というよりも、今さっきまで暴れていたレベッカの闘法に近い。

　種族としてのポテンシャルが違いすぎる者のそれであった。

「あなたは……その……声は……」

　しかし、レベッカにとって、男の人外の戦闘力も被っている仮面も、どうでもよかった。

　そんなものより、男の発する声に、彼女は震えるほどの衝しよう撃げきを覚えていた。

「よくもまぁ、人の女傷モンにしてくれやがったな……」

　言うやいなや、男はさらに、襲いかかるヴェアヴォルフたちを次々と薙ぎ払っていく。

　その戦い方も、レベッカには見覚えがあった。

　ただあるだけで戦場の空気を支配し、正確かつ強力な、迷いなき一撃をもって、敵を砕く。

　それはまるで、超高度から獲物を狙う鷹のごとく。

「貴様ァッ!!」

　数分保たずして、精兵であるヴェアヴォルフたちは、隊長格の一人を残し壊滅する。

　全員が、全て一撃で絶命させられていた。

「なんなのだ、なんなのだ貴様は！」

　彼らは弱くない。

　人間相手ならば、無双の強さを発揮しただろう。

　だが、いつかの飛空船の戦闘で、彼らと同じくヴェアヴォルフであったルートが、ある人外の力を持ったグレーテンの兵士と戦った時、その技の一いつ切さいが通じなかった。

　人間用の殺し方に特化した者たちであるがゆえに、人外の存在に対処できないのだ。

「いいからかかってこいや。あとはお前だけだ」

〝伍長〟の仮面を被ったその男の体から、僅わずかに発する音。

　それは、機械兵――体の一部を機械に置き換えることで、超人的な力を得た、サイボーグ兵士の放つ音である。

「がはっ!!」

　最後の一人、隊長格のヴェアヴォルフも、腹を手刀で貫かれ、絶命する。

「少しよう佐さ……ですね……？」

　震える声で、レベッカは男に問うた。

「………………………」

　男は答えない。

　バツの悪そうな顔――は仮面で覆われているが、まるでいたずらが見つかった子供のような、困ったような素そ振ぶりをしている。

「少佐なんですよね……ブリッツドナー少佐……ですよね……？」

　体のかなりの部分が、機械に置き換わっているのがわかった。

　それでも、その声を間違えるワケがない。

　いつもいつも、下手くそなジョークを飛ばし、ヘラヘラ笑って、女にだらしない、レベッカの大切な、大好きな人。

　人間型猟兵機になる前、兵器であった頃の、彼女のパイロット、〝紅蓮の鷹〟エーリッヒ・ブリッツドナー。

「私です……あなたが、名前を下さった……シャルラハートです……！」

　レベッカの名は、彼女に少女の姿を与えた、ダイアンが付けたもの。

　しかし、彼女が「大切な人にしか呼ばれたくない」としている、シャルラハートの名は、ブリッツドナーが与えたものだった。

「ゴメンな、シャルラハート……お前には、苦労ばっかかけちまったみたいだな」

　男は、仮面を脱がなかった。

　だが、優やさしい声で、まるで父親が娘に語りかけるように言った。

「オヤジや、俺の息子むすこを守ってくれたんだな。ありがとう」

「少佐……」

　レベッカは泣いていた。

　腕と脚を吹き飛ばされても、目を潰されても、何発もの弾丸を食くらっても、踏みつけられても、蹴り飛ばされても、地面に叩きつけられても、彼女は涙なみだ一つ、うめき声一つ漏らさなかった。

　ある日突然、姿を消した。

　死んだと言う者もいたが、信じなかった。

　この人が死んだりするわけがない。

　必ず帰ってくると、ひたすら待ち続けていたのだ。

　その人が、現れた。

　これ以上、涙を流さない理由は、レベッカの中にはなかった。

「すまねぇが、ここで俺に会ったことは内緒にしといてくれ。色々と事情があってな」

　名乗れない理由、顔を見せられない理由、そして体を機械化した理由。

　色々あるのだろうが、それに加え、レベッカの前に現れることすら、憚はばかるべき理由があるのだろう。

「体……あの博士に治してもらえよ」

「博士……え？　それって……」
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　レベッカたち、人間型猟兵機の体を直せる技術を持つ者など、この世に一人しかいない。

「それにしてもシャルラハート、お前べっぴんさんになったなぁ」

「なぁ――!?」

　その一言に、レベッカのレザニウムリアクターは高速駆動し、体中が熱を帯びる。

　顔は耳まで真っ赤になり、残っていた左目が泳ぎまくった。

「じゃあな、またな」

「へ？　え？　えええっ!?」

　彼女が困こん惑わくしている間に、いつの間にか、ブリッツドナーの姿は消えていた。

　現れた時と同じく、機械化することで強化された跳ちよう躍やく力りよくをもって、何処どこかへ立ち去ったのだろう。

「あ、あううう～～～～～[image: ]」

　五年ぶりに再会した主は、やりたい放題やって、言いたいことだけ言い残し、あっという間にまたどこかへ行ってしまった。

「ホントに、ホントにもう！　勝手な人！　いつもいつも、いつもいつもいつもこうなんだから！」

　声を上げながら、レベッカは泣いていた。

　泣きながら、笑っていた。

「よかった……少佐………よかったよう……」

　ブリッツドナーは、〝またな〟と言った。

　また会えるその日がある。

　それだけでも、悔しいことに、彼女は嬉しかったのだ。







　その頃ころ――ベルン王宮内。

「このおおおおっ[image: ]」

　叫びながら、ソフィアは、〝三体目〟の少女に機関銃を撃ちまくる。

〝黒の魔ま槍そう〟の二つ名をもつ、エースパイロットであるソフィア。

　猟兵機乗りは、ただの操縦者ではない。

　ことあらば、敵地に一人取り残されても単独で帰き還かん出来るだけの訓練を受けている。

　特にソフィアは、軍隊格闘術、白兵戦闘、銃器のスペシャリストでもある。

　その彼女の腕をもってしても、迫せまり来る〝三体目〟に対して、防戦一方――死なないでいるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「限度があるだろ、あれ！」

　弾切れになった銃を捨て、走る。

　さっきからこの繰くり返かえし、ひたすら弾丸を放ち、距離を取る。

　ソフィアの攻撃はまともなダメージを与えられず、じわじわと追い詰つめられていた。

（意識してこちらにプレッシャーをかけている……違う。そんなのではない！）

　黙々と、ただひたすらに、私情を挟はさまず、ただただ淡々と、ソフィアの命を刈り取ろうとしている。

　当然である。なにせ目の前にいるのは、機械の人間なのだから。

「くぅ、ここまでか……」

　手持ちの武器は使い尽くした。

　逃にげながら、隠れながら、使えるものは全部使って応戦したが、それも品切れ。

　むしろ、人の身でよくもここまで粘ったという戦いっぷりだった。

「相変わらず、ブッサイクな戦い方やなぁ。ソフィアはん」

　その時、まるでその場にそぐわない訛なまりの強いワイルティア公用語で、誰かが話しかけてきた。

「この声は……？」

　聞き覚えのある声、東西の軍部交流で出会った、彼女の一、二を争あらそう苦手とする相手――

「どーも、お久しゅう」

　黒くろ髪かみ黒目の、エウロペアとは異なる文明圏、エイジアの国の民たみ。

〝ヤマト〟駐ちゆう在ざい武官、スズカ・アマキが立っていた。

「スズカ!?　なぜお前が！」

「そらもうあーた、上役の命令で――」

　緊きん張ちよう感かんのない声で応じるスズカ。

「侵しん入にゆう者しや……排除……」

　その背後に、超高速で周りこんだ〝三体目〟が迫り、手刀を繰りだそうとする。

「オイタはアカンで、からくり人形」

　次の瞬間、〝三体目〟は投げ飛ばされ、天井に叩きつけられた。

「な………!?」

　目にも留まらぬ速さで動く相手を、見もしないで捌さばいたスズカの〝技〟に、ソフィアは唖然とする。

「どんだけ速う動けても、どんだけ強い力でも、人型しとるんやったら、人の技が通じるもんです」

　スズカの声音は変わらない。

　ただただ、静かで、波立ち一つ表れない。

　ソフィアやルートが学んだ〝ブジツ〟、それらをさらに高めた〝ブドー〟……スズカは、それらを十代の頃には師である父を超えた、武の神に愛されし女である。

　その技量を見込まれ、海外大使館の駐在武官の任を与えられた。

　ことあらば、本国からの支し援えん、補給も一切受けられない状態、すなわち、素手でも敵対戦せん闘とう集団と対処できる者として。

　故ゆえに、彼女はこう呼ばれている、〝ヤマト大使館の、最強戦力〟―――

「排除………排除……排除……」

　天井にめり込まされていた〝三体目〟、無理やり体を起こすと同時に、床に落ちてくるが、カクカクと、人形のような動きで立ち上がると、再びスズカに向かって襲いかかってくる。

　繰り出される高速の拳けん撃げき、威力を弱めて、代わりに速射性を高めたのだろう。

　それでも、一発当たれば人間の骨を砕くには十分。

「こらあきまへんなぁ」

　だが、スズカはうろたえない。

　その拳撃の全すべてを、片手でいなし、全てかわし切る。

「ヤマトの武術は戦国乱世で鍛えられた合戦の技やねん。せやからな……」

　穏おだやかな口調で話しながら、容よう赦しやなく〝三体目〟の手をつかむ。

「どんな速うても、二本のお手々で繰り出せるもんやったら、避さけれて当然やねん」

　言うや、〝三体目〟を、壁にたたきつける。

「人間業なめたアカンで、からくり人形。お茶でも運んどき」

　スズカの使う〝ブドー〟は、相手の力をそっくりそのまま返す技。

　人外の筋力を持つがゆえに、その技の発動によって、〝三体目〟には自分自身の力が、そっくりそのまま叩き返されていた。

「バケモノがもう一匹増えた……」

「ひどい言い方やね」

　呆あきれた声を漏もらすソフィアに、スズカはやんわりとツッコむ。

「なぜお前がここにいる!?　上役の命令とはどういうことだ？　なぜヤマトがワイルティアの問題に介かい入にゆうする！」

「ヤマトが介入したというより、ワイルティアのエライさんが、協力要よう請せいしてきたんよ。一いつ緒しよに来たんやけどね、ソフィアはんがピンチみたいやから、ウチだけ先来ましてん」

「そいつは……」

　ヤマトにコネクションを持ち、最強戦力であるスズカを借り受け、さらに、ソフィアの知っている相手――

「排除……抹殺……抹まつ消しよう……」

「あらら、頑丈やねぇ、さすがワイルティア製やな」

　ソフィアが困惑している間に、三度、〝三体目〟が動き出す。

「ちょっとウチ一人やとキツそ……ソフィアはん、ハイこれ」

　スズカが、腰に下げていた布づつみを渡わたしてきた。

「これは……私の銃!?」

　パラペラムピストーレＭ９０８、ソフィアの愛銃である。

「あの時、なくしたと思ったのに……」

　兵器開発局襲撃のあと、目を醒ました時には、なくなっていた。

　同型の銃ではない、シリアルナンバーも同じ、自分の銃だった。

「まさか……アイツが……？」

　脳裏に、一人の男の顔が浮かぶ。

「ソフィアはん、ぼさっとしとったら死んでまうで？」

　無表情に、まさに機械的に、〝三体目〟が襲いかかってきた。




　王宮の北東に位置する、王立兵器開発局――その最深部に、ゲーニッツはスヴェンを連れて向かっていた。

　ベルン占せん領りようは失敗に終わり、じきに公王の檄げきに呼応して立ち上がった正規軍によって、王都も王城も奪だつ還かんされるだろう。

　だが、それにはまだ時間がかかる。

　王都周辺に展開した数万の親衛隊は、離反者も現れるだろうし、反乱軍になることを嫌きらい投降する者も出るだろうが、それがゆえの混乱も起きる。

　いかに普ふ段だんは反目しあっている組織同士でも、同国人同士の殺し合いは、やはり躊ちゆう躇ちよするものだ。

　そのわずかな時間があれば、次の策を実行するには充分であった。

「来たか、ゲーニッツ……」

　だが、その行動を予測していた者もいた。

「ランガート……なぜ、ここにお前がいる？」

　開発局最深部、ワイルティア公国最重要機密である、世界最大級の〝扉とびら〟の前に、さながら門番のごとくルートが立ちはだかっていた。

「その様子では、私の所に戻もどってくるつもりではないようだな」

「当たり前だ。俺おれはもう、軍人じゃない」

　睨み合う両者、互たがいに譲れぬものを持った者同士が、最後に行き着いた。

「一体、どうしたっていうんだ、ランガート、お前らしくもない……」

　どこか、寂しさにも似た声で、ゲーニッツは言う。

「ここのことは誰に教えてもらった？　公王の件はどうやって知った？　そもそも、なぜ公王がお前に味方した？　牢ろう獄ごくはどうやって抜けだした？　なぜシャイロックに力を借りた？　なぜ、人の力を頼った……？」

　ゲーニッツの知るルートは、孤高の者であった。

　誰の力も借りず、誰も信用せず、磨き上げた己おのれの力のみを信じる男だった。

　だから、どんな相手でも殺した。

　老ろう若にやく男なん女によかかわらず、たとえ昨日まで味方であった者でも、命令一つで躊躇なく命を終わらせた。

「お前は、こんなことをするような男じゃなかっただろう、なぁ？」

　その、道具のような――いや、機械のような正確さを、ゲーニッツは高く評価していた。

「お前の両手はパン生き地じを捏こねるためのものではない。人を殺めるための、牙きばと爪だ」

「違ちがう」

「違わない。私はそれをわかっている。お前は、私の元に戻るべきだ」

　この素す晴ばらしい道具を使いこなせるのは自分だけだと、強い確信をもって、ゲーニッツは呼びかけた。

「俺は、道具じゃない……ゲーニッツ」

　静かに、どこか決意したような声で、ルートは言った。

「俺も、かつてはそう思っていた。強ければ、一人で生きていけると。それが出来ないのは、弱いからだと。弱いのは自分のせいで、弱いから悪いのだと」

　親を亡なくし、軍に拾われ、人を殺すことで糧を得る生き方しか選べなかった少年は、たどり着いたそれを、「世界の真実」だと思った。

「でもな、違うんだよ。一人で生きていける人間なんかいない。どんなクソみたいなヤツでも、死んだら泣いてくれるヤツはいる。誰にも助けられずに、生きられる人間なんていないんだ」

　ラプチュリカの虐殺の後、ヴェアヴォルフとして不適合のらく印を押おされ、猟兵機のパイロットとなり、軍を辞やめ、ペルフェでパン屋を始め、今に至る。

　その間、様々な人たちと出会った。

　優しい人もいればそうじゃない人もいた。許せないと怒おこった相手もいれば、救えないことを悔やんだ者もいた。

「くだらないなランガート、それは衆愚の思考だ。群れを作るのは弱さの証あかしだぞ」

「くだらなくなんかないさゲーニッツ、誰かとともにいたいと思う心は、強さなんだ」

　ジェコブ、ミリィ、マレーネ、シャイロック、ハヌッセン、レベッカ、ソフィア――自分が道具として不良品となったあと、出会った人々。

　彼らの力がなければ、今ここに、たどり着くことは出来なかった。

「俺を道具ではなく、人として接してくれた人たちのためにも、俺は道具になっちゃいけないんだ」

　人間の生とは、その個人一人だけのものではない。

　その行動、その思考、その生き様が、出会ってきたすべての人々との結果となる。

「俺は道具じゃない。心あるものが、道具になんてなっちゃいけないんだ！」

　毅然とした決意を込めて、ルートはゲーニッツに、決別を宣言した。

「もうそこらでよろしゅうございましょう、主さま。あとはわたくしにおまかせを！」

　両者の会話を遮り、スヴェンが前に出る。

　己の主――と、認識した者、ゲーニッツを守るために、かつて自分が主と呼んだ者、ルートを殺そうと迫る。

「そう、だから俺は、もっと早く、この決断をしなきゃいけなかった」

　スヴェンは、人間型猟兵機である。

　その戦闘力は凄すさまじく、元ヴェアヴォルフであろうが、〝白銀の狼〟であろうが、人間の力で抗しきれる存在ではない。

　例外はあるだろう。

　宮きゆう廷てい賢けん者じやのハヌッセンや、ルートの知る、ある武術の達人などであれば、対抗できるかもしれない。

　しかし、彼かの女じよたちのような力を持てる確率は、一億分の一よりも低い。超例外だ。

　少なくとも、ルートでは、殺そうと迫るスヴェンを止めることも出来ない。

　なのに、彼の顔に焦りはなかった。

　どこか、あきらめにも似た、穏やかさがあった。

「すまない、俺のせいで、お前を苦しめてしまったな。アーヴェイ」

「―――!?」

　スヴェンの動きが、繰り出された手刀が、ルートの放った一言を前に、止まる。

「え………」

　呆ぼう然ぜんとした表情の、銀ぎん髪ぱつの少女。

　自分がなぜ止まってしまったのか、自分でも説明できない。

　スヴェン――スヴェルゲン・アーヴェイ。それが彼女の名前。

　スヴェルゲンの名は、開発者のダイアンが付けた。

　だが、アーヴェイの名は、彼女が兵器であったころ、彼女の主が与えた。

「アーヴェイっていうのは……どうだ？」――

　かつての彼女が、無意味だと思っていたもの。

　でも、何百何千と存在する量産機の一つではない、世界でただ一つのものになった証。

「あ、ああ……え……これは……わたくしは……わたしは……主さまは……」

　記き憶おくが錯乱する。

　自分の主は、背後にいるゲーニッツ。倒たおすべき敵は、目の前にいる男。

　だが、あの時、優しい声で自分に語りかけてくれた者は――

「ずっと、迷ってた。もしかして君の中に、俺の知っている君が、まだ残っているんじゃないかって、その可能性にすがっていた」

　ハヌッセンに告げられた、〝緊きん急きゆう制せい御ぎよコード〟の存在。

　スヴェンの最愛の主を、別の者に変えてしまう、彼女の中に確かにある〝心〟を愚弄し、踏ふみつける力。

「それが目覚めるんじゃないかと……俺のことを、みんなを、思い出してくれるんじゃないかって思った。だが、それが間ま違ちがいだったんだ」

〝心〟のある者が、誰かの道具であってはならない。

　それがルートのたどり着いた答え。

　だから、ルートは解放することにした。

「スヴェン、君の主は俺じゃない。ゲーニッツでもない。君の主は、君自身だ！」

「ランガート！　お前、なにを考えている!!」

　ゲーニッツが叫さけんだ。

　この時、全てを把は握あくしていると思っていたルートが、何をしようとしているのか、彼かれには完全に理解できなかった。

　それ故に、この智ち謀ぼうという面の皮の分厚さを誇ほこる男に、恐怖が呼び覚まされた。

「オーダー……ＤＯ８９Ｕ３３４０Ｙ００００６４Ｚ！」

　ハヌッセンから渡された、一枚のメモに記された、記号と数字の羅ら列れつをルートは叫んだ。

　それに、意味は無い。

　ただランダムに組み合わされたものでしかない。

　しかし、それはある役割を果たす。

〝リセットコード〟――スヴェンの記憶の全てを消去し、白紙に戻す。

「あ―――………」

　小さな声を漏らし、力が抜けたように、スヴェンは膝ひざから崩れ落ちる。

　倒れ、そして、動かなくなった。

「なにをした……ランガート……」

「〝リセットコード〟……これでスヴェンは、誰のものでもない。もう、誰にも支配されない」

「バカな、バカが……バカが!!」

　ゲーニッツが叫んだ。

「それがなにを意味するのかわかっているのか！」

　スヴェンは、ただの人間型猟兵機ではない。

　古代エウロペア帝てい国こくの遺産が納められた〝扉〟を開けることができるのは、帝国の皇帝の血を引く者のみ。

　しかし、その末裔は、今は死に絶え、残っていない。

　だが、希代の天才科学者ダイアン・フォーチュナーは、皇帝の遺骸を見つけ、培養し、その血と肉を使い、人間の体を作り上げた。

　そのままでは、それはただの肉をまとった機械人形でしか無い。

　人が人であるには〝心〟が必要。

　そこで、アーヴェイの〝心〟が移植され、スヴェンとなった。

　スヴェンが人として成長することで、〝扉〟を開くことができる。

　そのための必要要素が、「誰かを愛する」ということなのだ。

　ゲーニッツはおろか、ルートを愛することさえ忘れてしまえば、もはや鍵かぎの役割は果たせない。

「ああ、わかっているさゲーニッツ……あとは俺とお前で決着をつければいいってことだろ！」

　地面を蹴り、ルートが挑みかかる。

「無駄だ！」

　しかし、ルートの手がゲーニッツの腕うでに触ふれたと思った瞬しゆん間かん、蛇じや口ぐちをひねる程度のわずかな動きで、ルートの体は宙を舞まい、地面に叩きつけられる。

「忘れたか！　お前が〝ブジツ〟を使えるように、私は〝ブドー〟を修めている！」

　東洋の格闘術〝ブドー〟は、究極の防戦術ともいわれている。

　敵意をもって挑んできた者を、その力をそっくりそのまま返すことで制圧する。

「私に少しでも触れれば、それで終わりだ」

「ああ……だが……触れることができれば……」

　掠れるような声で、ルートは言う。

「それで、十分なんだ！」

　叫ぶと同時に、ゴキリと、耳みみ障ざわりな音が響いた。

「ぐっ――!?　貴様……」

　苦悶の表情を露わにするゲーニッツ。

　投げられてなお、ルートは、ゲーニッツの腕を掴つかんだままだった。

　そして、掴んだまま、全力で握にぎりしめた。

「パン屋の仕事ってのは、体力仕事なんだよ」

　毎日毎日、パン生地を捏ね続ける日々で鍛え上げた握力は、ゲーニッツの腕の骨をへし折る威力を発揮した。

「くっ……」

　冷れい酷こくなまでの冷淡な冷静さこそ、ゲーニッツの力の源。

　スヴェンというもっとも重要な駒を失った焦あせりが、常の彼ならありえない隙すきを作り、反はん撃げきを食らった。

「おおおおっ!!」

　そして、それだけで終わらせるつもりはなかった。

　完かん璧ぺきな防ぼう護ご壁へきに空いた、わずかな隙間。

　それを無理やりこじ開けるように、ルートはゲーニッツの腕を引き寄せると、もう片方の拳で顔面を殴りつけた。

「ぶふっ！」

「頼たのまれものだ、ヒルダからの！」

　ゲーニッツが欺あざむき、弄んだ少女からの頼み。

「一発ボクの代わりにぶん殴なぐっといてくれ」――

「ヒルダ……ああ、〝中ちゆう尉い殿どの〟か……」

「なぜ〝伍長〟だなんて茶番を打った！」

　正体を隠かくし、ルートたちに忍しのび寄る。

　一国を転覆させようとしている者としては、あまりに享楽がすぎる。

「理由は二つ……一つは、お前と、スヴェンをこの目で確かめるためさ」

　以前にあった、デフェアデッド号内部でのテロ事件。

　それは、ゲーニッツが背後から仕組んだ陰謀だった。

　しかし、それらは予想外の存在によって阻まれる。

　元軍人のパン屋と、赤い瞳ひとみのウェイトレスによって。

「驚おどろいたよ……てっきり、見る影もなく落ちぶれたと思っていたお前が、グレーテンの特務兵たちを退ける活躍をしたと知らされた時にはな」

　だが、理由はそれだけではない。

「もう一つは、ああはなるまいという、自戒のためさ。あの小こ娘むすめのようには、なりたくないからな」

「家名の、呪縛にとらわれる……ということか？」

「そうだ……落ちぶれたお家の名前にすがるしか無い。そんな人間にはなりたくないのでね……」

　没落した貴族の家の娘むすめであるヒルダは、家名を誇ることでしか、自分の存在を証せない、寂さびしい少女だった。

「己の血を誇るなら、己でそれを証さねばならない。血に頼たよるのでは逆だ。こうはなるものかと、自分に言い聞かせたものだ」

「どういう……ことだ……？」

　ゲーニッツの言葉に、違い和わ感かんを覚えるルート。

　まるで、自分もなにか、血の束縛を受けているような口ぶりだった。

「ああそうか、お前には話してなかったな……私は、神聖帝国の末裔だ」




　神聖帝国――かつて百年前まで、エウロペアにおいて、大きな版はん図とを有していた大帝国である。

　しかし、西国の獅し子し王おう帝によってバラバラにされ、帝都周辺のわずかな土地を治めるだけの、一地方領主にまで落ちぶれる。

　ワイルティアの元となったルフトザンド藩はん国こくは、かつては騎き士しの国として、神聖帝国に仕えたが、統一国家建国のため、形骸化した神聖帝国の威い光こうを利用した。

　帝国の復興の名のもとに、大小様々な、かつての臣下の国々をまとめ上げる。

　帝国皇室は、存続はしているものの、旧帝都にひっそりと過ごし、ワイルティア公王の戴冠式の時に、「統治の委任」をするのみの存在となった。

　ワイルティア公国どころか、エウロペア諸国家でも、皇室がまだ存在していると知らない者のほうが多い。




「私は、神聖帝国を……いや、エウロペア帝国を復活させる！」

　それこそが、ゲーニッツの最終目的だった。

　異常なまでの出世欲――彼をそう評する者は多い。

　当然の話である。

　皇帝になろうとするならば、常軌の内の功名心では追いつかない。

「結局お前も、血に縛られているだけじゃないか！」

「違う！　私は、世界を統一する。そして、この世界の遅おくれた千年を取り戻す！」

　ゲーニッツは腰のホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜ぬき、ルートに撃ち放った。

「くっ！」

　咄とつ嗟さにかわすが、抜き撃ちにもかかわらず、正確な射撃だった。

　完璧にはよけきれず、腕をかすめる。

「急がねばならんのだ！　一日遅れれば致命的になる！　なのに――」

　ルートの妨ぼう害がいによって、ゲーニッツの計画は、十年は遅れる。

「たとえお前といえども、もはや許せんぞ、ランガート！」

　言うや、さらに銃じゆうを撃つ。

「奇遇だな……俺もだ！」

　叫ぶや、ルートはゲーニッツに挑みかかる。

「ぬっ……!?」

　蹴りを打ち、続いて拳を放つルート。

　その動きは早く、鋭かった。

（なんだ……これは……？）

　その動きに、ゲーニッツはどこか違和感を――いや、懐かしさを覚える。

　この数日……だけではない。〝伍ご長ちよう〟として観察したルートの動きと、明らかに変わっていた。

「まさか……お前……」

　交差する二人、同時に振ふり返り、ゲーニッツは愛あい銃じゆう、ワルサーＰ38を向ける。

　同時に、ルートもまた、手に持ったワルサーＰＰＫを向けた。

「なっ………!?」

　同時に響ひびく、二発の銃声。

　互いの銃じゆう弾だんは、互いの頬をかすめ、互いの後ろの壁に着弾する。

「そうか、そういうことか……」

　あの一撃、躱さなければ、ゲーニッツの眉み間けんを貫いていた。

　動きを止めるため、ましてや威い嚇かく射撃などではない。

「お前……私を殺すつもりだな？」

　懐かしさを覚えるのは当然だった。

　この時、ルートは、パン屋ではなく、兵士に戻っていた。

　ゲーニッツがよく知る彼に、人を殺す者に、戻っていた。

「スヴェンは、いずれ目覚める……」

　静かな声で、ルートは言う。

　全てを一からやり直すであろう少女が、今度は誰だれを愛するかはわからない。

　だが、万が一にでも、ゲーニッツに思いを寄せるようにさせてはならない。

「俺もお前も、彼女の前にいちゃいけない。スヴェンが本当に自由に、幸せになるためなら、俺は………いま一度〝狼おおかみ〟に戻るまでだ」

　ヒルダから借りた銃を向け、ルートは睨みつける。

　その目は、〝白銀の狼〟と呼ばれた男の、さらに以前、〝ヴェアヴォルフ狼男〟と呼ばれ、一つの街を壊滅させた男の目だった。

「そういうことか……ふふ……ならばあえて言おうランガート……『久しぶりだな』！」

　再び、両者は激げき突とつした。







七章「そして〝扉〟は開かれる」







　真っ暗な闇の中、彼女は漂っていた。

　ゆらゆらと、意識だけが漂っている。

　温かい真っ暗な海の上を浮うかんでいるような、不思議な感覚。

（わたしは、誰だ……？）

　自分という意識はある。

　だが、自分で自分がわからない。

　最も根源の自我は、「己が己である」と分かることだと、ある哲学者は言った。

　今の彼女は、その、最低限の自我を有するだけの者となっていた。

　彼女は、かつてスヴェンと呼ばれた、その全ての記憶を失った者である。

（わたしが……わたしは……わたしを……）

　自問するが、自答できない。

　自分がどこから来たのか、自分がどこへ行くのか、自分は何者なのか、わからない。

「やぁ、また会ったね」

　闇の中、声が聞こえる。

　どこかで聞いた気もするが、気のせいかもしれない。

「気のせいじゃない。以前もお前とこうして話をしたのだが……」

　その声は、少し残念そうな声を出した。

「なるほど、全てを忘れてしまったというわけか……だが、おかしなことを言う」

　しかし、すぐにその声は、笑い混じりで言った。

「お前がなにを奪うばわれるというのだ？　お前は、全てを託された者なのに」

　声が、何を言っているのか、彼女には皆かい目もくわからなかった。

　わからなかったが、わからないはずなのに、なにかが、ざわめく。

「あるだろう、全てが、目の前に」

　言うや、目の前に、光が現れる。

　その光は、彼女にとって、とても心地よく、とても懐かしい輝かがやきを放っていた。

「かつてお前の祖に言ったように、全てはお前のものなのだ。誰もそれを奪えない。だから――」

　光は、彼女の中に入っていく。

「あとは好きにするが良い。お前の〝心〟が命じるままに」

　中に入ったはずなのに、光はさらに輝きを増す。

　違う。

　輝いているのは、彼女自身だった。

　輝きはさらに増し、闇の世界を消し飛ばした。







「はぁ……はぁ……はぁ……」

「ここまで、背筋を凍らせてくれるとはな」

　荒い息を吐はくルート、冷や汗あせを垂らしながら、不敵に笑うゲーニッツ。

　殺し、殺される戦いを、双そう方ほうが始めて数分――せいぜい十分かそこらだろう。

　だが、凄まじい高圧縮された戦いは、ほんの一いつ瞬しゆん気を抜けば、途と端たんにどちらかの命が消え果てる攻防の連続だった。

「ルート……今からでも遅くない……私の元に帰れ……」

「ふざけたことを言うな！」

「本気だ」

　ゲーニッツは、己の野望を成就させるのに、あと十年かかると想定した。

　だが、今のルートがいれば、その半分で事足りる。

「私とともに来るんだ！　世界を一つにしなければならんのだ！」

「断る！」

　ルートとゲーニッツ、再び銃を向け合う。

　双方、弾だん丸がんを放とうとするが、わずかにルートのほうが動きが早かった。

「ぬっ!?」

　ルートの放った弾丸が、ゲーニッツのワルサーＰ38を弾いた。

「ここまでだ、ゲーニッツ……」

　静かに、ルートは告げる。

　殺そうとする彼に対して、ゲーニッツは、ほんの少し、ルートを殺すことを、「惜しい」と思ってしまった。

　その相手の命に対する感覚の差が、最後の最後でわずかな差を生んだ。

　皮肉な話である。

　今まで、命を駒として扱あつかってきた男が、相手の命を惜しんだことで、勝負を決されてしまった。

「私を、殺すか……？」

「ああ」

　ルートのワルサーＰＰＫには、あと一発、弾丸が残っている。

　当たれば、人を殺せる。

「わかっているのだろうな？　すべて終わるぞ。私も、お前も」

「ああ」

　ルートが不殺を誓ちかったのは、信念と信条だけではない。恐きよう怖ふからだ。

　いま一度、人殺しの濁だく業ごうを背負えば、二度と、人を笑え顔がおにするためのものを作れなくなる。

　トッカーブロートの店主、ルート・ランガートには戻れなくなる。

「わかっているさ」

　ルートは、ただ静かに、全てを終わらせるように、トリガーを引いた。

　そして、一発の銃声が響く。

「え………？」

　愕然とした声を、ルートは漏らした。

「やらせない……」

　銃を持つルートの腕を、突とつ如じよ現れた何者かの手が掴み、力ずくで上に向ける。

　弾は天井に向かって放たれ、ゲーニッツには当たっていない。

「なんで……そんな……」

　ルートの声が震ふるえている。

　最後の銃撃を妨害したのは、銀色の髪かみを持つ、赤せき眼がんの少女、スヴェンだった。

「は、はははっ……！」

　ゲーニッツが笑った。

〝リセットコード〟によって、全ての記憶が消去されたはずのスヴェン。

　しかし彼女は目覚め、ゲーニッツを守った。

「どうやら、最後の最後で、私の勝ちか」

　スヴェンの記憶は失われていない。

〝リセットコード〟は失敗に終わった。

　そうに違いないと、そう思ったのだ。

「いけません、主さま」

　だが、そうではなかった。

「生きるための糧を作る者が、人を殺してしまえば、その資格はない……主さまがおっしゃられたことじゃないですか？」
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　そう言って、スヴェンは笑った。

　最愛の人に、身も心も全てを捧ささげると誓った相手に向ける、とびきりの笑顔で。

　ルートに向かって言った。

「スヴェン……君は……戻ったのか……？」

　震える声で、ルートは尋たずねる。

「はい！　わたくしスヴェンは、いつだって身も心も、主さま専用です！」

　奇跡は起きた。

　だがそれは、ゲーニッツにでも、ルートに起こったのでもない。

　スヴェンが、自らの力で起こした奇跡だった。







　その頃ころ――ベルン王宮。

「あーもうなんですのんこいつ！　何回ふっ止ばしたら止まりますのん！」

「それを聞きたいのはこっちだ！　何発弾丸ぶち込めば止まるんだこいつは！」

〝三体目〟との戦いに明け暮れる、スズカとソフィア。

　スズカが投げ、ソフィアが弾丸を食くらわせ、人間ならば百回は死んでいるほどの攻こう撃げきを食らわせたにもかかわらず、〝三体目〟は止まらない。

「排はい除じよ……抹殺……排除……抹殺……」

　幽ゆう鬼きのようにそれだけを繰くり返かえし、襲い掛かってくる。

　さすがにダメージはゼロではない。

　手足の関節がきしみ、首はガクガクと震え、目は虚うつろになっているが、それがまた、余計に不気味であった。

「キサマさっきまですごい強気だったじゃないか！　なんとかしろ！　オリエンタルマジックも品切れか！」

　現れた時に「人間業をなめるな」「茶でも運んどけ」と豪語し圧あつ倒とうしたスズカだったが、人間型猟りよう兵へい機きの異常なタフネス――というか耐久性は、想定を超こえていた。

「人にやいやい言うんやったら自分でやればよろし！　これやから金髪白しろ豚ぶたは！」

「なっ……言ったかこのイエローモンキー!!」

　ついには二人で喧嘩をしだした。

「若い娘さんが、二人揃そろって下品な言葉遣いするもんじゃありませんよ？」

　そこに、男が現れる。

　おどけた道化師のような足取り、緊きん張ちよう感かんのない口ぶり。

「キサマ……やっぱり……生きてたのか!?」

　ソフィアは、震える声で問いかける。

「当たり前でしょう？　私が愛しいソフィアさんを放って、死んじゃうわけ無いでしょ？」

　芝しば居いがかった仕草でその男――ダイアン・フォーチュナーは言った。

「侵しん入にゆう者しや……外敵……排除……抹殺……」

　ダイアンの姿を見て、〝三体目〟はあらたな敵を駆逐しようと近づいてくる。

「オーダー、００９８ＵＩＯ７ＪＳＯ６１８２１９」

　だが、それよりも先に、ダイアンは〝緊急制御コード〟を発動させた。

「止まれ」

「―――――」

　それだけで、〝三体目〟の動きは止まり、機能を停止させる。

　両目からは光が消え、その場に崩れ落ちた。

　その様は、まさに捨てられた人形のようであった。

「私の研究の中に、〝死なない兵士〟を作るってのがあるのは、ご存じですか？」

　それは、それすらも機密であるが、ダイアンが人間型猟兵機を開発する、表向きの理由。

「この子はね、そのための試作品なんですよ」

　ダイアンは、以前レベッカに「人間型猟兵機は、スヴェンとレベッカの二体だけ」と告げた。

　それは嘘うそではないが、正確ではなかった。

「っていうか、失敗作ですね。名前すらありませんよ」

　スヴェンやレベッカを生み出すまでに、ダイアンは何体もの失敗作を積み上げた。

　その中で、比較的出来のいいものもあった。

　彼の目的である、「人造人間」には程遠いが、命じれば言うとおりに動く程度の、できの良いからくり人形があった。

「速さや力はかなりのものなんですがね。それだけです。動くマネキン人形です」

　それでも、要人警護には使えると、王宮から貸与を打診された。

　正確に言えば、宮廷賢者のハヌッセンからの要よう請せいで貸し出した。

　本来なら、従者の服を着せ、公王のそばに配備し、ことあらば身を挺ていして賊から守るためのもの。

　親衛隊の動きがきな臭くなったのを感じ、いざというときに役立てるはずが、逆にその情報を察知したゲーニッツに奪われた。

　ゲーニッツが〝緊急制御コード〟の存在を知っていたのも、試作品が暴走したときのためにと伝えていたそれまで、知られてしまったからである。

「ねぇソフィアさん、これを見て、どう思います？」

　地に伏ふせている試作品を指さし、ダイアンは言う。

「造形はよく出来ていると思うんですよ。人間そっくりだ。だが、人間とは程遠い」

　試作品が失敗と判断されたのは、人格を得るまでの〝心〟が存在しなかったからだ。

　どれだけ良くできていようが、誰かを求めることも、そもそもその意味もわからぬ者では、意味が無い。

「こんなものは、私の望む人間の姿ではない。少なくとも、人は、意味のない数字と記号の羅列で、〝心〟を自由にされたりなんてしない」

〝緊急制御コード〟も〝リセットコード〟も、製造時に設定されたものでしか無い。

　機械人形としてこの世に生まれたとしても、芽生えた〝心〟を成長させたならば、人間と変わらぬ次元にまで至っていたならば、意味のないものとなる。

「さて、スヴェルゲンは果たして――」

「ふん！」

「あふん!?」

　ダイアンにしては珍めずらしく、真ま面じ目めな、感傷的な口ぶりだったが、その話を遮り、ソフィアが顔面をはたいた。

「触さわれる……幽霊じゃない……？」

「そ、ソフィアさん……もーちょい手加減してくださいよ……」

「お前なんで生きてるんだ？」

　ダイアンは、先の開発局襲しゆう撃げきの際、ソフィアを庇って銃弾に倒れた。

「あ～、実はですね、私のこのマント、開発局謹製の最新素材でしてね。防弾防ぼう刃じん防毒のスグレモノなんですよ」

　ワルサーＰ38の九ミリ弾程度なら貫通しないだけの強度のあるマントを、自じ慢まんげにはためかせる。

「そのまま死んだふりして、死体に紛まぎれてヤマトの大使館に逃にげ込んで、亡命しても良かったんですが、それも寝覚めが悪いですしぃ～」

「ふんぬ！」

「ごふっ!?」

　再びダイアンの話を遮り、ソフィアは今度は腹に拳こぶしをブチ込む。

「生きているならさっさと言え!!」

「おおお……」

「私は……ホントにお前が死んだかと……くそっ！」

　日ひ頃ごろ、ソフィアはダイアンを嫌きらっていた。

　嫌っていたが、命がけで自分を守ってくれたことに、少なからず衝しよう撃げきを受けた。

　こんなことなら、もうちょっと優やさしくしてやればよかったと、後こう悔かいまでした。

　後悔しすぎて、ちょっとだけ泣いた。

「だから嫌いだお前は！」

　そんな自分が恥はずかしく、ついつい手加減少なめでぶん殴ってしまった。

「ううう……」

　体をくの字に曲げ、呻いているダイアン。

「大げさな！」

「いや違ちがうんですよソフィアさん、これ防弾仕様なんですが、弾丸の衝撃までは止めないんです」

　貫通こそはしなかったが、鉄球のボコ殴りと同じ、ダイアンの肋骨にはヒビがはいっていたのだ。

「あ……す、すまん！」

　生き残る算段はあったのだろうが、決して安全圏から笑っていたわけではないことを知り、ソフィアは慌あわてて駆かけ寄よる。

「いいんですよ。ソフィアさんは、それくらいのほうが、可愛かわいいですから」

「ば、バカをほざくな！」

　強気な声で言い返すが、ソフィアの顔は、ちょっとだけ赤くなっていた。

「はいはい、そういうエーアトベーレストロベリイな甘々な会話はそこまでにしてもらえます？」

　呆あきれた顔で水を差すスズカ。

「あ、こりゃスズカさん。お疲れ様です。お約束の、稼か働どう中ちゆうの人間型猟兵機、お譲りいたしますので、持っててください」

　ダイアンは、倒れている〝三体目〟――もとい、試作品を指差す。

「機能としては十分なものですよ。それは、ご自身で確かめられたでしょう？」

　ヤマト大使館から、最強戦力のスズカを借り受ける条件として、ダイアンは「人間型猟兵機の譲渡」を約束した。

　それを果たそうとしたのだ。

「ん～……それはけっこうなことやねんけど……まだ穏おん便びんにすむ感じやなさそうやで？」

　スズカが目を向けた先から、何人もの親衛隊兵士が現れる。

「おやおや？」

　十人、二十人……もっと増える。

　五十を超し、全員が、銃じゆう口こうをダイアンたちに向けている。

「ようもやってくれたのう、くそガキどもが……」

　現れたのは、兵士だけではなかった。

　貴族会議の老人たちが、怒いかりに震えながら立っている。

「ヴィッテルス宮きゆう中ちゆう伯はく……他ほかにも見たことがある顔が山程だな」

　名家ルンテシュタット家の息女として、社交界にも縁えんのあるソフィア。

　彼かの女じよが嫌けん悪お感かんしか抱いだかぬ、無む駄だなプライドだけが自慢の連中である。

「ワイルティアは生まれ変わるはずだったのだ！　伝統と格式をおもんじる、古き良き時代に帰るはずだったのだ！　それを、貴様らが邪じや魔ましよった！」

　吠える老人たちの姿を見て、ソフィアは脱力感にも似た感覚に陥った。

　古き良き時代――それはなんの話だ。

　今という時代に目を向けることもせず、幻げん想そうと思い出の中に逃げ込み、自らを省みなかった者たちが口にするたわ言。

「こんなヤツらがゲーニッツに力を貸していたのか……」

　先の開発局襲撃の際、死んでいった部下たちの顔が浮かぶ。

　辛つらい過去を背せ負おっていただろうに、明るく笑っていた、サリヤ上等兵の顔が浮かぶ。

「あなた方は……わかっているのか……そのくだらん思想で、起きた騒そう乱らんで、何人の人間が死んだと思っているんだ！」

「やかましい小娘！　だまって我らに従っておればよかったのだ！」

「なっ………！」

　怒りを通とおり越こし、呆れ果て、ソフィアは言葉に詰つまる。

　この老人たちは、自分たちが正しいと思うこと以外を認めようとしない。

　自分たちの分からないことを、理解しようともしない。

「ソフィアさん、おやめなさい。時間の無駄です」

　そんな彼女に、ダイアンが労るように言葉をかける。

「こんな老害に、理解を求めること自体、無む茶ちやな話です」

「なんだと小童！」

　ヴィッテルスは怒ど鳴なりつけるが、ダイアンは涼すずしい顔のまま。

「そんなだから、ゲーニッツさんに捨てられちゃうんですよ」

　王都制圧が失敗し、反乱軍認定されてしまった以上、いち早く脱出するべきである。

　だが、全員で脱出するのは難易度が高い。

　むしろ、王城に置き去りにすれば、反乱軍討とう伐ばつ部隊となった正規軍の目はそちらに向く。

「そんな……我らが、捨てられただと……？」

「ホラね、まだ気づいてなかった。脳みそどんだけ死にかけてんですかね」

　今いま更さらながら慌てふためく貴族会議の老人たちに、ダイアンは心底救えない者を見る目を向けた。

「な、ならば……貴様らを人ひと質じちにして……」

「そうだ！　ウィンディアで独立政権を樹立するのだ！　正当性は我らにある！」

　ウィンディアとは、神聖帝国の帝都であった場所。歴史だけは長い、旧都である。

　老人たちが、兵士を動かそうとした時、そこに一人の男が現れる。

「はいそこまで、もう終わりにしましょうや」

　現れたのは、正規軍元げん帥すいエルヴィンだった。

「エルヴィン!?　貴様なぜ!?」

　ヴィッテルスが叫さけぶ。

　エルヴィンは、王宮内にある軍指揮所に幽ゆう閉へいされていたはずである。

「見張りの兵士たちなら、とっくに降参してくれたよ。勘かん弁べんしてくださいってな」

　親衛隊は、エリート部隊と言われている。

　しかし、貴族階級出身のエリートたちは、全体の一割にも満たない。

　大半は、ジェコブとミリィが配ったじゃがいものパンを美味しそうに頬張ったような、庶しよ民みん階級出身である。

「反乱軍になってまで戦おうってヤツはいねぇよ」

「くっ、これだから庶民どもは！」

　悔しげに吐き捨てるヴィッテルス。

「おいおい、俺おれも庶民出身なんだがな？」

「やかましい！　貴様のような下層階級が軍のトップに立つなど、昔ならありえ――そうだ」

　血走った目で、老人はさぞ妙案を思いついたような顔になる。

「貴様だ……貴様を盾にすれば、正規軍は手を出せん」

「下の下だな。今さら」

　だが、エルヴィンは呆れたとばかりに答える。

「俺があんたらの前に出てきたって段階で、わかんねぇかな」

「なにがだ！」

「終わってんだよ。全部」

　言うと、エルヴィンは右手を上げる。

　その手には、小さな、赤いランプが点滅しているなにかが握にぎられていた。

「あ、それ私が作ったヤツですね」

　王立兵器開発局謹製、小型発信機。

　半径一キロに、自身の位置情報を伝える。

「ああ、ダイアン先生、役に立ったよ、これ」

　エルヴィンが答えると同時に、なにかが空を裂く音が近づいてくる。

　砲ほう弾だん、とは違う。だが、なにか巨きよ大だいなものが――

「な、なんだぁ!?」

　王宮のあちこちに、落下傘を開き、巨人が……猟兵機が降下してくる。

「な、なぜ、猟兵機が……」

　混乱するヴィッテルスに、エルヴィンはやれやれといった風に答える。

「猟兵ってのは元々奇き襲しゆう作戦に適した兵士のことなんだよ」

　当初、親衛隊側は、公王による反乱軍宣言が行われたとしても、王宮まで正規軍が侵しん攻こうするにはそれなりの時間を要すると思っていた。

「まさか……そうか！」

　ソフィアが声を上げた。

　ルートから、公王の演説を放送した話を聞いて、疑問に思っていた。

　トゥエルブ通信から流せる電波の範囲は、せいぜい一キロ程度。

　それでは、王都の外には放送を流せない。

　しかし、中継施設は、全すべて押おさえられた。

　一体どこの中継局が、電波をワイルティア中に流したのか。

「上だったんだ……」

「あたり」

　にやりと、エルヴィンは笑うと、窓まど際ぎわに立ち、空を指差す。

　そこには、高度を下げ、姿を現した、巨大な飛空船の姿があった。

「デフェアデッド号……！」

　ソフィアにとっても、因いん縁ねんのあるシロモノ。

　横に電波を飛ばしたならば、一キロという範囲は狭すぎる。

　しかし、上にしたならば、上空一千メートルである。

「デフェアデッド号は、空中要塞として運用する計画で作られた。電信装備も搭載済みだ。各所に公王陛下の勅令を流すなんて朝飯前よ」

　そして、膨ぼう大だいなペイロードは、多くの猟兵機を積み込み、王宮上空から降下させることも可能。

「わかったろ？　戦争ってのはな、始まる前が肝かん心じんなんだ。土ど壇たん場ばになって慌てて思いつきで動くなんて、下の下の下だ」

　エルヴィンが彼かれらの前に現れた意味。

　それは、完全に完かん璧ぺきに、自軍の勝利が確定したからにほかならない。

「お、おのれい！」

　だが、なおも自分たちの敗北を認められないヴィッテルスは、兵士から銃を奪い、エルヴィンに一矢報いようとする。

「まだわかんねぇのか！」

　エルヴィンが一喝すると同時に、そのすぐそばに、猟兵機が着地した。

　そして、戦車砲よりなおも巨大な猟兵機用ライフルで壁かべを突き破り、ヴィッテルスたち貴族会議と、親衛隊兵士たちに向ける。

『元帥閣下、ご無事で！』

　猟兵機の外部スピーカーから放たれた操縦者の声に、エルヴィンは手を振って答える。

「おう、いいタイミングだ」

　兵士五十人では、猟兵機一体にも敵わない。

「最後に一つだけ言っておくよ、貴族サマ」

　エルヴィンは、愕然とし、へたり込むヴィッテルスに言い放つ。

「プロをなめんじゃねぇ」

　戦争のプロフェッショナル、〝謀ぼう神しん〟とさえ呼ばれたエルヴィンに対抗するには、ゲーニッツのいない貴族会議など、敵にすらならなかった。







　再び、兵器開発局地下――

「申し訳ございません主さまぁああああああ[image: ]」

　号泣し、絶ぜつ叫きようし、スヴェンはひたすら許しを請こうている。

「わたくしともあろう者が！　わたくしともあろう者が！　わたくしともあろう者が！　主さまへの忠誠を僅わずかにでもかげらせるとは何たる無礼！　何たる失態!!」

　いかに操あやつられていたからといって、ルートへの無礼の数々に、スヴェンは自分で自分が許せなかったのだ。

「え～っと、う～んと、あの～……大だい丈じよう夫ぶだから、スヴェン、落ち着いて？」

「ですがですがですがぁ～～！」

　ずいぶんと久しぶりな気のするやり取りを、ルートは困ったような、懐かしいような顔で行う。

「ふふっ……」

　そんな二人の姿を目のあたりにして、ゲーニッツが笑う。

「何がおかしいんですの！　下郎！」

「客観的に見てもおかしなものだと思うがね」

　ゲーニッツの完全な敗北、にもかかわらず、皮肉を言うほどの余よ裕ゆうを、彼はとり戻もどしていた。

「ランガート……私を殺さないのか？」

「ああ、俺はパン屋だからな。パン屋の仕事は、人殺しじゃない」

「甘あまいことを」

　ルートの返答に、ゲーニッツは皮肉な笑えみを浮かべる。

「そんなことを言っているから、足元をすくわれるのだ」

　そして、懐から、なにかを取り出した。

「主さま、お下がりください！」

　まだ武器を隠かくし持もっていたのかと警けい戒かいしたスヴェンが、ルートの前に立つ。

「それは、なんだ……？」

「なんだと思う？」

　ルートが目にしたのは、ゲーニッツの手に握られた、一つの無線スイッチだった。

「あのダイアンという男は、やはり天才だよ。この開発局を制圧するのも、手こずらされた。だが、制圧したあと、出てきたものを見て、あらためてそう思った」

「まさか、それは……」

「ああ、爆弾のスイッチだ。開発局の作った、新型爆弾のね」

〝扉とびら〟がある、この地下最深部は、開発局の真下にある。

　もしも上で爆発が起これば、地盤は砕け、全員生き埋めになるだろう。

「切り札は、最後まで持っておく主義でね」

「追い詰められたから自爆？　三下悪役のお約束ですわね！」

「ああ、だから恥ずかしいんで、使いたくなかったんだがね。だが、ただの自爆じゃない。スケールはそれなりに大きい」

「なんだと……？」

　猟兵機の生みの親である、ダイアン・フォーチュナーが作った新型爆弾。

　ただの自爆で終わるものではない。

「ゼオムボマーのようなものですの……？」

　高エネルギー鉱石であるレザン石を共振共鳴させる破壊兵器、ゼオムボマー。

　樽一つ分で、オーガンベルツくらいの街ならば消し去るという。

「ははっ、そんな花火じゃない……ラプチュリカを一瞬で再現できるくらいさ」

　ラプチュリカの虐殺――ゲーニッツの指揮のもと、ワイルティアが行った鏖おう殺さつ作戦。

「あの時は、猟兵機や重戦車、爆ばく撃げき機きに列車砲まで使用して丸一日かかった。科学の進歩はすさまじいな。今はそれがスイッチ一つだ」

　今彼らがいるのは、百万都市ベルンの一角である。

　ここで、そんな規模の爆弾が炸裂すれば。

　どれくらいの死者が出るか、想像もつかない。

「お友だちもたくさんいるのだろう。みんな一いつ緒しよだな」

　今からでは、どうしようもない。

　逃げることも、危険を知らせることも、全ての行動が、ゲーニッツがスイッチを押すよりも遅い。

「何が目的ですの……？」

「話が早い」

　スヴェンの問いに、ゲーニッツは片かた眉まゆを上げながら答える。

　ゲーニッツは、死なばもろともなどと考えてはいない。

　それは、ルートも、スヴェンもわかっている。

　しかし、万が一押おされれば、ジェコブやミリィやシャイロックやソフィア……それだけではない、数えきれないほどの無関係な人々が巻き込まれる。

　そんな危険な賭けをすることは出来なかった。

「要求は一つだ、〝扉〟を開けてもらおう」

　元々、ゲーニッツがスヴェンを我が物にしたのも、それが目的であった。

「お前は、まだあきらめないのか！」

「ああ、あきらめることはできない」

　反乱に失敗し、追い詰められたゲーニッツが、起死回生を図れる最後の手段。

「ゲーニッツ……もうやめるんだ。あの〝扉〟は、開けちゃいけない、そんな気がするんだ」

　ルートは、ずっと〝扉〟の存在を疑問に思っていた。

　古いにしえの帝てい国こくは、何なに故ゆえにあんなものを作ったのか。

　後世の者たちへのプレゼント？　そんなわけ無い。

「あれは、封じ込めておくべきものなんじゃないのか？」

「ああ、私もそう思う」

「―――――!?」

　ゲーニッツの顔は、驚おどろくほどに穏おだやかだった。

　我を失ったわけでも、正気を失ったわけでもない。

　まるで、なにかの殉教者のような、覚悟をもった表情だった。

「いいんですのね？　何があろうが、責任は、もてませんわよ」

「かまわない」

　スヴェンは、ゆっくりと〝扉〟の前へと移動する。

　ゲーニッツも、その後に続いた。

「主さまは、そちらで」

　数歩離はなれたところで止まるよう、ルートは言われる。

「…………………」

〝扉〟に、手をかざすスヴェン。

　この行動に、どういう意味があるのか、彼女はわかっていない。

　だが、本能に近い理解で、「そうあるべき」と動いた。

「ん………」

　彼女の中のレザニウムリアクターが、熱を帯び始める。

　それに呼応するように、〝扉〟が、淡い光を放ち始めた。

「おお………」

　神秘的とも言える光景に、ゲーニッツが声を漏もらした。

　巨大な〝扉〟の真ん中に、切れ目が走る。

　ゆっくりと、左右に開き始める。

「〝扉〟よ！　古代帝国の遺産よ！　私に叡智を！　この世界を救う足がかりを示したまえ！」

　まるで、敬虔なる神の僕しもべのように、ゲーニッツは声を上げた。

　だが――

（いけない……！）

　ぞわりと、スヴェンの背中に、怖おじ気けが走った。

「主さま！　目をつぶって！　背中を向け、伏せてください！」

　スヴェンは叫んだ。

　見てはいけない。正視してはいけない。

　それは、そういうものだと。

　わずかに開いた〝扉〟の向こうから、いくつもの目が、覗き込んでいる。

　その目の全てが、一いつ斉せいに、ゲーニッツの姿をとらえた。

　途と端たんに、あふれだす光の奔流。

　地下最深部全てを、白い光が覆い尽くす。

　何かを、スヴェンは聞いたような気がした。

　風の音だったのかもしれないし、地面の震動する音だったのかもしれない。

　だが、人の声のようにも聞こえた。

『この痴しれ者ものが、また同じ事を繰り返すか』と――

　数瞬の後、閉じたまぶた越しにも、光がやんだことがわかった。

「主さま……もう、大丈夫です」

　スヴェンの声に、ルートは目を開き、振ふり返る。

〝扉〟は、再び、閉まっていた。

「ゲーニッツは……？」
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　視線を巡らせる。

　あの男の姿は、どこにもなかった。

　あるのは、〝扉〟の向こう側にある全てを受け止めようとするかのような、両りよう腕うでを開いた姿勢の、人形の塩の塊かたまりがあるだけだった。

「やはり……あの〝扉〟は、開くべきものではなかったようですわ」

　静かに、ただ自分の感じたことを、スヴェンは告げた。

「ゲーニッツ……お前……」

　呆ぼう然ぜんとした足取りで、ルートは塩の塊に近づこうとするが、その驚愕のあまり、膝ひざをついてしまう。

　その振動で、塩の塊は、ボロリと崩れた。

　人の形すら残さず、マクシミリアン・ゲーニッツは、死んだ。

「バカヤロウ……バカヤロウ……!!」

　ルートは地面を殴り、何度も何度も、嗚咽混じりに叫んだ。

　その目には、涙なみだがあふれていた。

「昔……こいつに、命を助けられたんだ……」

　涙混じりに、ルートは言う。

「駆け出しのヴェアヴォルフの頃、命令書の手違いがあった」

　殺すべき「敵」と、ともに戦うべき「味方」を記す箇所が、逆になっていた。

「敵」を守れ、「味方」を殺せ――異常な命令書が、ルートの手元に届いた。

　少し考えれば、何かの間ま違ちがいだと分かっただろう。

　だが、ルートは疑わなかった。

「命令に疑問を挟むな、どんな命令でも実行しろ、そう教えられてきたから、その通りにした」

　味方を全員殺し、敵を生かした。

「俺は、上官たちに捕まり、危険だとして処分されそうになった」

　処罰でも、処しよ刑けいでもない、処分。

　犬のように、もしくは不良品を廃はい棄きするように、命を終わらされかけた。

「その時、現れたのがゲーニッツだった。俺は悪く無いと、むしろ命令に忠実な、優ゆう秀しゆうな兵士だと、俺を庇ってくれた」

　それ以降、ルートはゲーニッツの、直属の兵となる。

　命令に疑問を挟はさまず、躊ちゆう躇ちよなく実行する。

　そんな存在を、ゲーニッツは求めていた。

　古代帝国を復活させ、皇帝となることを目指す者にとっては、己おのれの宿願を、「そんなバカな」と言わない者が、必要だった。

　だが、それだけだったのだろうか。

　優秀な道具だから、ゲーニッツはルートを求めたのだろうか。

　壮大な野望への道を、ともに歩む同志を、仲間を、いや――

「もしこいつが、俺を友だちと呼んだのならば、もしかして俺は……こいつと同じ道を歩んだかもしれない」

　真実は、もうわからない。

　その男はもう、この世にいないのだから。

「バカヤロウ……」

　一人で生きていける人間なんかいない。どんなクソみたいなヤツでも、死んだら泣いてくれるヤツはいる――

　おそらく、ワイルティアの歴史において、後世に悪あく魔まの代名詞として語られるであろう男、反逆者ゲーニッツ。

　だがその死を、ルートはただ、涙した。







終章「別れ」







　王立兵器開発局の襲撃から始まり、ゲーニッツの死亡で幕を閉じた、一連の騒そう動どうは、長いようで、実質十日程度の話だった。

　後にこの一件は、「騒乱の十日間」と、歴史に記されることになる。

「やれやれ、あちこち壊されちゃいましたからねぇ。直すのに時間かかりそう」

　久々に執しつ務む室しつの椅い子すに腰こし掛かけながら、ダイアンは言った。

「全く、騒がしいことこの上なかった」

　不ふ機き嫌げんそうな顔で、ソファーに腰掛ける美女、宮きゆう廷てい賢けん者じやハヌッセンが言う。

「御礼申し上げますよ、あなたがちゃんと約束を守ってくれるとは思わなかった」

「ふん」

　ゲーニッツに奪うばわれた、〝三体目〟こと、試作品の人間型猟りよう兵へい機き。

　それを本来の目的である、公王警護用として借り受けるという取引は、ハヌッセンが行った。

　本人の本意ではないが、稀き代たいの天才であり変人のダイアンと、まともにつながりがあったのもまた、宮きゆう廷ていの魔ま人じんたるハヌッセンだけだったのだ。

　奪われた失態の埋め合わせとして、ダイアンは、ルートのもとに〝リセットコード〟の伝言を頼たのんだ。

「あの機械人形、〝心〟を取り戻したのか」

「ああ、スヴェンのことですか？　ええ、全く、驚きです」

　自身の想像を上回る結果に、ダイアンはこの上なく楽しそうだった。

「ヤマトに、あの試作品をくれてやったそうだな？　いいのか？」

「まぁ超法規的措置というやつで、エルヴィンさんには納なつ得とくしていただきましたよ」

　ヤマトの民たみは、学ぶことに長けている。

　エイジア人を見下しがちなエウロペア人の中には、「猿さるマネ国家」と揶や揄ゆする者もいるが、とんでもない思い違いである。

　彼の国の民は、「本質」を掴む。

「いいのか？」

　もう一度、ハヌッセンは尋たずねた。

「いずれ、あの国が独自に、人間型猟兵機を生産するかもしれんぞ？」

「そうなったら、それはそれでいいことですよ」

　開発者として、自分のオリジナルを模も倣ほうされることはもっとも恐おそるべきことであろうに、ダイアンは毛ほども堪えていない。

「それならそれで、彼らが編み出した新技術を、パクリに行きますよ」

　自分の欲するもののためなら、プライドなど投げ捨てる。

　それがダイアン・フォーチュナーの生き方だった。

「そうか、ならなにも言わん。ただ、もう一つ」

　ハヌッセンの目が、わずかにすぼんだ。

「あの〝扉〟の向こう、あれは……何があるのだ？」

「さぁ、あなたほどのお方でもわからないなら、私ごときでは到底」

「ふん」

　知っているのか知らないのか、何らかの察しはついているのかもわからない素そ振ぶりで答えるダイアンに、ハヌッセンは苦々しい顔をすると、ソファーから立ち上がる。

「これ以上、キサマと話していても、得るものはなさそうだ。帰る」

　そう言って、ハヌッセンが扉の前まで歩んだところで、外側から扉が開く。

「ソフィア・フォン・ルンテシュタット少しよう佐さで――あ、失礼！」

　いつかのように、ちょうどソフィアが現れた。

「いい」

　目も合わさず、ハヌッセンは言う。

　謝らなくていい、かまわなくていい、声を上げなくていい、自分にかかわらなくていいという全てを、一言に固めて言い放ち、ソフィアを後ずさらせ、そのまま立ち去ってしまった。

「おやおや、ソフィアさん、どうしました？」

　あれから、ソフィアはまたあらためて、兵器開発局の警備隊長となった。

「あー、うん、まぁ、ちょっとな」

「あ、もしかして？　私に今夜のディナーに連れてって欲ほしい的な、おねだりタイムですか？」

　あいも変わらず、ふざけた口調と素振りで、ふざけた発言をするダイアン。

「まぁ、そうだな」

「あーわかってますわかってます！　ふざけんな馬ば鹿か者もの！　ですよね？　わかりましたからグーパンチは勘弁―――え？」

　予想外の返事に、ダイアンの顔が固まる。

「今回の件で、お前には色々と世話になったからな……その、その礼代わりというか……ただし、割り勘だ。お前におごられる気はない」

　そっぽを向いてそれだけ言うと、ソフィアは踵を返して、退室する。

　彼女が執務室を出て数秒後、背後から「よっしゃああああっ！」という声が聞こえてきたが、あえて聞かなかったことにした。




　王宮、中央司令部、元げん帥すい執しつ務む室しつ。

「ああ、今回はアンタのおかげで助かった。色々と骨を折ってくれたみたいでな……ん？　まぁそうだな。アンタはアンタの都合で動いた。たまたまそれが、俺にとっても都合が良かった……ふっ、戦争も商売も、そこは同じようなもんだな。じゃ、また」

　元帥エルヴィンは、通話を終えると、電話を切った。

「悪いな、待たせちまった」

「いえ、大丈夫ですよ」

　室内にいるコートの男に一言詫わび、エルヴィンは書籍型収納ケースの中に受話器を置くと、フタをしめ、鍵かぎをかけた。

「それが、例の〝ホットライン〟ですか？」

「まぁな」

　以前の誘ゆう拐かい事件の後、シャイロックのビリオンズ商会と資本提携を行う条件として、なんらかの武装組織からの攻こう撃げきが行われた際、正規軍が対処するという密約が交わされた。

　それにあたって、即そく座ざに連れん絡らくができるよう、ホットラインが結ばれた。

　それが、鍵付きの書籍型収納ケースに納められた、小型無線電話機である。

「それも、ダイアンの発明ですか？」

「ああ、高価過ぎて、軍用でも一いつ般ぱん化かはまだ難しいがな」

　親衛隊は、王宮から外部への通信の一いつ切さいを遮断した。

　だが、それは有線の話。

　無線通信、しかもこんな小型のものがあるなどとは想像の外であり、これによって、エルヴィンは司令部に幽閉されていた間、シャイロックを通して、外部への連絡、伝達を行うことができた。

　王宮奪だつ回かいの決め手となった、デフェアデッド号の出動命令も、これのおかげである。

「ところで……お前のことは伝えなくてよかったのか？　親父さん、喜んだんじゃねぇの？」

　エルヴィンの前にいたのは、アプヴェーアの捜そう査さ官かん。

　アプヴェーアとは、ワイルティア公国の、諜ちよう報ほう機関である。

　その役割は、他国の諜報機関との情報戦、ならびに国内の反政府分子、反乱分子の監かん視し、逮捕である。

　その職務の関係上、捜査官たちの個人情報は、最大の機密となっている。

　他人に明かすことはおろか、中には死を偽装して、戸籍上は死者となり、任務につくものも多い。

「あの頑がん固こ親父は、下手に安心するほうが老けこむんですよ」

　例えば、元〝紅蓮の鷹〟と呼ばれしエースパイロット、エーリッヒ・ブリッツドナーのように。

「今回の一件、失うものも多かったが、得るものも少なくはありませんでした」

　親衛隊は、ゲーニッツの共犯関係にあった上位の一割の者が、国家反逆者として逮捕。

　三割は軍ぐん籍せき剥奪、もう三割は退役処分、のこりの三割は、正規軍各方面部隊に配属となった。

「貴族会議をまとめて逮捕できたのは大きかった。連中は、好戦派でもありましたからね。現在ワイルティアが進めている、国際協調路線とは異なる」

　王宮警護は、新たに近衛師団が結成、あくまで王室ならびに王宮の警護に限定した部隊として、今回のような騒動が起きないよう、運用される。

「それと、今回の一件での戦死者は、正規軍、親衛隊の区別なく、共同の慰霊碑に名を刻み、追悼することとなりました」

　騒そう乱らんが集結した以上、遺い恨こんを生まないようにすることも重要だった。

　ほうっておいても、人の憎悪は残り続けてしまうのだから、少しでも、憎しみの連れん鎖さではなく、悲しみの記き憶おくに塗り替える必要がある。

「あと、元親衛隊の、ヒルデガルド・フォン・ヘッセン中ちゆう尉いですが」

「ヒルデガルド……ああ、あの小こ娘むすめか」

　ヒルダは、事件の後、元ゲーニッツの直臣ではあったものの、その経けい緯いと境遇を鑑み、なによりもまだ若いことから、階級を返上し、再教育として士官学校への入学という形で決着がついた。

　その後、彼女が軍に残るかどうかは、本人の自由意思に委ねている。

「非公式ながら、公王陛下より、かの一件で関わった者たちを、最大限考慮して欲しいとの要よう請せいもあったんで、そのようにしておきました」

「あの〝三公〟陛下にしちゃあ、口数の多い話だな」

「そして、そのヒルデガルドより、慰霊碑に、ハイドリゲという男の名を刻むよう嘆願がありました」

「ハイドリゲ……ああ、あの男か……わかった、それは、するべきだな」

　そんなことをして、すでに死んだ者になんの意味があるのか、と問われれば、返答に困る。

　だが、刻むということが、大切なのだ。

　死した者たちに、「忘れない」という思いを捧ささげることに、意味があるのだ。

「あともう一歩で、下手すりゃ第二次エウロペア大戦が勃ぼつ発ぱつするところだったな」

「ええ、ワイルティアの同盟国と敵対国が押し寄せ、ベルンは火の海となっていたでしょう。それに……」

「ああ、あの新型爆弾な」

　王立兵器開発局で作られた、ゲーニッツが切り札として持ちだした新型爆弾。

　まだ、正式なコードネームも与えられてない、大量破壊兵器。

「ウチの調査によると、アレと同じものを、他国も開発しているそうです」

　ブリッツドナーが、苦い顔で告げた。

「もし再び大戦が起これば、開発は加速し、実用段階に進むでしょう」

　戦争は、時に科学の発展を飛躍的に高める。

　そうして完成された新型爆弾は、実戦に導入され、ラプチュリカの惨さん劇げきを、いくつも生み出しただろう。

「おそらく、次の大戦が起こるとしたら、一年で、前回の十年分の死者が出るでしょう」

「その爆弾は、〝扉〟の技術で作ったもんじゃねぇんだよな」

「ええ」

　エルヴィンの質問に、ブリッツドナーはやはり苦い顔で答えた。

〝扉〟の技術を解かい析せきすることで、ワイルティアは世界最高の技術国家となった。

　だが、加速した科学技術は、現代のそれを大おお幅はばに底上げする結果にもなる。

　自分たちで独自に、地じ獄ごくを作り出せるほどに。

「ふとな、考えたんだ……ゲーニッツの戦術は、軍人としては気に食わねぇものばかりだ。だが、その個人的感情を抜ぬきにしてみれば、ヤツのやり口は、被害を最小にした上で、最速で勝利を得られるものばかりだ」

　時に民間人や市街地の被害を考慮せず、時に友軍を見捨てて、それによって何万もの死者は出たが、早期に勝利することで、戦争が継続したならば生まれたであろう、何十万もの死者の発生を防いでいた。

「アイツはエウロペア帝国を復活させ、皇帝になろうとしていた。だからこそ、アイツの野心は、常軌を逸していた。だが、それが加速したのは大戦の後半からだった」

　次々と開発される新兵器、人が、どんどん、人を殺すことを効率的にこなせるようになった時代。

「そして、今回の事件勃発の直前に、例の新型爆弾の、試作品が完成した」

　エルヴィンは考える。

　ゲーニッツは、焦っていた。

　それはもしかして、早くしなければ、再び世界に大戦争が起きると思ったからではないか。

　今度は、人類自身が自分たちを根絶しかねない戦いが。

「ヤツはその前に、統一帝国を完成させ、国家間の対立を止めようとしたのかもしれん」

「元げん帥すい閣下は、あの男が、人類を守ろうとしていたと、仰りたいので？」

「さぁ、もう本人死んじまったからな」

　だが、ゲーニッツが最後まで固こ執しつした〝扉〟。

　その奥おくに、あったのかもしれない。

　今現在、人類が持つ破壊の力を無力化できるほどの、圧あつ倒とう的てきな支配の力が。

　人類全てが争いを捨てることが出来ないのならば、人類全てを支配する力を以もつて、管理、統制するしかない。

「ただ、ヤツは焦っていた。その視野や見識の広さだけは、皇帝になるにふさわしい男だったかもしれんな」

　ゲーニッツは死んだ。親衛隊の野望は挫かれた。

　だが、それは別に、世界の恒久平和が実現したわけではない。

「こうしている間にも、次の〝伍ご長ちよう〟が、動き始めているのかもしれねぇな」

　仮面で己を隠し、人混みに混じって、次なる戦いのために暗あん躍やくする者――〝伍長〟。

「させませんよ。そんなこと」

　悲愴な面おも持もちのエルヴィンに、ブリッツドナーは言う。

「そのために俺おれは、自分を殺してまで、今の自分になったんですから」

　手袋を外し、機械の手のひらを見つめる。

「火種は、俺が全部消してみせますよ。俺の女や、ガキのためにもね」







　そして、ペルフェの小さな鉱山町、オーガンベルツ。

「さーて営業再開に向けまして、大掃除ですわ！」

　騒動が解決したあとも、ごたごたがあって、すぐにはオーガンベルツに帰れなかった。

　結局、半月近くの臨時休業。

　店内だけでなく、窯かま場ばに至るまで、一から徹てつ底てい的てきに掃除すべく、ルートとスヴェンはモップ片手に走り回っていた。

　床ゆかや壁かべに窓や棚たな、パンを入れるかごや、トレイなどの器具に至るまで凄すさまじい速さで手入れを行う。

「街の方たちのためにも、がんばりませんとね！」

　いきなりオーガンベルツを離れたルートたちに、街の人たちは、なにがあったのかと大おお騒さわぎになっていたそうだ。

　幸い、子こ猫ねこのエリスを預かり、留守番を請け負ったマレーネが、上手うまくごまかしてくれていたが、それでもあと三日が限界だった。

　そんなマレーネは、オーガンベルツに戻ってきたルートたちを涙ながらに出で迎むかえた。

　日ひ頃ごろはルートを挟んで鍔つば迫ぜり合あいに発展する彼かの女じよだったが、スヴェンの帰き還かんを喜び、その姿を見つけた時は感激のあまり抱だきしめたくらいだ。

「う～ん、このトングもそろそろガタが来てますわね～、買い替えも考え時でございましょうか？」

「ねぇ、スヴェン？」

　嬉しそうに働く彼女に、ルートは、思い切ったように、声をかける。

「どういたしましたか？　主さま」

「あのさ、その、〝主さま〟って呼び方なんだけどさ。もうやめないか？」

　幸いに、スヴェンはもとのまま、今こうして帰ってきた。

　だが、先の戦いで、ルートは、スヴェンに自由に生きて欲しいと願った。

　そのためならば、自分との思い出の全すべてがなくなってもかまわないと。

「君は、〝心〟を持った存在なんだ。自由に生きて、誰だれにも隷属する必要なんて無い。だから……」

「えっと、それはその……」

　もじもじと、スヴェンは両手の指を絡めている。

「それはええっと、今後は、お名前でお呼びすればよろしいので？」

「うん、その方がいいと思うんだ」

「えっと、その、ルート……様？」

　おずおずと、おっかなびっくりといったように、スヴェンは言う。

「うん、様はいらないんじゃないかな」

「ええっと、つまりその……ルート……？」

「うん、それで――」

「わきゃー！」

　いいんじゃないか、とルートが言おうとする前に、スヴェンは真っ赤な顔で悲鳴を上げた。

「いえいえいえいえいえ、さすがにそれは、いきなり二段越ごしは、そのあのえっと、ショック大きいですわ！」

「ええ!?」

「だってだってだって！　いきなり、『スヴェン』『ルート』なんて呼び合うなんてそんなもうやだいやーんばかーんですわぁ～♡」

「え～っと……」

　嬉しそうに恥はずかしそうに楽しそうに踊るように体をゆらしている少女を見て、ルートは困ったような顔をした。

「やっぱり、今のままで結構です。だって、わたくしは、誰に強制されたわけでもなく、自分の自由な意志で、主さまを主さまとお呼びしているのです。だから、これでいいんです」

　そう言って、スヴェンはにっこり笑った。

「そうか、なら、それがいいね」

　自分の心のままに、自由に決めたものであるのならば、それがどんなものでも、これ以上とやかくいうものではない。

　スヴェンがそうありたいと願うのならば、それを受け止めるのが、自分のやるべきことだと、ルートは思った。

「あら、お客様？」

　その時、カランカランと、扉とびらのベルが鳴る。

「お客さん？　営業開始は明日からなんだけどな」

　表にまだ「CLOSED」の札を下げている。

　パタパタと、来客の対応に走るスヴェン。

　そしてすぐに戻もどってきた。

「郵便屋さんでしたわ」

「ふぅん、誰から？」

「銀行からです」

「!?」

　銀行という言葉を聞いて、ルートの顔が青ざめる。

　トッカーブロートは、スヴェンが現れてから経営も上向いたが、それまでがひどすぎたため、多額の借金を背せ負おっているのだ。

「なに……？　督促状!?」

　ルートにとっては、ある意味、親衛隊よりも厄やつ介かいな相手なのだ。

「月々、ギリギリなんとか返済しているんですけど……あら？」

　封筒を開け、中の書類を確かく認にんしたスヴェンが、小さく驚く。

「なに？　利息の変動？　支払の増額？」

「違ちがいますわ……高額の振り込みが行われたので、間違いがないか確認したいとのことです」

「高額の振り込み？」

　ルートは首をひねる。

　そんな、誰かにいきなり入金される覚えはない。

「いくらぐらいなの？」

「かなりの額ですわね、これなら一家四人が十年遊んで暮らせる金額ですわよ」

「ホントだ……すごい額……」

　これだけあれば、トッカーブロートの経営はかなり楽になる。

「ん？　この、振り込み相手の名義……」

　振り込んだ相手は「ドッペルアドラー社」と書かれている。

「これは……」

　見覚えのある名前だった。

　ヴェアヴォルフが、非合法な手段で手に入れた資産をマネー・ロンダリングするために作った、ペーパーカンパニーの名称だ。

「まさか……」

　そして、同時に思い出す。

　もう、七、八年前だろうか、ルートは任務の途上で、高額なネックレスを入手した。

　ゲーニッツは一時それを預かり、「金に換えて、いずれ時が来たら渡わたるようにしておく」と言っていた。

「あのバカ……」

　おそらく、ゲーニッツは、自分が死んだ時に、自動的に手続きが行われ、入金されるようはからっていたのだろう。

　あの日の口約束を、ちゃんと覚えていて、守ったのだろう。

「アイツにも、俺の焼いたパン、食って欲しかったな」

　ルートとゲーニッツには、互たがいに譲れぬものがあり、最後まで、再び手を取り合うことは出来なかった。

　それはしょうがないことなのかもしれない。

　悲しいが、しかたのないことなのかもしれない。

　だけど、ルートは思わずにいられなかった。

「お知り合いですの？」

　不思議そうな顔で、スヴェンが尋ねる。

「ああ、うん、古い友だちだよ」

　窓越しに見える空を見上げながら、ルートは言った。
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あとがき







　はい、というわけでしてね、「戦うパン屋と機械じかけの看板娘オートマタンウエイトレス」五巻！

　お読みいただきまして、ありがとうございます！

　今回は初の前後二部構成でした。

　人生初めての四冊目、五冊目で、リスキーなことをしたものです。

　とはいえ、ありがたいことに「次が楽しみです！」と言っていただく機会も多く、ほっと胸をなでおろし……と思ったのですが、決してそれだけではありませんでした。

　やはり、四巻でのあの展開が、想像以上にショックを覚えた方たちもおられたようで、「もう読むのやめます」と言われたりもしました。

　小説は、作品であると同時に、商品でもあります。

　皆さんにお金を払って、手にとっていただいた以上、私には、皆さんに楽しんでいただく義ぎ務むと責せき任にんがあります。

　それを果たせなかったことは、残念で、なにより申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　ただ、それでも、少し語らせていただいてよろしいでしょうか？

　私は、物語のラストは、たとえそれがどんな形でも、登場人物たちにとって、幸せな、救いのあるものにしたいと思っています。

　それは作劇的な事情だけでなく、「何かを求める人間」が、「何かを得る」姿に、希望を見出して欲しいという願いでもあります。

「命というものは、かけがえの無いものである」

「死んでしまえば、どれだけ願っても、二度と戻ってこない」

「だからこそ、今生きているということが、素晴らしいのだ」

　そして、同時に本作には、こういった考えが根こん底ていに存在します。

　この物語の主人公ルートは、たくさん人を殺してきた男です。

　一体何人殺してきたか、自分でも、正確な数は把は握あくしていないんじゃないでしょうか。

　あまりにも殺しすぎて、把握したくてもできなかったという方が正しいかもしれません。

　一人でも大事だというのに、数えきれないほど殺してきました。

　そして、その罪を、咎とがを、背負い続けて生きることを選んだ人物です。

　それゆえに、どうしても、「人の死ぬ世界」でなくてはならないのです。

　人が死ぬというのはどれだけ大きなことか。

　人の命を奪うばうということはどれだけ罪深いことか。

　それがなければ、今回の、ルートが最後に選んだ「選択」が、軽いものになってしまうように思えたのです。そしてスヴェンの行動も。

　もしかして、「もう読むのやめます」と仰おつしやった方は、それだけ、強い感かん受じゆ性せいをもって、私の書いたこのお話に向き合ってくださった方だったのかもしれません。

　その方に、もう一冊、この五巻だけでも読んで頂きたかったと、それが残念でなりません。

　そしてその上で、ここまでお付き合い下さった方々への、感謝の思いを禁きんじえません。

　ありがとうございました。

　すいません。ややマジトークで話してしまいました。

　ええっと、そういうわけで、今回も謝しや辞じなどを。

　担当Ｏ様、ブラジリアンな肉料理をごちそういただき、ありがとうございます！

　大変美味しかったです。また行きたいです！（チラッチラッ）

　イラストのザザ氏、いつも本当にご面倒をかけして申し訳ありません！

　今回も大変素晴らしかったです！

　校正さん、デザイナーさん、営業、印刷所、流通、書店の皆様。

　皆様方のおかげで、なんとか今回も世に出すことが出来ました！

　そしてなにより、今この一冊を手にとってくださっているあなた！

　重ねて、心からの感謝を！

　ありがとうございました！

　それではまた、お会いできる日を………

　あ、念のため、これで終わりじゃないですよ？

　まだ続きますからね？　次は六巻でお会いしましょう！
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